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リンゴ黒点病は呆実に多数の黒色小斑点を生じる病常

であり,果 実の外観をす14ねるためゃ木病によるHlk売|との

損欠は大きい

わが川で本病はリンゴ杖押 4初から発′にしていたと考

えられている (古森県りんご試験場五 十年史,1981) :

対li(1915)によれば,1902年 (Hll治35年 ),本 病 を品

槌の特性 として扱った汁淵による記録が初めてである

が,病 告としての記録は 1913イli(大|112年),甘 原が病

原内を ごⅢ7′″t77ャ,、″ρれ″'7″̀,″"Brooksと したものが最初で

ある 本 格的な初めての研究は 二折け (1915)により行わ

れ,病 徴および病原内が記載され,防 除法が検討された

その後木村 (1938),塊内 ・11藤(1961).関||(1966),

郷他ら (1967)1坊i能 ・十ド山 (1969)および Tsuyamaぐr

“′(1973)により発′L′|:態,病 巧〔内のFL活環, 防除法に

関する'F究がイrわれたが,た ′liノL態や抗原内の′L活環は

不明な点が多い

IR点病由によるリンゴ衆実の感染はリンゴの落花1出」も

ない頃 (5′j中 ド4u)か ら7)!木頃まで続 くが,落 花 10

日後頃～ 3011後頃が特に多い (声森県りんご武験場‖イ1和|

291i度米務年報 il可‖てf和30年度業務年服 1同‖F抑131イ|:

度業務年村ti同 十Fi和3341:度業務年服 ;|,J昭和134年度米

務年服)し たがって落花向後頃から())!ドイげ頃 (落イじ

30H後 頃)までがもっともlTt要な防除ナリJとされている (り

んごイli此指導要工〔・`r成 16年改i訂版)

古森県においては,1930イ十イ忙にボルドー液が本病のい方

除にイr効であることが確かめられたが4本 斉」は落花 1011

後頃から落花 25H後 頃までの幼果に,い わゆるさび (呆

画に相造なヒビ制れを′ltじる ftの楽i:fブit状)を 発イliさ

せるため,落 花 25H後 以降の散布で防除が行われた。し

かし1950年代,をf機硫貫刺のファーバム芹けが本病に対し

て防除効果が高く, さび米の発イliを助長しないことが明

らかとなったので,1957年 から採用され,落 イち25H後

頃以前の散布が面r能になり,防除はより確実なものになっ

た (占森'itりんご試験場 アに卜午史.1981)

1958年, リンゴ斑点落葉病 (11藤ら、1968)が,ま た

1969イ11にリンゴ黒,I!抗(中洋 ・福ドう。1990)カギ予森)ltで

は新病ti言として発′にし,こ れらは短期間に企県に拡大し

た 斑 点落栄病や|よ1)止病の防除法を開発するため,発 イli

生態や病原内のイ上i活環を合めた広範な,「究がイfわれ,リ

ンゴの落花川↓前後から防除が必要であることがりjらかと

なった そ の結果、力「点落栄抗や黒),!病の防除にイf効で

,R点病の防除にも有効な来折」が多く開イSされ,斑 点落熊

茄や票サユ病を対象に防除していれば,R点 病も同時に防

除できることが明らかとなった 黒 点病は 196()年代まで

たびたび多発してきたが 加 点落☆病やす‖ん!病防除キJの

ロ

実用化に伴い減少し,1970年 代,1980年 代はほとんど発

′Lがなく経過した (古森県りんご試験場五 十
ム
年史,1981:

|11中, 1984i】|1川力, 1960)

198()年代,黒壮病にステロール脱メチル化rH害剤 (DMI

片J)が 卓越した防除効衆を示すことが明らかとなったた

め,市 森県においては 1987年からDMI剤 を川いた新し

い防除休系が採用された し かし,そ のころ使用された

DMI剤 は黒点病に対して防除効果が低かったので,1988

年に市森りlt卜
/TR域の多くのリンゴ因で黒点病が多すSした

(藤‖|ら,1989)ま た 1996年には南部地方で6)j li4りか

ら7)]li4」までの期間,降 雨Hお よび降水駐ともに多く、

黒点病の発イiとに極めて女r適な条件となったため,多 くの

リンゴ問で本病が多発した (新谷ら, 1997).

'十醍地方では近年,黒 点病の発′Lが少ないので DMI剤

を用いた新しい防除体系が採用されているが,1所部地方

ではたびたび多発しているので DMI剤 を用いた新しい防

除体系が実行できない こ のため,DMI剤 を用いた新し

い防除体系に対応した。黒点茄多発地における防除法の

1対発が必要とされた

合理的な防除法を開発するためには1病 告の発生イli態

を解りlし病原内のイli活環を明らかにする必要がある そ

こで林者は,1997年 からリンゴ押、1点航の発生′L態 の解

1明に関する研究を行い。また黒)止病防除体系を考慮した

DM1 411による防除法を開発することを|1楳として研究に

持手した さ らに2002年 4月 からは, 青森県が実施する

「大学院派遣学業」により,メ1手大学大学院連合農字印F究

科に締を|☆き,弘 前大学農学生命科学部において iiとし

てリンゴlt点病内の′L活求の解明に関する研究を行った

本村t件は 1997年から2004年にわたるリンゴ黒点病に関

する一逃の研究を取 りまとめたものである そ の
本キトは

すでに発表した (荒井,20011荒 井ら,2003a i荒井ら,

2()03b i荒】1ら,2004a:荒 】1・原H,2()04b i荒丼 ・原円,

2004c i荒サトら4 2005a i Araiて'rα′,2()05b)

本研究を遂行するにあたり弘前大学名誉教授原田幸雄

附 lf,弘前大学農学′li命科学部教授佐野輝男博 if,帯広

常た大学市産学部助教授小池 lE徳博士.山 形大学農学部

教授イliナト'い:雄卜↓にからはご指準と本稿の検閲の労を賜り,

また弘前大学名誉教授沢村lrd上二博七・十1子大学農学キト教

授 Iifチ|1信ヤIⅢ lrにはイf益なご助卜iと景立な文献を賜 り,

弘前大学農学生命科学部助 子藤IJ隆氏には終始ご指導を

H坊った さ らに子森県植物防疫協会 (元フラワーセンター

21あおもり所長)松 中謙次郎氏, 青森県農林総合研究セ

ンターリんご試験場県南米樹研究センター所長藤出孝二

llll l:には本研究の開始当初から有益なご指導とご教ホを

賜った 長 野りrt衆樹試験場岩波靖彦氏には長野片t呆樹試

緒



荒 ナ| :リンゴ| | !点l  K Jの発′|

験場式 ・地 r採 集器の取 り扱い方法の詳細をお教えいた

だいた  二 )ゴ町梅内 ,越後破浩氏並びにア「,「町イヽイ「小波 ・

小渡敏真氏には,防 除試験において同場を使サ|↓させてい

ただくとともに業刺散lfしていだだいた 突 阪祥に際し

ては,1,森県農林総合l17 T究センターグリーンバイオセン

ター中洋憲大氏,吉 森ナit農林総合研究センターリんご試

リ ン ゴ無 点 )i埼は Br o o k s ( 1 9 ( ) 8 )によ る )内原 内

●7'″̀みそッ加″"βθ/77′BrOOksと しての記載が最初であ

る そ の後 BrOOks and Black(1912)は貯蔵中の米実

の病弗にみ られた P力ω″“属由に米づ き,病 h〔内名を

こi、7,ァ?`7/り,F'r)′
ヤ'2′′,7″,′″'Bl'()oksから ′)力r,′″?`′77ο′77′PaSS に

変更した。また WaltOn alld Orton(1926)はリンゴ1州

場において越冬落葉上で発見した Ⅲ4(つッれでァで′rcr属内の

偽 子のう般が本商の先令時代であることをりすらかにし,

町でひッカ″。(″〃α″ρ/77'PaSS.と同定した

わが同においては、 二浦 (1 9 1 5 )は来究の発病の

ほか,縮 求)i t状,枝 柚れ)i二状 を認め,ま た果実か ら

(卜"″みヤ,wχ2 / 7 r〃″r'つ″′′を得,腐 敗 した 冴t究 お よび枝 か

ら P力θ″り、A″αかを得た 腐 敗来究から得た P力θ〃7り,, 1 ,

〃“′′を培差した結果 Dた?r j / rみご属内を
′liじ,こ れを新植

として Dた7'θドrん?′″̀′′'H  h I I i u r a  n  s pと記載 した。そ

の 後 D′?ωイカで″そィカM Miuraを 励41Pθrr力?/,0″,(Pass)

M.Miuraに (二浦, 1916a),さ らに D′̀7,`メ/た′,o,7を?″α

(Scilw.)M iuraに言」|ltした (「二浦, 1927)

木村 (1 9 3 8 )はリンゴ同場で越冬した落 ド米実 liに

(Ⅲ7'ア7r 7 rつy,戸力″′型分F■rを 生 じることを服作した 関

11 ( 1 9 6 6 )は1′1然発茄した呆究や栄からPカト「/7ぃ,c r ` r属内

を分離し, 呆実に対して病原性があり, また|′1然発抗の

落業から得た P4 1 ,′′ぃ′たrα属内も抗原性があることから,

P / P I  F F r P , 7 ' c r“属商が同場において黒点病の伝染源として働

いている"J台ヒ″円:を示峻した 功i能ら (1 9 6 7 )は衆実の病

lx l部からの分離由を持養して得た c)ツ′″̀力つッr2 r々力″′14分11

子を業の焼傷ll lに接種 した結果,成 熟した偽 「のう般の

形成を認めた ま た堀絶ら (1 9 6 9 )および Ts u y a n l a  t 2 r

′liはと防除法に1増するイリF究

験場岩谷舟氏,1‐干川令助氏,柄 lf町支氏,1可県前呆樹り「

究センター村井神 r氏 ,小 位原十け十氏,)J併 ■ 占氏,山

野方朋氏にそれぞれご協力をいただき,ま た本論文の取

りまとめにあたっては多大のご門じ慮をいただいた  li記

の各位に深 く感謝する

″7( 1 1 ) 7 3 )は接TT l栄における1ろ子のう般の形成過柱の例

祭から本内のli活史を

rの う胞 r= C w″ r7 7つッカ″″″?型分′li  r→Pヵ。″?がi4分4t  r

と推定した

′|:態イリ「究では, 場i内 ・ に藤 (1961)ヤよ落イと期以「各, ド各

水戦が多いほどケS坊埼が多いことを料tt iした。

防除法に関しては,二 浦 (1 9 1 5 )は結論が得られてい

ないとしているが,ボ ル ドー液とィf灰硫士合剤の防除効

果の検市Jを行ったことを記述し、また幼呆への袋かけが

本病の予防に有効であることをりlらかにした,本村(1 9 3 8 )

はち時すでにイf効であることがりjらかであったボルドー

液の濃度と共点病の防除効果について報告した 第 1次

ll l界大戦後はリンゴ i:産県の各試験場において本病に右

効なイf機合成殺商刺が検索され,市 森県りんご試験場に

おいては 19 1 8～19 7 2年に試験が行われた (青森県 りん

ご試験場 だ |ム年史,1 9 8 1 ) 1 9孤 )イ|二代以降は本病が少発

′ltに経過したので,そ の問研究はほとんど行われていな

い

海外においては,本 病は迎常発′liが少なくマイナー病

1年として扱われるが,年 により多発することから来樹病

学に関する多くの解伊こキに記載されている (A t k i n s o n ,

1 9 7 1 i  A n d c r s o n , 1 9 5位Y O d e r , 1 9 t ) 0 )近年 の研 究 で は

Sutton cr″′(1987)は業の病徴,葉への病原商の使大方法,

1る子のう般 1性代の形成過科,同 場における 子のう地 rの

飛散消長などを服t,し, また Yodcr(1982)は 本病にイ3

効な防除茶剤を報告している し かし海外においても他

のリンゴ抗キliに比べ研究報告は少ない.

史究研

皿 病 徴および病原菌

1 .病  徴

1)果   実

果点を中心としたやや1明んだ病加を′liじ,病 斑は呆究

のがく側で多く果こう似けで少ない.成 熟果の病斑は一般

に赤色品和で時褐色～黒色,黄 色品植で晴緑色～褐色で

あり(病 斑尚 ドの呆肉は褐変しているが,こ の部分から

)菌1攻することはない (Anderson,19561 Brooks and Black,

1912i!二浦. 1915)

近年の 11要市TBの病徴は明らかでないので,2 0 ( ) 0～

2 0 0 3年の 4か イlt , l t戸椰′正戸町の農林総合研究センター

リんご試験場県南呆樹研究センター (以下、県南果樹研

究センター)内 川場で
な
っがる
'に
ついて詳細に観察し,
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また 2003年 に赤色品和 6辞t極および貴色品布12品11種の成

熟来についてそれぞれ観祭した

a つ がる

6)!下 句または7月 上旬から呆点 (気イし)が 黒変した

針頭人の小点病斑を生じ,こ の病斑は7月 li中4り頃には

光沢のある径 l nlnl本'度の票色の小州点となった 陽 光

lalの若色部では赤色を!ユしていた (田版 lA,B).そ の

後病斑部は果ヴこの肥大に伴い1町みを/1じた 成 熟果 (9

)」中下旬)の 病斑は時赤色であり1若 色の劣る部分では

濃緑色であった 病 班の大きさはこうあ部～赤道部では

1～ 3 nlmで 8 nlm程 度もみられ,が くあ常卜では 2 nlnl

以下であった (図版 lC(D)病 Jjl直ドの男t肉は深さ1

～ 2mm程 度褐変していた

b 赤 色品種

ネ丘に (10)J li4J調在):病 斑は時緑色～黒色であるが,

若色の劣る部分では緑色であった 抗 斑部のPIIみは嗣命

品槌のなかでもっとも深かった 病 llTの大きさはこうあ

部～赤道部では 1～ 4 1nmで 8mm程 度もみられ,が く

あ‖「では2mm以 下であった (ⅨI版2A, IS)

ジョナゴール ド (lo月 ド句調介):病 斑は紙色～暗織

色であった.病 班部の1叫みは比崚的深かく,が くあ問;で

は病斑がな合して横方向に亀裂を■じていた 病 llrの人

きさはこうあ部～坊ヽ道部では 1～ 3mmで 8mm科 度も

みられ,が くあ部では2,lnl以 ドであった (田版 2C.D)

スターキングデリシャス (10)l「4り調査):病 斑は,R

色であるが,若 色の劣る部分では暗緑色であった 病 斑

部の|1町みは浅かった 病 州のi大きさはこうあ用;～功(道市ト

では 1～ 3 mnlで , 5 nlmを 超える病斑はなかった が

くあ問∫では2mm以 下であった は十版 2E,F).

北 十 (10月 ド句調企):病 斑は赤褐色であるが,持 色

の劣る部分では濃緑色～時緑色であった.病 Jlli Htの|!ilみ

は比較的浅かった か さぶた状の航斑が多く が くあ部

では呆点を中心とした亀裂もみられた 病 斑の大きさは

こうあ部～赤道部では 1～ 3mmで 8mm科 度もみられ,

がくあ剤;では2 mnl以 ドであった (1対llt2G H)

ふ じ (11月 ド句調介):病 琉は暗褐色～黒色であるが,

者色の劣る耐;分では暗緑色であった 病 斑占卜の口|みは比

峻的浅かった 病 斑はしばしばかさぶた状となり,が く

あ部では亀裂もみられた 病 lxTの大きさはこうあ部～亦

道劇よでは金1蚊大～3mmで .5mmを 超える病llTはなかっ

た が くあ部では2 mnl以下であった (図版3A,B)

田光 (11月 下旬詞合):病 州はホ褐色～点1色であるが,

清色の劣る淋分では緑色であった 病況部のPlみは減かっ

た 病 斑の大きさはこうあ部～赤道部では 1～ 3mmで ,

5mmを 超える病斑はなかった.が くあ千卜では2 mnl以

下であった (図版3C,D)

c 黄 色品和

降奥 (10月 !|'句lrl今):病 JATは暗緑色で1陽 光1面の若

色rほでは亦褐色を早した 病 rjL部の1町みは比較的f支く。

しばしば呆点を中心とした亀裂がみられた 病 斑の大き

さはこうあ部～赤j芭部では 1～ 3mmで 10 mm村 度もみ

られ,が くあ部では2mm以 下であった (図版 3E,F)

i林 (11月 に句調合):病 斑は暗縦色で,陽 光|“子の岩色

キトでは時赤色を早した 病 斑部のl18みは浅 く。がくあ剤S

～赤道部ではしばしばかさぶた状となり亀裂もみられた.

抗斑の大きさはこうあ部～赤道部では針頭大～ 3mmで

81mm柱 度もみられ,が くあ部では2mm以 ドであった

(図版 3G.II)

2)葉

2000～ 2002年 の 3か 年,Pit南果樹研究センター内間

場で
`お
、じ
・
および

・
つがる
・
で観祭した結果は以 ドの

とおりであった.

8)J li句～ ド旬から1～ 3mm,不 lli形,紫 褐色の斑

点を4Lじ, しばしばな合して大型の病斑となった.時 に

褐色～灰褐色の壊死部を伴っていた.病 斑は業身のいず

れの部分にも′|:じるが,束 縁に多いlLR向であった 罹 病

栄はやがて止化し洛 ドした 黄 変栄では,病 llllは褐色～

紫褐色で葉脈に囲まれた角形であった。落栄後.病 斑は

拡大することがなく,葉 脈に凶まれた角形,時 褐色であっ

た 発 病は9)J li句頃までは呆そうや新梢本部の業でみ

られるが,9月 中 ド旬には新梢の中位から 11位☆におい

てもみられ,そ の後落葉則の il月中 ド旬まで続いた (田

版4A～ F).

なお1.紅 ド・ ジョナゴールド .'ス ターキングデリ

シャス
',`北
汁
'. `田
光
', ｀
性奥
'お
よび
・
工林
'で
も

観容したが,病 徴はほぼい1様であった

3)病 斑の光学顕微鏡観察

材料および方法

a 果   実

20021:および 2003年,県 1打呆樹研究センター内同場

で
`つ
がる
・
および
`紅
に
'(命
木: 1ヽ26.樹 齢 :6,7年 )

米実を発病初期の 7月 L旬から収稚期 (つがる:9月 中旬,

紅i:10月 上旬)ま で 10～ 30 H ttj隔で採取 した.病 レ[

剤;を鋭利なナイフで博く切り取 り (1亨さ :03～ l mnl】,

これをトリバンブルー ・昨陵液 (トリバンブルー ol g,

llT陵45 nll,水55 inl i Sutt()nビrβ′Ⅲ1987)で染色した後・

水に対入して光学顕微鏡下で観察した

b 果

2003年.メ:t南衆樹研究センター内問場で
`つ
がる
'(台

木 :M2().樹 齢 :7年 )栄 を8月 ド句から11月 L句 まで

10～3011間隔で採取した 病lll部を51mm角 に切り取 り,

トリバンブルー ・昨陵波で染色した後,光 学顕微鏡 ドで

病原内を観祭した ま た Diener(1955)の方法,す なわ

ちlll賊・エタノール液 (氷酢陵 :95 Pbエタノール=1:

47-



1)で 1対定,70～ 75 tD3乳酸液で和t織片を透明にし,ア ニ

リンブルー ・ラクトフェノール液 (0.5011アニリンブルー

水浴液 :乳陵 :フェノール :グリセリン=lilil:1)

で染色した後,病 原内の使入状況も観容した

結  果

a.果   実

病斑はいずれも米点 (気イし)を 中心としてイliじていた

呆点 (気イし)か らは発病初期の 7月 114けから引文推ナリほ で

菌糸が仲長し, 内糸 11にclプ′″CF/ィ,ド′'イ"力〃,7'1!分′|二子を′Lじ

ていた (IXI版5A・ B)

b 栄

病斑 部英山iを光学顕微鏡で観容 した結果,紫 褐色

病斑 部では気孔か ら閑糸が仲IⅢ長 し,こ の 内糸 liに

●1′力てわッθ′力″″孔J分4子 を化じ (Ⅸi版5C,D),ま た収

死部では気イし庄 ドの呼1吸性部に r」ムを形成し,気 すし部に

こl rr/Ptrrィ,ソ"rrr″'オJ分li rを生じていた (田1祇5E～ C)

4)病 斑部の病理解剖観察

材料および方法

a.lt育 川↓における呆実

2003年,ムt南呆樹研究センター内同場で
.つ
がる
。
(台

木 :M26,樹 齢 :7年 )呆 究を発抗初期の 7)j li句から

収権丹Jの9月 lit句まで 10～ 30H‖ J隔で採収 した 病 jxli

部を3,4mm角 にL7」り取 り,これをFAA(ホ ルマリン6.5

ml,氷 昨酸 25 ml,5011Dエタノール91 mli小 野,1962)

で1封定した 病 斑キい試料を包叫材 (サクラ精機,Tissue

Tck O C.T.Compound)で 包み, -30℃ で水ネli後,ill

走式 ミクロトーム (カールツァイス,H Al1400R)を川い

て厚さ 20～ 30 μ mの 切片を作成し,ア ニリンブル
ー ・

ラクトフェノール液で染色した後,水 に対入して光学顕

微鏡 ドで病原内を例容した ま た生組織の従子L7J)|を随

時作成し, スダン田により組織のスベリン化,フ ロログ

ルシン・焔陵法によリリグエン化の検出を行った (鈴木,

1962)

b 越 冬落下米実

2004年 5月 ,メit南呆樹研究センター内問場で採収した

ミイラ化した
`ジ
ョナゴールド

・
越冬落 ド呆究 (MI版7

A)の 病斑部を3,4mmれ にL7Jり取 りFAAで 同定,11

述の方法で厚さ 20～ 30 μmの L7」片を作成し,ア ニリン

ブルー ・ラクトフェノール波で染色した後,光 学顕微銃

ドで病原菌を観祭した ま た3.4mm角 にL7」り取 り病斑

部をDicncrの方法で透明にし,病 llli ttirlドに11じた偽衆

和[織を観祭した

C栄

2003年9)J,県 1青呆樹研究センター内lml場で採取した
.つ
がる
'栄
から病斑部を3,4mm角 にL7Jり取 り, これ

をFAAで 同定した。滑走式 ミクロトームを用いて 20～

30 μmの L7J片を作成し,ア ニリンブルー・ラクトフェノー

荒 )ト リンゴ!|!!ナ|〔病の発′li生態と防除法に1対する1り「先

ル液で染色した後,光 学顕微鏡 ドで病原菌を観祭した

結  果

a イli市,9↓における呆突

発病初対」の病斑湘Sでは炎皮および ド皮 5～ 6層 , また

収栓川1では友皮から米肉 10～ 20昭 程度が壊タヒし褐変し

ていた 壊 夕じ部においては太さ1～ 2μmの 商糸が認めら

れた (田版 6A)褐 変した細地はスダン田に染色されな

かったが, フロログルシン・路i峻反応により細胞壁力S顕

材に赤色に染色されたので,リ グエン化していると判断

した

b 越 冬落 ド果実

衣皮および ド皮部に1る柔和l織が発達し,こ れら用S分に

1るrの う般をイ|モじていた (田版 7B～ D)ま た ,座 を■

じCi力″̀r/1,ッ`,′ヵ〃″′〔!分′lt rを形成していた(図版 6B,C)

C葉

発病初川1の病歩F(不 |li形,紫 褐色病)に)で は柵状れl織

が褐変し,ま た海締状和[織側の友皮が壊死していた 内

糸は柵状和[織および海締状組織の細胞消j隙でみられ,海

締状和t織仙1では 10～ 15μm,lll状対[織側ではやや大く15

～ 20 μmで あった 落 業 5H後 では,海 締状和[織側で 2

～ l rrm,柵 状組織側で 4～ 6μmで あり,細 胞内に侵入

するi対糸もみられた (は1版61),E)ま た,iと して柵

状組織側のよ皮 ドに粘 r器 (spermogonium)が 出!没し

て形成されていた は1版6「)

なお精 r器 いと代 (spermogonial statc)については,後

のどt「M-2 病 原内Jで i詳細を述べる.

5)考   察

わが1可でリンゴ!よヽ点病は米実のほか葉および枝に発■

し,業 では縮葉)i:状を11じ,枝 では枝柚れ症状を生じる

とされ,共 名として縮栄病,枝 fri病が採用されている (北

島,1989キ |1本札“物防疫協会,200011J中 ,1984i宙 樫,

1950)こ れらの典名はわが|」で初めて本病の病徴を報缶

した t浦 (1915)の 命名による  [浦 によれば,栄 では
.1可
光
'の
ケS病が多く `柳 に

'も
希に侵され,そ の症状は

栄身に不規則な 1～ 2cmの 淡褐色病斑を■じ,こ の部分

で業の′|:育が111まるので縮栄するとしており,ま た枝で

は村F究枝も発病するが,itと して 1年 枝の先端締付近に

おいて,気 イしおよび水イL部が縦横に不肌買Jな褐色の亀父

を′Lじ相1皮】犬となりl li死するとしている

20 0 0～20 0 3年の 4か イ|: ,本病が毎年多発しているlH l

場において,さお、じ
', .つ
がる
', .紅
!工
'な
ど9占IⅢ極で

病徴を!詳細に観祭した そ の結果によれば,葉 の病斑は

1～ 3m mの 不 || :形,紫 褐色を特徴とし,二 浦が
`卜
1光
'

および
.柳
【
'で
観察したような縮業)i :状はみられなかっ

た ま た枝幹部についても, :浦が記載したような枝ll l i

れり古:状はまったく観容できなかった し たがって,:浦

がfじ載した本病の縮葉りi:状および枝析れ症状には疑問が

-48
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あり,1明允討する必要がある な お,SuttOn J♂′(1987)

はナ,卜1点病の業の病徴として 1～ 3 mi11のpurple neckを

特徴とすると記載しており、本例祭の結果とほぼ 本故し

ている

舛こ突および業の病力[山iを切り取 リド:転顕微鈍で触祭し

たネlf,こ,抗 捌:は果央においては米点 (気イし)を 中心とし

て′iモじ・来点から内糸が仲長し内糸 liに(Ⅲ l1/kあッρ′"″′

考1分′it rをイliじていた ま た舛においては紫褐色病斑‖;

では気イしから内糸が仲長しこの内糸 11にo7r/kわッ`""1/7′

14分′上rを ′|:じ, 収タヒ部では気孔ド〔ドの呼吹昨キトに rJ4

を形成し,気 イし部に (1カ″●F/ャ,、ァ'(ガル″′14分仕 rを ′|二じてい

た B r O (よ、(1 9 0 8 )および 13 1・00 k s  a n d  B l a c k ( 1 9 1 2 )は

貯蔵ll'の舛t実の病斑 11でこⅢ′力7tr7っッ。,rr/7714分′li rを発)と

している し かし′L市期の服病力t究や栄 |:においては

この分1l r lH代を徹容した服tiiはこれまでみあたらない

こ卜′`加r/7ぃ″pr力″714分イli rが′|を育対1の米究や栄の病班 liに

′liじることをり」らかにしたのは本研究が初めてである

病'F部の和[織幣刑によると, 米実では病あ〔内の内糸は

果肉組織の褐変HSに限り徹容され,力t肉和t織の褐変は収

杜川においても共皮から,t肉和‖地 20片,本11度までにとどま

り,腐 敗へ と進行することはなかった 越 冬した落 ドカt

央の例禁では,友 皮と ド皮‖;の問既|に|る衆和[織が発述し、

イる子のう般や分イli rを■じていた  ま た業では落熊前の

病熊中の向糸は大さ 1()～20 μmで あったが,落 業後 ‖!

もなく人さをよ出し,さ らに iをとして和‖状和[織側の友皮 ド

に精 r器 を/liじていた し たがって,イit育則1判中の力t究

および業では病鳩〔内のイ|1奇は緩性であるが,落 ド後の力t

究および落業においては病原内は活発にイli有すると考え

られる

なお, リンゴ旧‖場で越冬 した落 ド冴t究の病け[1 1に

い'′k / 7 1 ,ヽ′X"力r r 7 ?オ!分′lt  rを
′|:じることはすでにlサJらかに

されてヽヽる (木本」 1938)し か し|るJ生のう般 1性代はこ

れまで越冬落栄 liで発児されているだけであり (W a l t O n

a n d  O r t o n  1 9 2 6 ) ,越冬した落 ド男tりこでの卍銀はみあたら

ず,初 めての観祭肥録である

2 .病 原 菌

リンゴ黒点病内は1るrの う般‖L代 (Walton and OHon,

1 9 2 6 )と 2つ の 分生 F  I I I代.す なわち ぃ′1 / 7 `ルイリχ"ヵ″″

ブ'`'′″'お よび P力r,′,7`′′,て'′'Pr(Brooks,19()8i13r()oks and Black,

1912)が り!らかにされている 本 収では,偽 rの う般 HI

代,o7,′741/て,ッr1/力〃'7対!分 ′li r iH:代お よび P力(〃″αl!分 ′|モ

子世代の形態 を観察 し、 ま た服病落栄 liで精 子器世代

r s p e r n l。抑nia l  s t a t c )を発見したので,こ の形態もhll容

した さ らに,そ れぞれの世代の地 rか ら得た分閉t内の

形態を観容し病原性を検討した.

1)偽 子のう殻世代

偽 Fの う般 |IⅢ代 はア メリカ合衆田で Wa l t o n  a n d

O r t o n ( 1 9 2 6 )により越冬 した1程病落栄 11で初めて発見さ

れ, 形態的叶十徴が市じ載された わ が卜|では Tsuyamaビ ′

(ィ′(1973)は越冬した1‖枯落舛 11から子のう他 子単胞 r

分用1内を得て,イ1モi舌環に関する一連の試験を行っている

しかしTsuyamaビ r`′′の引lP,を含め.偽 rの う殻口1代の

形態をi半湘Hに記載したものはみあたらない こ こでは,

越冬した粧病落 ド衆実および落求 11にイ|:じた偽 rの う殻

|11代の形態をi記述する

(1)越 冬罹病落下果実

材料および方法

メ[|1打呆ltjl研究センター内阿場で 2o(14年5)1に採収した

ミイラ化した
。
ジョナゴールド

'越
冬冊病落 ド呆究 (図

版 7A)の 病'「‖1をL7JりlRり FAAで IH定した 病 斑‖;試

料を包川!材で包み, -30で で凍結後,滑 走式 ミクロトー

2、を'11いていさ20～ 307′111のLyJ)|セ作 り,水 に対入し

て光学弧微鏡 ドで病坊〔内の形態を紐容した 偽 rの う殻,

子のうおよび r卜のう地 r卜はそれぞれ 50 11hlについて大きさ

をti「測した

結  果

越冬4‖病落 ドカt実 11に′|モじた偽 F‐のう般 1性代の形態的

特徴は第 1衣に示した

偽 rの う般は,t実の共皮と ド皮の1判隙郎分にイitじ,科

′にまたはいlt,押、1色,球 |レ～瑚1球川夕,演 端に乳頭状のイし

||を行し,往 68～ 155 μl■( F`均 9()3/rm).高 さ 55～

133 μm(｀ |を均 95 5 μln)で あった 千 のうは般底より穴

′it,11↓簡形～柱4/.NJ人, it忙 、大きさ33～ 53× 8～ ll

/rnl(｀r均 425× 8 8 rrlll).8什1のrの う地 rを 行していた

rの う地 rは イく規則状 2ダけに並んでliじ・長格円形～紡

鉦形,ま っす ぐ～やや湾出|, 2打‖胞,隔 雅部でわずかに

くびれ。無色,大 きさ 15～ 24× 3～ 4 rrnl(r`均 18H×

3 6 rrm)であつた こ れら|るrの う般,r本のうおよび r

のう地 rの形態的4手徴は Walton and Orton(1926)によ

るッⅢ(め′,774′ご′で′わ′,`,″?′のiiせ載と ^故 した (図版 7B～ F)

12)越 冬罹病落葉

材料および方法

県1汚力t樹研究センター内同場で 1999年5月 に採取 した
°
レS、じ
'越
冬柑病落床から偽 rの う般を幻iじている部分の

従子切片を作 り,水 に対入して光学顕微鏡 卜
‐
で病原内の

)レ態を制容した 偽 rの う殻, rの うおよび Fの う地 F

はそれぞれ5()仲1について大きさを計測した

結  果

越冬冊病落舛 Lに 4:じた1るrの う般 Hl代の形態的特徴

は第 1炎 に示した

偽 rの う般は柴のWf riの友皮 ドに児没して■じ,祥 ■

または叫tri:,ナ|よ色,球 形～虹球形,頂 端に乳頭状の孔||

を右し,作 63～ 115 μm(平 均 846/rm),高 さ 6()～108
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第 1友  越 冬惟病落 ド果実および落業 liに生 じた 1介c●ッカα9ビ′わ属内偽 rの う殻 世代の形態的特徴

本 flli 究

虫  日

ri4〃̀ '″′′

(Walton and Orton,1926)
呆実 littZ 熊_上1商

さ

偽 rの う般

色        黒 色         黒 色         黒 色

形態       球 形～亜球形     球 形～明1球形     一

径 (μm)    68-155        63-115        70-100

高さ (μm)   55-133        60-108        -

子のう

形態       |【 J筒形～税棒状    「 11筒形～税棒状    一

大きさ (r r  l a l )    3 3 - 5 3×8 - 1 1       3 6 - 5 7× 8 - 1 2      4 0 - 6 6× 8 - 1 0

rの う胞 r

色        無 色         無 色         一

形態       長 桁円形～紡鈍形   長 桁円形～紡鉦形   一

細胞教      2胞          2胞          2胞

大きさ (4 r  m )    1 5 - 2 4×3 - 4       1 5 - 2 8× 3 - 5       1 2 6 - 2 6 6× 2 8 - 4 2

Z ttflTt iジョナゴールド
ト品|,純:お、じ

第2炎  罹 病落業Zの病けF11に■じた柄池 r様体の発芽試験

採取年ナ]H    培 地    調 介柄胞 r様 体数 (llltl) 発ガ=柄胞 r 様ヽ休数 (llll)

2002.95    索 寒人

2 0 0 3 1 2 3     茶 宋天

PI ) A

/品 純 :つがる

Irm(平 均 84.8 μm)で あった 子 のうは般氏より束4と,   and Kakishima,2000)2002年 8月 F4り,落 業問もない

Pl筒形～梶棒状,二 戒壮,大 きさ36～ 57× 8～ 12 μm   惟 病葉の病lll Lに柄池 r様体を内包する柄 r殻様構造が

( r`均 458× 104/rm), 8佃の rの う胞 rをイfしていた    観 祭され, これらは翌 20()3イ|二7)jまで認められた こ の

子のう池 rは不規只」状 2列 に並んでイ|:じ,長 格円形～紡   柄 ■般様構造は精 r器 であり,内 包される柄胞子様体は

鈍形,ま っすぐ～やや湾出, 2細 胞,隔 壁部でわずかに   精 r(sperlnatium)と考えられたので,詳 しい形態を観

くびれ,無 色,大 きさ15～ 28× 3～ 5 μlコ( r`均 217×   祭 するとともに,柄 胞 r様体の発芽試験を行った

4.Oμm)で あった こ れら偽 子のう殻,rの うおよび r   (1)精 子 (spermatium)の確認

のう胞 rの形態的特徴はWaltOn and Orton(1926)によ            材 料および方法

る町てθッカ。ど′で′たッρ〃!rの記載と
一致したは1版8A～ F)   2002年 9)J511お よび 2003年 1)J23H,県 南呆樹研

究センター内団場で採取した
.つ
がる
'椎
病落葉から柄 r

2)精 子器世代 (spermogonial state)         殻 様構造を′ltじている部分の従手切片を作 り,こ のL7J片

ル4,ごθッP/7αでアで′たr属菌の多くの種において,精 F tt lll代   を スライドグラス 11に滴 ドした減内水 5ァィ1中に置き,溢

が机告されている (Dring and COrbin,1961i Ganapathi   出した柄池 r様体を紫宋大 (粉末寒人20g,未 留水 11)

1979,Higgins,1920i Higgins,1929!Higgins,1936i Kaneko   およびジャガイモ ・ブドウ糖宋天 (1〕I)A,Difco) r`山Fに

０

　

０
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4布 した後, クリーンベンチ内で迎風して寒天表陣Fを乾             結   果

燥させた い ずれも20で。H苫県 ドで 2011‖」培益後1柄     粧 抗落栄 liに形成された村子器1性代の形態的特徴は第

胞 r様体の発ガtの行無を調企した             3炎 に示した

結  果               精 子器は業の両両 (iiとして友mi)の 表皮 ドに理没し

冊病落業の病斑 11に生じた柄胞 子様体の発芽試験の押i   て ■ じ.祥 ′liまたは単/t.黒 色.球 形～引1球形,限 端に

呆は第2共 に示した                     イ しllを行し,作 43～ 13()rrm(平均 70 8 1rnl)。高さ 50

柄胞 r様 体は黙栄人および PI)A r` ttiで20て,けfナよド   ヽ 131r′nl( r`均 795/′n〕)で あった 粘 rは無色,|」筒

で 20H問 培差したが。まったく発芽しなかった こ のこ   形 ,大 きさ3～ 5× l rrlll(｀r均 38× l lrtl)で, 小fll・l

とから,柄 子般様構造は柿 r器 であり,柄 地 r様体は楠   (stcngllla)liに 1個ずつ′liじ,桁けr器 から粘質塊となっ

子であると結論された (1対lilx 9 A～C)          て 溢出した

12)形   態

材料および方法             3)“ Яんθ777a型分生子
"世
代

2002年 1月 1511,県 南米樹Tlll究センター内 Hll場で採    “ rttrP/″αな4分′li rⅢは貯蔵中の果実の病llli_Lにイitじる

取した
`″
S、じ
'梓
病落葉から,精 FA器 (前述の柄 1般様   (Br00ks.190&BrOoks and Black,1912)。そこで冷蔵貯蔵

↑‖造)を ′|モじている部分の従子切)iを作り,水 にl・l人し   中 の,t突の病't l iに生じた
｀
柄F般
甲
および ヤ)力θ〃比′l■l

て光学顕微鏡 ドでその形態と内部の精 r(前 述の柄地 r  ヽ  分 イli  rⅢについて形態を観祭し,さらに
“
Pんo/ 7 7β'1 !分生 r^ "

様体)を 繊容した ま たそれぞれ501 1 1について大きさを   の 発功:試験を行った

計測した.

第3共  罹 病落業Z liに形成された桁 r器 世代のサレ態的特徴

ザ〔  || )レは的特徴

粘 j'器  色

形態

行 (μm)

高さ (|ど111)

ナl、1色

球形～叫i球形

43-130

50-131

精 J″   色                抑 【色

形態             111術 )レ

大きさ (μm)       3-5× 1

/占キ牙fl:お、じ

第4炎  いP力o〃ltr 14分イlt rⅢ l性代の形態的特徴

項  11    年策緋発十
1i内
  に告告告者ご
`告
告を回ack,醐〕

“
柄子般
"    色

       黒 色         黒 色

形態      球 形～‖i球形      典 lJとして球形

希にィく定形

そ主 (μ11 1 )     4 5 - 1 2 6           5 0 - 1 1 5

“
分生 子
"    形

態      1 1 1筒 形        円 筒形

細池数     1 1胞           単 胞

大きさ (μ l l l )  3 5 - 5×1          2 - 3 5× 0 8 - 1

Z ttL呑取:お、じ.

―- 51
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材料および方法

2000年 1)J,5℃ に貯蔵した 19991:たの7Fr病
.マ
S、じ
・

果実から,い柄 r殻
“
を生じている部分の従子切片を作り。

水にJsl入して光学顕微鈍 ドで病原内の形態を観容した
h柄
子殻
"お
よび
“
β力θ″″′2型分化 rⅢ はそれぞれ 301Hに

ついて大きさを計測した

結  果

貯蔵呆実 liに′Lじた
“
′)力(〃″̀′考!分′L rⅢ I11代の形態的

特徴は第4表 に示した
い
柄 r殻
"は
米実の病歩[部の夫皮 ドに'H!没して/1じ,林

1:またはいrに,黒 色,球 形～収球形で希にイく11:形,頂 端

に孔Hを 行し,イ在45～ 126メィ111であり、
・
βん。″?`ィオ!ケJN/1をr"

は無色.円 筒形,ヽ 胞,大 きさ3.5～5× l μlllであった

これらの形態的特徴は BrOOks and Black(1912)による

ア)力っ″“〃o″′′の記報と ^致 した (田版 9D.E)し かしこ

の地 rは寒人培地 L(PDAお よび繁寒ブ()で まったく発

芽しなかった ま たこれらの構造は形態 11前述の椅 r器

および精Fと 区別できなかった

4)CylinJrOwor7tl177型分生子世代

(J′れわつR79θれ″7 1tl分仕 rは 貯蔵中の衆実の病'「11に

認 め ら れ る (Brooks,1908:Br00ks and Black,1912)

また 木村 (1938)は 越 冬 した 落 ド来実の病 ,「liに

0イ′′?`カイ)ッο′イ′rr"本」分′li rを′|:じることを服tiFしている

が, この分仕 rの 形態,分 用1内の培於性質などの内学的

記載は行っていない こ こでは,生 育)り」の米実や業の

病斑 11および越冬した罹抗落 ド果突の病斑 liに1:じる

oイルkれ,ッθr力″,lJ分ノ|:子の形態を市じ述する

(1)果 実および葉の病斑上に生じた C//わ伊θsρθ〃伊何

型分生子

材料および方法

2002年 9)1,労1高呆樹イリ「究センター内lljl場の
1つ
がる
'

呆実および栄の丸点部を3.4 rnm角 にtyJり取 り,そ れぞ

れ減由水に入れ分′lt rを懸濁させた 水 対人プレバラー

卜を作製し,光 学顕微鏡 ドで分′lt  rの形態を観容した。

大きさはそれぞれ 50  1 r lについて計測した

結  果

ド1然 すじ病 した 米究 お よび業 の病斑 lとに生 じた

こ卜7r/7rF/イッ "力″″′〔4分イL子の形態的特徴は第5友 に示した

果究 Lに ′ltじていた (1カ′7tr/リッ`ガゎ″,14分生子は無色・

糸状～円筒形, まっすぐ～湾前,1～ 5隔 性, 大きさ 15

～ 78× 15～ 3μm(平 均 39.1×2 2 1rm)で, また束上

に′liじていたぃん″̀ルつッ1//"′″,型分■子は無色,糸 状～ドJ

筒形.ま っす ぐ～湾1的で, 0～ 4隔 駐, 大きさ 17～ 46

×2～ 351ィin( r`均 281× 2 6 1rm)であった し たがっ

て,こ の分′lt rの)レ態的特徴は Br00にs and Ilゝack(1912)

および 二浦 (1915)に よる (デ〃ρ″?′の記載と ^致 した。

(2)越 冬落下果実の病班上に生 じたC//rr7JrOSpθrr7777

型分生子

材料および方法

2004年 6)j,叫 南ヽ衆樹,F究センター内囲場において越

冬した
。
ジョナゴールド

・
落 ド衆実の兜点部を3(4 mlll

角にL7」り取 り,減 内水に入れ分′lt rを懸濁させた 水 ltl

人ブレパラートを作製し,光 学顕微鏡 ドで分生子の形態

を観容した 人 きさは50 1FHについて計淑1した

結  果

越冬落 ド米実の病lxT部に生 じた (■力″・Frィスッ″"″?'t!分イL

rの 形態的特徴は第5共 に示した

分′li r‐は無色,糸 状～111術形.ま っす ぐ～湾山, 0～

41柄壮,大 きさ 12～ 54× 上5～ 3/ィm(｀ r均 289× 22

rrm)で あった し たがって, この分生子の形態的特徴は

Brooks and i31ack(1912)および i浦 (1915)による こ!

ァ'θ777'のfじ載と
一致した

5)病 原菌の分離および分離菌の病原性

(1)分 離源および分離菌

a 果 突および業の病斑

1998イli 9)J,'つがる
・
果究および栄に発′||した病斑

第5表  ′L育 期の衆究,栄 および越冬落 ド,t実の病川 11に仕じた こ
｀
ドル筋ャ,、/7r""″?埋 分化 r^の形態的特徴

病加の形成部イ↓ 人きさ (μm ) 隔,せ数 備  ち

′|:奇期の米究/

′lt育期の業Z

越冬落 ド米ヴご

15-78× 15-3

1 7 - 4 6× 2  - 3 5

12-54× 15-3

1 - 5

0 - 4

0 - 4

本1研究

貯蔵果究

人1:培益

0 - 4

2 - 7

2 0 - 5 0× 2  - 3

38-70× 3  -35

Brooks and Black, 1912

二,甫,1915

品T・S:つ がる

品本t:ジ ョナゴールド
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第 6友  分 離内の こy′′? `ヵィ,、′, r l rた〃' 7″型分
アi t  rの形態的特徴

Z

内 株 分 離  源 大 き さ ( 4 r  i l l ) 隔オ性放 備  考

N o  1 2   牙t実病挑 (対[縦分閉: )

N o  1 6   求 l i病け[ (和1織分離)

N o  2 2   越 冬落葉山来 rの う地 r

N o  8 2   果 究病l x l i山米て、ツゎあつy ,切力″7 1 !分l i  r

No 85   舛 11坊埼llt i11米(1か″471,vχ"ヵ″〃壮4分′Lr

N o  l 1 9  越 冬淋 ド米実山米ごュr l l kゎ。Y x ,戸力″川!分
′十i r

N o  1 2 1   越冬落 ド果究| 1 1来rの う地 r

1 3 - 6 7×1 1 - 1 ,

1 0 - 8 2×2  - - 1 5

1 0 - 8 5× 1 5 - 2

20-88× 2  -- 15

1 1 - 6 2× 1 5 - 3

1 0 - 7 0×2 5 - 1

1 3 - 9 0×2  - 1 , 5

(336× 26)

(371× 31)

(309× 19)

(195× t〕2)

(277× 23)

〔3 3 2×3 1 )

(331× 27)

0 - 6

0 - 7

0 - 7

1 - 7

0 - 7

0 - 6

0 - 6

本fT究

r ,つl l  l′ 貯 成果究 1 1●7′″̀7 1 r 7 vィヵ″?片!分′L r

′/'′ll'  舛(|たち埼すれ (ネit織り脚||)

2 0 - 5 ( )×2  - 3｀

38-70× 3  -1,5

0-4｀   II「(メ)k、 and Black. 1912

2-7     を 前お 1915

PI)A,20て ,情 |よドで 5～ 711‖ll lキ差

(  )内 放仲1は
｀
r均竹れを示す

貯蔵呆りこの病l X l i  1 1に1 1した ぃう文あ Y , o′力r / 7 7 A !分
′l i  rの大きさおよび隔壮牧を示す

剤Sを2 ninl角に切り取 り,70 tlllエタノールに5秒 問浅し

て脱気後,次叫1焔素峨ナ トリウ″、浴液 (イr効焔黙合性l lltj)

で 10秒 |IJ友|“枚菌した さ らに減菌水で 21可洗浄,ク

リーンベンチ内で減内ろ紙 liにt'べ30～ 60分 1門通風し

て風陀させた後・ペニシリン添加1素寒人 (ペニシリン(,

カリウム 2oo mg,粉木寒人 20g,終 留水 l li Sutton rr

α′,1987) F` I白fに置床 した 20℃ ,時 IAlドですキ差後,内

叢 11に′|をじた o"″cF7っッχ〃"″′lJ分イli r塊を減内水に懸湖

し,こ れを素寒天
｀
Fttiにな布した 20℃ 。時!|、|ドで 24時

1門ナキ差後1すS芽した分′Lrセ 顕微銃 ドで:ド地 r‐分聞|した

果実および業からの分用t株をそれぞれ No 12および No 16

とした

b.越 冬落熊の病ナに11に′liじた rの う胞 r

199t)年5)j,成 熟|るrムのう般を′|モじた
・′S、じ
'越
冬村|

病落業を採取し,偽 子のう般を′Lじているm;分の従 「L7J

片を作 り、これを減内水中で砕き茶本人
｀
r iniに4布 した

後, クリーンベンチ内で迪lJttして本人災山Fを乾燥させた

20℃で 24時間培養後・発ガ:した rの う胞 rを顕微鋭 ドで

IⅢ胞 十分離し,分 離株 N022と した

c 越 冬落 ド呆実の病朗 liにアliじた rの う他 r

2001年5ナl.成熟偽 子のう般を′ltじた
`ジ
ョナゴールド

'

越冬落 ド果実を採取し,前 述と同様の方法で rの う地 千

を単胞 干分朗iし,分 離株 No 121とした

d“ ′Lf下期の,こ究の病lXf Lに11じた c 7ヽ7/″れ、′,0′た″'r卿分

イにrム

2002年9)j,.つ がる
。
米究に′|:じたllt点部を3,4mm

角にL7Jり」ltり,こ れを減内水に入れ分/1Fを懸渦させた

この懸濁液を点寒天
｀
r lniに4布 した後, クリーンベンチ

内で迎htして寒人共1白Fを乾燥させた 2 0℃ で 24時間培養

後,発 功tした分仕子を顕微鏡 下で単胞子分離し,分 離株

No 8 2と した

e ′|を行別の業の病州 liにイLじた c、力′たかつSr 9 o /わr P 2型分生

r

2002年 9)j,・つがる
'葉
に発化した斑点部から,前 述

と|ェJ様の方法で(w″cF/ィメY,r2r力″7型分rL rをい池 r分聞tし,

分聞ttt No85とした

f 越 冬落 ドカt'この塙斑 liに′Lじた (卜/F/たんッルれ″?な4分

′lt r

2004イli 5)j,.ジョナゴールド
'越
冬落 ド呆究を採取し,

病け[部の災皮を求Jぎ取 り,共 皮正 ドの こⅢ"″tF/●ッθrル″?14

分′li rを形成している ド皮部を2,3mm角 に切りlkり,

これを減由水に入れ分′Lrを 懸湖させた こ の懸,とj波を

素本人
｀
r lniにな布した後, クリーンベンチ内で通lllして

本人炎lniを陀燥させた 20℃ で 24時 間培養後,チS芽した

C サヽ774みつッ'ry7"〃″なJ分4t rを顕微銃 ドでヽ地十分離し,分

閉itt No 119とした

12)形   態

材料および方法

各分離内を1)1)A平山iで20で,|い|,itドで 5～ 7H「HD培

養し,′Lじた分イlをrを 水に対入して光学顕微鏡 ドでそれ

ぞれ 501田について観祭した 分 イLr形 成様式はヽ rの

う地 十分離株 No 22を用い,本 人ブロック培養法 (渡辺,

1978)に■ じ.20℃ ,時 黒下でスライド培養をイFい,光

学顕微鏡 ドで縦時的に観察した

結  果

PDA端 養で得られた作分聞1内の)レ態的特徴は第6表 に



北 ナ||リンゴ|lt点病の発′li′li態と防除法に1増するll究

示 した                                   材 料および方法

これらの分聞1内の分生 子はいずれも(Ⅲ7r/たルっッr2/た″''11,   い ずれの分離菌もI)DA特養で生 じた分41:子懸濁液

無色,糸 状～1lj簡形, まっす ぐ～湾出|であり,隔 性数お   (Twccn20,002%添 加)を 接和源とした 県 南呆樹研究

よび大きさはいずれも0～ 7隔駐,10～ 90× 15～ 45   セ ンター内同場の
｀
ホにに
'の
無傷果究に,小 本J噴霧器を

μmの 範レH内であり,Br00ks and Black(1912)および 二   )|!い て分′lt r懸濁波をllll霧接Trtした.対 H(1の米実には減

浦 (1915)が記載した て
'ッ
θ″"の 形態的特徴と ハ致した (ⅨI   内 水をピi揚した な お接和米突は1'1然発病を避けるため,

版 9F)                        接 TITl約30～ 10H前 にハ トロン紙製袋で被枝し,接 TTl!H

供試したいずれの分離内もPDA｀r inF,20℃,情 ナ!キド   前 に除袋し,接 THIを行った後1呼びハ トロン紙製袋で紋覆

で, はじめ淡褐色,,i↓性の内携をア|:じた 内 推はやがて   し た 作 区 10米を供し,試 験川1門中の落 ド来実はJHH介か

Ⅲll央部にしわのある灰色からIR色のフェル ト状に変化し   ら 除いた

た Wrの う胞 十分郎ttt No 22はPDA培 養で内糸 11にわ    a 越 冬落栄の病斑 11に生 じた rの う胞 r単 胞 十分朗t

ずかに突き出た小柄 Lに次々と押し|||す様式 (フィアロ      株 No 22

lJ)で 分FL rを形成した 形 成された分′li子は小llltl部に    2003イ li 7)J16Hに分4i r懸湖液 (57× 105仙 ml)

集合し塊状を1とした は1版9G)             を 岐務接柿し,10)j10Hに 発病|〕司査した

(3)病 原 性                      b 越 冬落 ド果究の病けに11にイliじた rの う胞 r単胞 r

越冬落 下力t実の病斑 liに′|をじた rの う地 r,イli育期の      分 離株 No 121

果実および業の病lxli liに′|:じた c、プルtr7で,ァヽ2っれ仰7'〔!分′lt r    2004年 7)11211に 分′lt r懸濁液 (64× 106 111tl ml)

はいずれもこれまで観祭記録がない ま た越冬落 ド呆究   を 岐霧4舞TTlし, 9)J13Hに 発病調介した。

の病斑 liに′liじた CI"″crrっY,12rヵ″?なJ分′li rは内学的検itt    c ′ li育川の果究病斑 11に′liじた cⅢⅢ″rF/ィメッr27・た″″木!分

が行われていない.こ れらの rの う地 rお よび分′it rが      11 rwl色 十分離株 No 82

リンゴ黒点病1対であることを確認するため,哨`地十分朗t    2003年 7)J ll liに分′|十懸濁液 (5.6×105 1H ml)

内を供試して, リンゴ果実に対する病原
″門セ 検討した     を 喰霧接TITlし, 9)j3Hに 発病前介した

d ′1を育期の栄の病斑 liに′1:じた cⅢプ′″CFrっッθ′力″7'1!分

第 7共  越 冬落業山来 rの う地 r^い胞 r分 離内のリンゴ呆究に対する病原性Z

内株      J討 査果数 (lJ)  発 病果数 (lllll)  1果 ポ4た りの 十`二均病け[数

No.22

無接和

6

1 0

6

0

1217

0

Z`ネrtに
'果
実を供試し,2003年 7月 16HttTSrl,|!」lilo)j1011発病ltlJ介

第 8災  越 冬落 ド呆実「il来rの う地 riユ胞 十分聞1内のリンゴ果実に対する病原
′門モノ

内株      嗣 企米数 (1劇)  発 病果数 (lllll)  l果 メtたりの平均病党数

No 121

無接和

10

10

10

0

173

0

Z.紅に
'米
実を供試し,2004年 7ナ112 H ttT・|,同 年 9月 13H発病詞企

第9去  果 究病斑山米 ごザカ″tr7々θッ。″2rr″次!分′li r tl胞r分離内のリンゴ果突に対する病原性
Z

菌株      前 小果数 (個)  発 病呆数 (llll)  1果 Ⅲlたりの
｀
r均病斑教

No 82          10            1()

無接種       10         0

６

　

０

Z`紅FT果 突を供試し,2003年 7月 ll H接種,同 午 9)J311発 病嗣介,
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第1 0友 束 l i病斑向来 cⅢ′′″かθッοr, 2 r r″' 4 4分化子単胞 十分離内のリンゴ果矢に対する病原γLZ

内株 調介呆独 (個) 発病呆数 (flFl) 1果 当た りの可え均病斑敦

No.85

無接純

1 0

1 0

9

0

1 2 , 1

0

″`紅工
'呆
実を供試し,2003年 7)111日接植,同 年9)33H発 病調査

第11表 越 冬落 ド果実出来ご
】
ド′′″あっッθttrr/″埋分

′Lr単 胞 子分離内のリンゴ呆究に対する病原性Z

菌株 調合呆数 (桐) ケS坊右夕こ数 (41al) 1呆 当たりの平均病斑放

No l19

無接牙t

9

10

251

0

9

0

Z・紅
と【
'果
究を供試し,2004年 6月 2411接TTj,1司午 9月 13H発 病調合

生 r+μtt r分離株 No 85

2003年 7月 1l Hに分イli r懸濁液 (5.2×105桐/ml)

を噴霧接種し,9月 3Hに 発病調容した.

e 越 冬落 ド果究の病lAF Lに生 じた cl′力̀ 力いβθれ″?2製

分生 r単胞 十分用ttt No l19

2004年 6月 24口 に分″L■懸濁液 (5.0×105佃 /ml)

をげi霧接ITし,9月 1311に発抗調イドした

結  果

分離株 No 22,No 82,No.85,NO 119お よびN0121

の リンゴ果実に対する病原性は第 7表 ～第 11友 に示し

た

分離株 N022,No.S2.No.85,No l19お よび N0121

の cr′r7741rヤッοれ″?木4分■子を接THTlしたリンゴ果究はいず

れも黒点塙を′Lじた 按 和病斑部からは接和内と|)J様の

(1ドわ?`77r),′'r7r力″″属由が高■にIⅢ分聞Lされた な お,減 内

水を噴霧した対|に区の力こ実ではいずれも発病はみられな

かった

6)考   察

Walton and Orton(1926)は 越冬罷病落栄 liにリンゴ

黒点病由の偽 rの う殻口1代を発見しwげてθ,βカクで′?′′tr 7'0″?'

と1可定した し かしわが同においては.偽 rの う殻 |11代

の形態を詳細に観祭した服件はない そ こで,同 場から

採取した越冬惟病落葉にたにじた偽 rの う般, 子のう,r

のう池子について形態的特徴を観祭し,さ らに越冬椎病

落 ド来実 liにおいても1為rの う般を発見したので,こ の

形態についても観容した そ の結来,越 冬した罷病落栄

および罹病落 ド果究 liのいずれにliじた偽 rの う殻,r

の う。 rの う池 十もWaltOn and 01‐tOn(1926)に よる

比 ノ0/77'の記載と
本致することを確認した さ らに,越

冬落葉 ||から得た rの う胞 rトト胞 r^分離株 No22お よび

越冬落 ド呆実■から得た rいのう胞子単胞 十分離株 No  1 2 1

は,い ずれもPD A培 養による分生 rの 形態的特徴が

Br o o k s  a n d  B l a c k ( 1 9 1 2 )および三浦 (1 9 1 5 )による

(1′力筋て'βヽO r力″?′70 7 7 7′の記載と
一致し, これらの分生子を

接純したリンゴ果究は黒点病を生じた し たがって,い

ずれもリンゴ黒点病商 M″ θ″,の偽 |の う殻 l■代である

ことは明らかである

町ごυッカ̀た7で′rr r属内の多 くの種では精子器 世代が報

告 されて い るが (D r i l w , 1 9 6 1 ; G a n a p a t h i  a n d  C o r b i n ,

1979i niggin、,1920:IIiggi1ls.1929;Higgins,1936i Kaneko

a n d  K a k i s h i n l a , 2 0 0 0 ) ,リンゴ黒点病由での報告はな

い ′「su y a n i aぜr″′ (1 9 7 3 )はリンゴ英につけた火傷部

にリンゴ‖1点病菌を接純した結果,接 凝部に精子器様構

造および胞 r様 体を観察 し。それぞれ sp e r m o g O n i u l n‐

1 l k e  b o〔l y , s p c r m‐1 l k e‐b o ( t yとした 本 観察においても

リンゴ1朝場で採取した落果の病斑 Lに柄子殻様構造およ

び柄胞 r様体が観察された こ の柄胞 r様体は素寒天お

よび Pl ) A培抵でまったく発ガ=しなかったことから.伝

播に関
r.する地 rで はなく,右 性生殖に関与する精 r

( s p c r m a t i u i n )であると結論された

冷蔵貯蔵男tl人の病斑 Lに生じた
“
柄 1般
"お
よび
Ⅲ
P/ P r 7″″

'14分′li r Ⅲ は1 )レ態nlにBl・o()ks and Black(1912)によ

るP力θ′″“ァ,o″?′のfじ載と
一致した し かし, この

“
P/ 1 r p″r r r

, l J分生 r"は 素寒人およびPD A上 で発芽能がなく, また

この
“
柄 1般
…
および
HP F 7 rル
″″型分生 r"の 形態はそれ

ぞれ冊病落栄 liにイ|:じた村 r器および精 rと lx別できな

かった 関 || ( 1 9 6 6 , 1 9 6 8 )は果実に■じた柄 r般 世代

をP力θ″?ク〃例″′,落 葉 liに1:じた柄子殻世代をP竹′′oド′たrα

spと し,両 杵の違いは形成部位の違いによるもので

P/ 1 1 7′` , , r′ご′J s pと P力θ″た′′,つ″?′は同
一和であると解言)をし,

Pあツ′̀, , r ,て,たr1 4分イLrが リンゴ果究に抗原性があることか
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荒 )卜 :リ ンゴ押二点71Jの発/L/1i態と防除法に対する1引先

ら.P/71ザわマ'(/α ltl ttFlt rが同場において伝染源として働

くHr能
′
円セ ホ唆した し かし本研究においては.“柄 1般

"

および
…
Pわ/77014分′li子

Ⅲ
の形態はそれぞれ札jr器 ,粘

rと 一致し,ま た
“
′)力̀ヵ″α′〔J分イlt r"は発ガt能をイfしな

いことから,こ の
“
β力θ〃たィ14分′li r‐ ||1代は析 r器 |11lt

であると結論される

′lt育抑jの 男t究 お よ び 栄 の 病 jx l l部に ′ltじる

こ1′Fr l・7 7つッrP /力″″'1 1分■ rは 形態 的特 徴が Br O o k s  a n d

B l a c k ( 1 9 1 2 )お よ び :浦 (1 9 1 5 )に よ る (1″ル″′

の記 載 とよ く ム致 し,ま た 来究 の病歩[部か ら得 た

。ヵ″tr/っッχ〃"″″1!夕 lj生性胞 r分 離株 oヽ82お よび栄の

病jXr部か ら得た c、イカrr/ャリ、″12r"″?モJ分4t riユ地 r分 離株

No85を 接TTlしたリンゴ果実はともにすよ!点病をFIモじた 越

冬した落 ド呆実の病llT liにイLじていた (17,″・F7っドァリカ″″!〔!

の分′li rの形態的4+徴もこキノο″7'の超載と
一致し, この

分仕 rの 平地 十分離株 No l19を接TIBしたリンゴ果究も

ナ!、1点病を′liじた。 したがって,li育 期のリンゴ米究や業

の病斑 liおよび越冬した落 ド果実の病,t ilに′|:じていた

Cトイル7〃戸0ッυ′,rrr77な!分′li rはぃずれもリンゴlit点病由とネlf

論される.

二浦 (1915)は,t実病歩にからぃ7ル・F/っッっ′力″′属内を分

離し,ま た腐敗 した呆実および枝病jlliから′)/71P″イッドふ嘱

1対を分離した 腐 敗した男t実から分離 した P/1r〃″̀〃'お属

内は培養によりDた7'て'戸/力?属 内を′liじ,二 浦 (1927)はこ

の つ,ι7, ` , r rル属 由 を つ,` 7χガィカごr, r ,″′tビ″″(S C h )ヽ M i u r a

と1司定 した 林 イは貯蔵呆究を合め多くの米実を調介

したが,黒 点病 による米突腐敗は観容できなかった

また雅実か らの分離内は (1 7′″̀ルリ,β̀メル″7?属内であ り1

′力θ″りす、店菌と考えられる内は分離されなかった さ ら

に枝病Jl l iは本病が行午多発している1博1場でも確認できな

く,励?θ′ィんビ〃ο″,など″“も発)とできなかった 木 村 (1 9 3 8 )

は,舛t実病斑部から得た分朗L内を(7 ' 0″′′といJ定したが.(「

ァ,0〃7′と ′
'力っ″7のド′ヽ 1世代および励?`メrたlU代との関係に

ついては詳細がイく明なので。ⅢⅢ検討する必要があること

を析」向している こ れらのことから,t浦 はリンゴ!|卜1点

病由とリンゴll l l腐病由 (=リ ンゴ月1l  l t i病内)β力θ/7 7 `ィ, 'ヽヽ

″′α力を況1可したコr能性が析容される.

3.病 原菌の培養性質
リンゴ黒点病由のlif下と培地の柾類,光 ,温 度,ナャ地

pII,空素源および"t素源との1瑚係について調企した

1)培 地の種類と光

材料および方法

平 rムのう胞 二分離株 No 22を川い,発 芽正〔後の単分↑:

rを 杉札I源とした 供 試培地は 卜記の人然培地 3和 .十

合成培地 1れ ,合 成培地 3和 の合計7T・g3とした.

a `ジ ャガイモ ・ブ ドウ糖宋天 (PI ) A ) : P D A ( 1 ) i f c o )

39g,終 留水 11

b 友 男=エキス宋天 :友冴tエキス20g,寒 天 20g,蒸‖

水 11

c リ ンゴ′|:栄煎汁寒人 :リンゴ41葉100g・本人20g,

力(1!ガく 1 1

d  Y p S s本 人 (E I n e r s o n寒天):貯 けエキス 4g ,

K211P01 lg, MgS04・ 7H2005ど , H」i容慨 fン

プン 15 g .焚t人2 0 g・未留水 11

e Czapck寒 人 :HgS01・ 7H!005g, NaN03 2g,

reS01・7H20001g,K2HP01 lg,KC105 g・  ショ

精 30 g ,本 人20 g ,然 ‖水 11

r  R i c h a r d s寒人 :K N 0 3 1 ( ) g . K H 2 P 0 1  5  g , H g S 0 4・

7 1 1 2 0 2 5 F ,ショ粘 50 g ,宋人 20 g ,蒸留水 11

g Hopkins夕 【人 :KN()、 2g,MgS01・ 7H20 05g“

KH21)0101ビ・ブ ドウlT,10g,寒人 20g,未 留水

11

これらすヤ地は調製後,121℃ ,15分 1判オー トクレーブ

にかけ.作 9cmシ ャーレに 16ml分注し,各 !を5枚 ずつ

川いた |14ナ‖二区とIM(|りj区を設け,川(11)J区は4に向色蛍光灯(松

ド1=亡‖1産業,FIフ15N)を 光源として,照 皮 1,00()luxで逆

統照|りjを行った.寒 人
｀
FmFの中央部に内を移llhし20℃で

30 HI用すキ差後・内推ド〔作を淑1定した 実 験は2卜J繰 り返

して作Fい,結 果は
｀
r均値で示した

結  果

連続時11ドにおける作fSI妹地でのリンゴ■1点病内の時

養的特徴は第 12次に示した ま たllt銭のイにすと培地の和

妊t,光 との関係は第 13衣に示した

辻統 時 !ユドで は PD A . Y p S s冬 天,C z a p e k寒 人,

Richards本人および HOpkins本人は紐性で隊|サ様のlH~推

を生じ.友ガ:エキス栄天およびリンゴ′li栄煎汁宋人はフェ

ルト状の内能を41じた は1版10A)′ |:行はいずれの供

試培地でも近いが,供 試琳地では友芽エキス朱天がもっ

とも良ダrで,っ ぃで PDA,Czapek寒 大,Richards寒人

の順にR好 であり、リンゴイ|:柴煎汁寒天とYpSs寒 天が

やや分り,1lopkins朱人がもっとも劣った

迎統H“明 ドにおいても,連 続時!11ドと同様に PDA,

Yl〕Ss寒人,Czapek本 人,Richards寒天および 1lopkins

本人は,iせ性で酵|サ様の内能を!Ⅲとし 麦 ガtエキス本人およ

びリンゴ/1栄煎汁寒人はフェルト状の内能をrl二じた 1対

携′|:育は辻統|【り」ドでも友芽エキス冬天がもっとも良女r

で,つ いで 1)DAが良次rであった PI)A,Czapek寒 人,

Richards本人および Hopkins朱天は進統‖ヤ黒区が連続H“

1州区より内能イii育が勝ったが,YpSs寒 天,友 芽エキス寒

天およびリンゴ生熊Hf汁寒天は,廷統情黒lX~と迎統照明lX

がほぼ同等であった
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第12表 進 統帖黒 ドにおける件稲宋天サli地での リンゴ押ユ点病内 (l卜rの う地 十分閉:株 oヽ22)の 特養

的特徴

培  地 1打鉄の色Z 内推の特徴

PDA l i g h t  o r a n g c～

gr e t t i s h  O r a n F e

orange

lil)レ, ,1'′円:で1財け様に仕育,
11'りt問;が株りliがりしわ力`ある

イく||モ1lJ形, ,1ユγ卜で田子|サ様にイに育,

中央キいがわずかに株りliがりし

わがある

不llモII〕形,キi止
′
円モで酵け様に′|を育,

111りt‖̀ がわずかに梓りliがりし

わがある

イく||モlti形,出,1■で降け様に′|:育,

中りt剤Sがわずかに盛り11がりし

わがある

友芽エキス寒大     pale grey～ greenish grcy   11!形 ・フェル ト状

リンゴ4t栄点汁本人   b r O w n i s h  o r a n g c～

grcyish brOwvn

ィく|lt111,レ・ フ ェルト】人

YpSs宋天       mandarin orange～ caramel   イ く|lt 11↓形,綿 性でH子け様に′lt育,

中央部がわずかに株り1が りし

わがある

Czapekダ革ブ(

lRichard、ク革ノ(         01‐ をlngc

Hopkills夕【ブ( orallge

/色 名はMe t h u c n  I I a n d b o o k  o r  C。1。ur ( K O r n e r u p  a n d  W a n s c h c r , 1 9 7 8 )による

第13表 各 種寒人平山Fにおけるリンゴ押二点病内 (1ドrの う地 r‐分劇tt t N o  2 2 )の歯技11有Z

内 推  ド t 征   (mnl)

培  地

連続時共 連続lktり」`

I ) 1 ) A

友芽エキス寒人

リンゴ生業済汁宋天

Yp S s宋人

Cz a p c k寒 人

Ri c h a r d s寒人

H( ) p k i n s宋天

28.1

323

192

192

212

207

183

229

352

202

187

178

141

148

Z 2 0℃で30 HドJ培養
ド光源 :4 十ヽ

′
l色Jそ光灯.照 度 :l . 0 0 0  1 u x (連続|【1 1 ) 1 )

57 -



北 り|:リンゴ‖!点病の発′に11はと防除法に関する研究

第14表 P D A平 面におけるリンゴ黒点病菌 (W子 のうll l L十分朗t株N o 2 2 )の 菌叢4L育と温

度との関係/

温度 (℃) 菌叢直径 (mm)

ｎ

〉

ｒ
Ｄ

　

ｎ

）

庁
Ｄ

　

ｒｌ

〉

一
Ｄ

　

ｎ

）

氏
Ｊ

ｌ
ｌ
　
　
ｌ
ｌ
　
　
〔フ
】
　

（ソ
，
　
　
２
Ｊ
　
　
２
サ

0 7

2 7

9 3

166

294

334

18.3

0

Z暗黒 ドで30 1 1問培養.

第15表 P D A｀F面におけるリンゴ黒点病内 (単■のう地 r分用tt t N o  2 2 )の内能生育とpI I

との関係″

培地pHllll 内銭 LFl往(mm)

l l

t 1 9

5 8

6 9

8 2

1 ) . 2

9 6

270

306

309

318

300

26.1

217

Z抑で,暗 ナ!、1ドで30H問 培養

2)温   度                       l」 J率した後,作 9 clllシャーレに 16 ml分注し,各 5枚 の

材料および方法            シ ャーレを用いた 寒 大
｀
r面中央に発労t「r後のい分4t r

供試由は'卜子のう旭 十分用itt No22で,琳 地はPDA｀r   を 杉お0し,20で ,情 黒 ドで 30 11Pl培養した後,内 叢直径

山i(径 9cmシ ャーレに 161ni分注)を 各lX 5枚用いた   を 測定しその
｀
r均布![で示した.

寒人平|れi中央に発オ|工後のW ttrL Fセ杉れhし, 0.Cか ら             結   果

35でまでの 7段 階の温度 ド (いずれも連続‖キすR)で 30H    内 銭′L育と培地の pHと の関係は第 15共に示した

1胡培益後 内 携ド1作を測定した 実 験は 2い1撫り遂して    本 lfHはpH41～ 96の すべての区で1:市した ′li育は

行い,結 果は平均値で示した               pH6.9で もっとも良好であったが,pI14 9～8.2の磁性城

結  果              か ら焔呆性城 までの広い pH域 で比較的良好であった

内叢イと育と温度との関係は第 11共に示した        pH41の 強陵性およびpH92以 liの強焔未性では劣った

本菌は 0～ 3()℃で′|:育し,35℃ ではイ|二育しなかった

適,i社は 20～ 25℃であった 35C IXのシャーレをその後    4)窒 素 源

20でに移し15H問 経過したが,′L育はまったくみられな            材 料および方法

かった                          i卜 rの う地 十分離株 No 22をナ|〕い,お 芽直後の半分生

rを杉柚源とした 木 本瑞地としてRichards寒天を用い,

3)培 地の pH                     年 京源を各純の各芸化合物,す なわち無横雀素化合物の

材料および方法             KN03,NaNOs,NH!N03.(NHl)2S01,(NHl)2HP01,

単 |の う地 十分離株 No  2 2を供試した 1 ) D Aを オー ト   N H t C Iお よびイf機空 繁化令物の尿烹・L―as p a r a g i n e ,

クレーブで減内し, l  N  I I C lおよび l N  N a O I Iでp I Iを   1ッ a l a n i n e , L‐c y s t i n e , L―l c u c i l l c , L  v a l i n e , L―t y r o s i n e ,
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第16炎 空 繁源を変えたRichards寒人 1`をmiにおけるリンゴ黒点病1拍(単rの う地r分 離株No 22)の

1莉叢11育Z

空 繁  化  合  物 すキ益前の林地の1〕II 1有叢‖
11イ
| (111111)

無機冬素化令物 KN01

NaNOl

NIIINO‖

(Nlll)JS01

(NII)!HPOI

NHiCl

4 5

4 5

4 5

4 5

( ) 5

4 4

156

163

173

160

1 9 2

156

右機午然化イヽ物 尿然

Iンーasparagille

L―al a n i n c

L―cy s t i n c

L  l e t i c i n e

L、イali n e

L―tyrOsinc

Iンーglutalllllle

6 5

4 7

4 8

4 3

4 8

4 8

4 7

4 8

149

240

274

2 5

1 7 5

2 ( ) 1

205

235

フ20で1時 !!、1ドで3()||‖lナキた

L glutamineで冊き換え,い ずれも培地 11中 に空素 250

mgと 1年1土になるように用いた

これらの培地は,9司竹後,121Ci 15分 1判オー トクレーブ

にかけ,そ1 9 cnlシャーレに 16 nll分ヤi:し,各5枚 のシャー

レを用いた 宋 天
｀
rl白Fの中央部に商を杉布“し,20℃ ,時

点 下で 30111町培養後,内 叢ド作を淑J定した 実 験は21可

縦 り返して行い,補 衆は
｀
r均‖!で示した

なお.各区の培貴開始前のpHは 第 16衣のとおりである.

結  果

由叢イli育と空素化合物との関係は第 16次に示した

内推 41育  は 角 騨鷺省ミ斗ぐ化 合ド牛勿で 1よL、aspala々gine,

L―a l a n l l l eおよび L―gl u t a m i n cでR t t rで,っ ぃで い、ra l i n c ,

L  t y r O s i n cで良夕rであった.尿 繁およびLl e u c i n cで劣り,

L、cy s t i n eで畜しく劣った 魚〔横空索化合物ではイf機告索

化令物に比べて総じて劣り,尿 素およびL l e u c i n cとIⅢJ科

1空であった

5)炭 素 源

材料および方法

い rの う胞 十分閉i株 No 22を用い,発 ガtlす後の単分

′lt rセ移租源 とした 基 本培地 (Richards寒天)の 炭

素源を各れの炭繁化合物,す なわちい柑類の fructose,

galactose,glucose.mannose,二糖類の Lctosc.maltose,

sucrose,多精類の s01uble starcllおよび多l llアルコール

の nlann■olで世き変え,いずれも基本時地のsucrose 5%

と等量になるように用いた

これら培地は調整後,121℃ ,15分 問オー トクレーブ

にかけ,征 9 cinシャーレに 16 ml分キitし,各 5枚 のシャー

レを川いた 宋 天平山iの中ヅt部に内を移荷にし,2()℃,帖

‖ ドで 30 ilドJナキ於後, 内泣|ドIイ十を,HJ定した 実 験は21!J

繰 り返してイFい,結 果は
｀
r均付〔で示した

なお,各1天の特養開始前のpIIは第 17炎のとおりである

結  果

内推生fドと"t繁化令物との関係は第 17災に示した

内推′li台はil柑類 (lac〔osc,maltose,sucr(応e)お よ

び多粘類 (soluble starch)が総じてR好 であり,つ いで

ヽ41 1 i英煎 (f r u c l o s e , g a l a c t o s e , g l u c o s c , m a l l n o s c )で良

町で,多 和fアルコール (n l a n n i t 0 1 )でもっとも劣った.

i l T H類および多柑類では nl a t t o s eでもっとも良灯であ

り,つ いで su c r o s e , s o l u b l e  s t a r c h , l a c t o s eの順で良

次rであつた w精 類では gl u c O s cがもっとも良好であり

nl a n n o s eがもっとも劣ったが,4 1育の差はM林 でなかっ

た

6)考   察

リンゴ!去メI病内は PD A , Y p S s本 人,C z a p e k朱 人,

R i c h a r d s本人および Ho p k i n s本人上で,照 明.哺 黒条件

のいずれにおいても,由 推が,i予性で,酵 |サ様に豊富に分

′lt  rを形成した 一 方,友 オエキス寒人およびリンゴ■

葉煎汁本人 liで、フェルト状を■し内糸/4育が旺林であっ

た

端地の種類 と菌叢 4:育との関係 をみると,P D A 4

C z a p e k寒人,R i c h a r d s本天および Ho p k i n s寒天では連

続H首黒|えが連続照明|えより肉熊正行が勝ったが,Y p S s寒
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第17共 炭 素源を変えたRichards寒人
｀
r山1におけるリンゴ押、1点病由 (単 rいのう地 r 分`離株No 22)の

1埼叢■育″

炭 素  化  合  物 特益前のよキ地のpH 由比直径 {mm)

|卜粘類 fructose

galactosc

ビlucOse

rn annosc

4 3

■5

15

15

184

182

191

173

二粘類 lactosc

rllaltosc

sucrose

＋

　

４

　

４

196

277

224

多精打t soluble starch

多価アルコール 11lannitol

Z20℃ , 時■1ドで3()卜1ドU培益

人,友 才エキス寒人およびリンゴイli葉煎汁寒人では連続

照明区と連続帖II !区の内叢lドにイ|がほぼ川件であった  ^

般に殺由効果のある紫外光は多くの内のイ|:荷にとって抑

制的に働くが,l l l祝光線は1工接には影響しない し かし

βご″た)′′′力″′ご′rr lな0切″は友芽栄末では光の影響を受けな

いが,C z a p e k寒 天では連続月“明 ドで井しく由糸仲長が抑

制されるなど,他 環境要閃との組合せで反応が,(なるも

のもある (f竹兄叫!洋一,1 9 9 5 )本 由においてもIⅢ可様に,

内携イli fドは Yp S s本 人,友 】:エキス寒人およびリンゴ″L

葉煎汁寒天では光の影響をほとんど受けないが,P D A ,

C z a p c k寒天ゃRi c h a r d s寒天および Ho p k i n s寒人では)ヒ

により抑缶」されると考えられる

lf H推4i育41 ( l r l任)は 連続H( ( |ナJ,連続情ナtt tのいずれで

も友芽エキス本人がもっともR好 で,つ いで PD Aが 良牧r

であった し たがって分′li  r形成の観点からは,時 ナilド

での PD A培 養がもっとも優れている

内叢生荷と温度との関係では、故j山お11度が 20～ 25℃

であり, リンゴナ!ユ点病内は比較的高温城を好む性質がみ

られた,こ のことは,同 場においてリンゴ!I !点病 Ff qは夏

サUJのit t  i l i時を除く比較的高ヤ|た条件 ドで′|:市できることを

示している.ま た培地の pHと の関係では,p H  5～ 8の

確性域から焔米性販までの広い pI I城で比政的良lR rにli

付 したことから,感 染部位であるリンゴ,こ究や栄におい

て,p I Iによる■育への形響は少ないと考えられる.

R i c h a r d s寒天を米本培地として,篭 素化合物の種類

と′|を育への影響を調べた結果,総 じて無機空素化合物に

比べてイf機空索化合物を添加した場合の′L市が良好で

あった ま た卜J栄天をな本時地として炭素化合物の柿類

とイ|を育への影響を1〕剖べた結果,単 粘類に比べ二糖類の

ma l t o s e , s u c r o s eおよび多粘類の s0 1 u b l e  s t a r c hが良次r

であった こ の結果は,本 内の!ぷ染部位であるリンゴ果

究や栄において,こ れら物質のいずれかにより本内の■

育を促進させていることがホ峻される こ の点に関して

は今後の検討f果超としたい

Ⅳ 病 気の発生生態

場i内 ・1:藤( 1 9 6 1 )は米央のイL育段階ごとの感染 t1 3介

から,リ ンゴの落イと期以降における降水hiが多いほど発

病が多いことをりjらかにした  ‐ 方,木 村 (1 9 3 8 )お

よび関|| ( 1 9 6 6 )はそれぞれ ●7,″訪。ド′ラprれ″7片J分l t  r ,

PんドFFIPぃ/た′"お よびPんrP/加氏!分′li rムの伝染源としての働き

を検討した.本 項では,1る rムのう般の成熟, rの う地 r

の飛散. rの う胞 r‐の発オおよび病原性,(小V′′7`れ,,′χガル″?

lt・分■十の働き,),j坊〔歯の4ii itへの役大方法, リンゴカt

究の感染‖キナリJおよび感受性の推移,リ ンゴ品種の感受性

ホ典,術 L他レHなどについて記述する

1.偽 子のう殻の成熟と子のう胞子の飛散
1)偽 子のう殻の成熟と温度

材料および方法

2000年 1)J19H 県 南果樹研究センター内同場で採

取した
°
つがる
'構
病洛栄を水洗し,l■l乾後,水 を合ん
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第1 8友 リ ンゴ黒点病1対|るrの う般の成熟 と温度との関係
/

維辿 H放 ごとの成熟 rの う他 rを イrする偽 rの う般竿J合 (くち)

,品度 (℃)
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Z供 試桃病業 :2000イ1を1月 19H,メ it南果樹イリF究センター田場で採取

だミズゴケで湿イモにした作 15 cmの人型シャーレに入れ,

5～ 30℃の 6段 階の,iた度下(いずれも連続‖キ!ユ)に保った

すキた 1011.2011,3011お よび6111後に業の病jlT剤;の従

手L7J)iを作 り,光 学顕微鋭 ドで偽 子のう殻 100 11tlについ

て,成熟した rの う地 rをイすする偽 rの う般の|」令 (以ド・

成熟偽 rの う般キJ合)を 調介した.供 試栄放は各|え2.3

栄とした

結  果

偽 子のう般の成熟と温度との関係は第 18災に示した

25℃では 10H後 が成熟偽 rの う般i卒」令がもっとも高

く,そ の後lltドし,30H後 以降まったくrの う胞 子がみ

られなくなった 15℃ および20ででは20H後 が成熟偽 r

のう殻十Jイトがもっとも高く,そ の後順次lltドした 10C

では 20H後 から成熟 子のう地子を内包する偽 rの う般が

みられ,3011後 が成熟偽 rマ)ぅ般告J合がもっとも高かっ

た 5て では61H後 にllt■であるが成熟する偽 rの う般

がみられた 以 11から,偽 rいのう般は5～ 25での範レHで

,・f温ほど速やかに成熟した

2)固 場における偽子のう殻の成熟過程

材料および方法

2003年 4)12Hか ら5月 2Hま で,'It南呆慨研究セン

ター内田場で採取 した
tつ
がる
。
相1航落熊から偽 rの う

般を′Lじている剤t分の従子L7J)十を作 り,水 に対入して)ヒ

学顕微銃 ドで偽 rの う般の成熟状況を17可介した

結  果

4)J2Hで は偽 rの う般のなかに rの うを11じていた

が,rの う内に rの う胞 rは ff認できなかった 4)19H,

15Hお よび 201+で は rの うσ)なかに子のうJ色干がみら

れたが, rの う胞子の長さが 15 /ど11 1未満であったことか

ら,偽 rの う殻は木熟であると判断した 5 ) J 2 1 1で は

,の う胞 rの長さが 15  μm t t  l iであり。また Fの うの 二

屯壁の外性が容易に裂け,内 雅だけの rの う先瑞からr

のう他 |が射出されることを観祭したので,偽 子のう般

は成熟したとIJlllFした

3)子 のう胞子の飛散

rの う胞 rの 飛散消長に関する研究は,ア メリカ ・

ノースカロライナ州の リンゴ同場において SuttOn cr

“′(1987)により行われただけである そ こで,わ が回

における rの う胞 r卜の飛故消長および時刻ごとの飛散畳

変化を検討した

(1)飛 散消長

材料および方法

1998～2001年の 4か 年,県 1材米樹研究センター内同場

において rの う胞 rの 飛散消長を調査した い ずれの

湖企も,前 年の 11ブjに崎 30 cllll 長さ 6()cm,高 さ 50

cmの 木枠に‖病落果 (お、じ)を 均 本に敷き詰めそのまま

越冬させ.切 年の1)j3半 句から7)j6半 4りまで,門 田

(1969)がリンゴ||、1'14病1粕l t7″力″力′rr r″″αィ′化′′ふで行った r^

のう胞 r jlll捉法に準 じ,リ ンゴ黒京病由の rの う胞 rを

flll捉した す なわち, グリセリンゼリー (ゼラチン7g,

グリセリン50ビ・フェノール lg、 未留水 42mll北 島,

1962)を珠行したスライドクラスを1塗 布画を上にして

本枠内の高さ 10 cmの位置に2枚 設置した ス ライドグ

ラスの交換は,1998年 および 1999年は行 「1.2000年 お

よび2001年は 1～ 3Hこ と
′
F・前()|1寺にイfった.ス ライド

グラスにアニリンブルー ・ラクトフェノール液を満 下し,

rいのう他 !′を 染色後,18× 18 nllllカバーグラスの範閉

にある rの う地 F数 を光学顕微鏡を用いて計数した 捕

捉数は2枚 の合占|とした

降水:よは県南呆樹切F究センターに設置されている気象

観測1機器 (横河電 r機器, システム形式 ZE765)に よる

淑J定値をサ|!いた

結  果

1998年から2001年までの rの う胞 rの 飛散消長は第

11文卜 第4 1XIに示した.卜 のう胞 rの捕捉則問およびおけ

捉最株期はそれぞれ 1998年が 4月 5半 句～ 7月 5半 句,
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第 3田  越 冬惟病落葉からのリンゴ|キ点病内の 子のう地
千飛股消長 (2000年)
試験場所 :県南呆樹切F究センター同場
i武験期‖j中に捕捉された rの う池 r独 :1853御

5)J3｀トイJ～ 6月 1半 句,1999年 が 4月 6句 ～ 7月 4半

4け,  5)↓ 6 ト`イJ, 2000イ||が5)1 1 1トイlJ- 7)j4｀ 144J.  5

)J3半 句,2()()1年が 5月 2半 句～ 7ナj5半 句.5)16｀ ト

イロであった.捕 捉歳様期においては比較的少ない降水子と

でも多性の子のう胞 子が捕捉された

1998年および 1999年における子のう胞 rの飛散と降Hす
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リンゴ!よ点病商の ■のう胞越冬粧病落葉からの

千飛故消長 (200111
試験場所 :県1打果樹研究センター問揚
試験期‖J中にあけ捉された rの う胞 r数 :18371H

Hと の関係を第 19共に示した rの う胞 rは主に降雨「1

に船捉され,そ れらが捕捉数の大部分をrfめた.

(2)飛 散時刻

材料および方法

県南米樹研究センター内Lml場において,い ずれの試験

も前年の 11)Jに llli1 30 cm,長さ60 cm, 高 さ 50 cm σ)

62 -
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第19災 リ ンゴ黒点病商
二
十のう地子の捕捉量 と降雨との関係Z

胞 r捕捉数

年 胞子捕捉川j剛

(H数 i日 )

降雨 |1教

(H)

降HJ日のうちの

地 r捕 挑 H数

(田)

捕捉総数  降 卜H t t  f H l捉数

(1回)           (4回 )

1998   424-721   (89)

1999   426-7.16   (82)

1054

2637

1019(967011)｀

2614(991011)

試験場所 :県1朽呆樹研究センター回場

( )内 数値は捕j7t総数に対する降HすHの 描j71t数の告J合

―■気4サ「| | |

官
フ ァ ン

●■ イtt生Rk人

第5田  長 野りlt衆樹試験場式 ・吸り1式胞 r採 集器の棋式は|

木枠に冊病落栄 (お、じ,つ がる)を 均 一に敗きこキめその

まま越冬させ。キ!年木枠内に長野'it果樹武阪場式 ・吸

り1式胞 r採 集器 (小池.1991,近 藤 ら,2000t近 藤 ら,

2002)を 設置し, この越冬冊抗落栄から飛散する rの う

地子を捕捉した

長野県果樹試験場式 ・吸げ1式胞 r採 集器の模式は|は第

5図 にテjくした す なわち.高 さ 160 mm,内 作 1()4 ninl,

外往 125 mmの アクリル製円筒で,ljttはアクリル製41tで

1引定され,お、たはアクリル型板でネジで取り十Jけ られる

お、た中央には作 48 mmの 大がありその位ドとにファン (オ

リエンタルモーター,Ml)S51()‐12)力S取り付けられ,円

筒内の空気を外に排111し̀ll!筒側山FにはllRキほから35■lm

に長さ 15 mm,晰 18 minの イしがあり,外 キ|;からの牛気

がこのイしを通って円筒内に人る 11〕筒内には24時 間で 1

1rll転する真鍮製LJ転 ドラム (高さ 102 nlnl,任 93 Lnm)

が取 り付けられ,回 転 ドラムには粘活シー ト (3M製 ,

Scoth tt llテーブ■666)を 貼ったlll1 2〔)m nlに L7」断した

OHPフ ィルム (高士ゼロックスオフィスサプライ.I〕PC
/レーザープリンター用ゼロックスフィルム)が IL!筒側

商iのイし中央をい1転するような位景になき付けられ,十 気

とともに吸人された子のう粒子を粘着シー トで捕捉する

なお,イL部内雅とい1転ドラム liの粘着シー トとの距聞|は

約 5 mnlである 胞 r採 集器は吸引イしが高さ 10 cmの 位

忙に設置した

この他 千採集器によりrの う他 rを捕捉 した粘着シー

トを適メ1な長さにL7J断し,ア ニリンブルー ・ラクトフェ

ノール液を滴 ドし,の う胞 rを 染色後.光 学顕微鏡を'|!

いて×300机野略で 1時 い1ごとに捕机された他子放を計

数した.

1試験翔l問は以 下とおりである

!試験 1:20(〕1年 5月 25H121時 ～5)J281112時

試験 2:200141i6)!18日 12時～ 6月 21日 12時

試験 3:2003年 5)J15H12]手 ～5月 17H24Hキ

,ii度,相 1対湘度および降水量は県南果樹研究センター

に設ドとされている気象観測機器 (横河電 子機器.シ ステ

ム形式 ZE765)に よる測定値を)Hいた

結  果

i式験 1(2001年 5月 25H12F↓ ～ 5)↓28H12Hキ i第6図 )

Fの う地 rは相1対,i↓度 90%を 超えた 251122時 から捕

捉されはじめたが 捕 捉数は極めて少なかった 降 雨が

あった 26115時 から捕捉放が増加1し, 7時 間後の 12時

がもっとも多かった,そ の後断続した降雨があり,降 雨

Hキにややi常加した力r,漸次減少した4

試験 2(2001年 6)J18H121時 ～ 6)」21H12時 i第7図 )

rの う胞 rは相1対,i立度 9096を超えた 18H231時 から捕

捉されたが,捕 捉放は極めて少なかった 降 雨があった

1911101貯からすHj3/t数が増加し, 2時 1判後の 12時がもっ

とも多かった そ の後断続 した降雨があり逆続して1お捉

されたが,漸 次減少した

1式験 3(2003年 5)115H12‖ ↓～5)j17日 24 Htti第8図 )

2003年 5ナj15 Fl 181けから416119時 まで, 相対,せヽ

度 100tlllで推移した。 「のう地 rは相対湿度 100111jで3時

間経過した21時から捕捉され,そ の後捕捉独は急激に増

加し,捕 捉初めから7,8時 間後に最多となった。相対泣

度が 100Pふ以 下になった 16H10時 から18時 まで捕1/t敬

は減少したが,19時 から23時 に降Hjがありやや増加し,
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第8図  越 冬冊病落栄からのリンゴ|よ1点病内 j'ムのう胞 rの 時刻ごとの

飛故性変化と気,iた、村1対油セ度、降水■との関係 (2003年 5ナ!
15H～ 5月 17H)

試験場ll■:り〔t ltl果樹1りF究センタート瑚場
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5 ) 1 l T  I

長調介において,rの う〕色rは 4)」ド句または5)j li句

から珊拠されたので,偽 rの う殻は成熟後`Lと して降

Hすがあった場合,た だちに子のう地 rを飛散させるもの

と考えられる

1時 |‖ごとの飛散 hと調介では,rの う地 rは 降Hf前に

,i↓度が高まったころからわずかに捕挑されはじめ,降 雨

が始まって 2～ 711サIHl後のす商捉 |【:がもっとも多く,そ の

後降Hすのイf煎〔にかかわらず湖次減少した ま た相対湿度

1 00 1jlの条件 ドでは舟‖拠壮は概して少ないが、長1時岡連続

して利1対沸岐 100 1Dllで推杉した場合は多量の子のう池 r

が捕捉された SuttOnビ/【〃 (1987)はリンゴ黒点病内の

子のう他 rは 降H」時と激 しい露時 (heavr dew)に飛散

するが,飛 散革:は降HすH手に比峻して解時は肛わずかであ

ることを服告している こ のことは本i式験の結果とほぼ

一致しているが、市森'it南部地方でたびたびよヽ現するヤ

マセ、すなわち初夏から梓夏にかけて北 |1本に吹 く冷洞

のJヒ束風 (和達, 1974)気象 ドにおいては, 多対ユ条■1が

続 くため多士の J'のう地 rが飛散すると考えられる

リンゴ黒点抗内の子のう胞 rムは4に問夜‖jのいずれで

も捕捉されたので,光 による飛散への影響はないと考

えられる 降 Hf時に伝染源となる 子のう他 |を 飛散 さ

せる病原内として,リ ンゴ黒ナI!抗内 l c7″″々力たrル̀ 7ビィ2にr/1ゞ,

リンゴ褐lxT病内 Dr/7れ“′7'p″"`〃′.カ ンキ ツ貴加病 内

その後湖次減少した

4)考   察

2000年 1),中旬に採取した1柱病落雅 liの偽 r・のう般を

供試して,1る子のう般の成熟と温度との関係を検討した

偽 rの う殻は5～ 25℃で成熟したが,30で の高廿lれでは成

熟 しなかった。25ての比較的高温においてもっともil!く

成熟 したので,25℃ が成熟適油と考えられる 5で では

培養 6111後に成熟 した偽子のう,被がみられたことから.

14呑の低温 下においても1るrの う般は希実に発育するこ

とがホ峻される

1998～ 200111の4か 年,越 冬冊病落栄からの ■のう

地 rの 飛散に関する検討を行った rの う地 rの捕j71tは

11)1ト
ム
句または5サ111イリから始まり,般 株)Ulは5)J ll!4げ

～ 6月 11句で,そ の後は漸減しながら7) j中下句まで統

いた 1 1と して降Hす1]に捕j7 tされ.披 株)9 !の5) l中イリ～

6) j 1 1 4 uにおいては,わ ずかな降水もとでも多hとに執け拠さ

れたので。この期間の降雨は ,の う地 子の飛散要閃とし

て特に改要であると考えられる

20 0 3年1月 2H～ 5月 21 1 ,いH場で採取した忙病落栄

に′|モじた|るJ・のう般を供して偽 rの う般の成熟過科を校

討した 偽 rの う殻は4サ11 1旬から下4けまでは木熟であっ

たが,5月 上旬には成熟していた ,の う旭 r‐の飛散お町

-65
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A I ( p Y 7 7 P ,ビ′(〉〃̀比′′r,などが服缶されている こ のうちリ

ンゴ黒星病菌では卜としてな問に rの う地 rを飛散させ

(M a c H a r d y  a n d  G a d o u r▼. 1 9 8 6 ) ,一方リンゴ褐JA T病菌,

カンキツ貴斑抗菌はリンゴ黒点病内と同様に生FH l夜1対の

いずれでも飛散することが明らかにされている (近藤ら,

20021 lヽon(lalで′そ′r,2003i十ヽ「hitcside,1970),

2.子 のう胞子の発芽と発芽子のう胞子からの

Cylin筋循pθrli1/m型分生子形成
1)子 のう胞子の発芽

rの う胞 rの発芽と温度,湿 度,光 および pHと の関

係について調べた

(1)温   度

材料および方法

2004年 5月 .県 南米樹研究センター内同場で成熟した

偽子のう般を′|:じる .つがる
'越
冬落業を採取し,流 水

中で 30分問水洗した 遊 離水を除いた後.偽 子のう般を

生じている葉身部分を2,3 cln Frlに切り取 り,シ ャーレ

の L拳内壁而に張 リイ」け120℃ ,逆 続照明 ド (3001u、1

A光 色蛍光灯)に 18～ 24時 1町傑ち rの う胞 Fを 林 ドさ

せた こ の rの う地 rを減内水で懸濁し,素 寒天
｀
r ttiに

第20共 リ ンゴ黒点病藤Frの う他 rの発ガtと,li度

との関係/

温度 (℃)発 芽卒 (lj l)忙 人発オ併長 (μm)

4布 した後, クリーンベンチ内で通風して寒天災lllを陀

燥させた 5～ 30での 6段 階の温度 ド(いずれも連続暗黒)

で 24時間特養した後, Fの う胞 ,10()側について発芽■

を調査した ま た発才した30桐の子のう胞子について発

オ待長を調合し,そ の最大値を示した

結  果

rの う胞 Fの発芽と温度との関係は第 20表 に示した

rの う池 rは lo～ 30℃のいずれの温度でもほとんど

が発オしていたが(発オキ 98～ 100R)),5℃ではやや劣っ

た (発芽率 75 11tl)発オ待のアlt育は 25℃でもっとも良好

であり̀ そ の長さは最大 3()5/rmであった

(2)空 中湿度

材料および方法

前述と卜」様の方法で得た rの う地 r懸濁波をスライド

グラス 11に1満滴 ドし,生 温 下で風乾後,各 ftlTlの飽和1布

類水浴液で村1対湿度を調整した行 15 cmシ ャーレ内の

U字 ガラス 株 Lに設置した 相 1対湖度は 100°ll(H20),

98%(lMシ ョ柑i), 95%(Na2HP01・ 12H20), 92 1Dll(K2

HPOI),81(ち((NHl)!S01)の5段 階に調整した (1【fillら、

1962)こ れらのシャーレは20℃, ‖占黒 ドに置き,24時

阿後に rの う胞 子2()0 4Lulについて発ガ=率を調介した 究

験は2い1繰り返し.補 米はその平均Tlで示した

結  果

rの う胞 rの発芽と村1対lil度との関係は第 21友 に示し

た

rの う池 rの発オ率は村1対,i↓度 100%で もっとも高く4

ついで 98Pふ,95比)の川rtに低 ドし,929。以 下ではまったく

発オしなかった

13)光

材料および方法

前述と|「J様の方法で得た子のう胞子懸濁液をスライド

グラス 11に1満滴 ドし,■ 流 ドで風中を後,相 対綿度 100比)

の径 15cl狙シャーレ内の【千字ガラス株 Lに設置 した ,H

明区はオト|″l色蛍光灯を光源として照度 3001は、で連続H(1

1明した 2()℃で 24時 PHlナキ養後,子 のう胞 r200 11ARについ

て発オキを調谷した 実 験は3回線 り返した.

第22プt リ ンゴナせ、1点病内 rの う胞 卜の発芽と光との

関係Z

ケS芽!卒 (°ll)

1  l i t H  l 2 1rti ll 3 rml H  ャ 均

D

10

15

20

25

30

75

100

99

98

99

100

氏
υ
　

一ｂ

　

ｌｌ

〉

ｒ
Ｏ

　

一
わ

　

氏

ワ

Z黙 寒人
｀
十え面を発芽床とし,時 点1ドで2!!1時間1占賞

第21表 リ ンゴ押、1点病菌 rの う地 rの発ガtと件中対'度

との関係/

相対村度 (%) お,非キ (9も)

１

２

５

８

０

８

９

９

９

０

0

0

313

478

572

一）・^（十．

‖古点||え

H ( t lり1 1え

720

48()

５

　

０

623

402

″スライドグラスを発ガ=床とし,20で,時 黒 ドで24時間

培養

スライドグラスを発ナ床とし,2 0℃で24時間培養

)ヒ源 :4 ドヽ1色よ光求r,照 度 :3 0 0  1 u x (連続H“1 ' 1 )
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第2 3衣 リ ンゴ!ほ点病内子のう胞 rの 発芽とp Hと の     第 2 4 2 t  リ ンゴナ!二点病内 子のう地子からの

関係Z                          cッ ル7か0ッθれ〃″ナ慨分生 r形 成と温度との関係″

発芽■ (°ll) 分生r形成キド(%)

鴻iた度 (で )

24時1出j後  48時 ドJ後   72時 間後

pII

2                   316

4                 454

6                   417

8                       508

1 0               4 1 2

12                    311

5             0          0           0

10             0          9         85

15             4         70         95

20            20          94         100

25            20         99         100

30              0           0           2
/ p I Iを変えた未帝水に懸濁させ,2 0 C ,情 ■!ドで

24時1町培養

結  果

J 'のヽう胞 rの発功tと光とのは1係は第22人に示した

子のう地 rの 発功:卒は3 1Ⅲlの実験のいずれも‖古|!、1区が     第 25災  リ ンゴナユ点病内 rの う地 rか らの

IItりJ区より勝った.

14)pH

材料および方法

前述とい可様の方法でイ‖た rの う地 r懸湖液をスライド

グラス lとに 1満満 ドし,4温 ドで風乾後,l N HClお よ

び 1ヽ‐Na011で pIIを制格した終留水を放滴満 ドし,相 |

(Ⅲイナ″47/ぃァ,r"力″'なJ分4i r形成と光との関係
/

1汽 分lt r形成キ｀(%)

対沸度 10 0 (ちの作 15  c n lシャーレ内のU字 ガラス株 liに    ″ 然寒人
｀
Ft t iを発芽床とし,2 ( )℃で24時間培養

設ftした 2 0℃のlぎ!、|ドで 24時1相ナキたした後, rいのう胞     ざ 分1l  J・を形成する J'のう地 rの告」合

r2 o o  l l t lについて発芽率をtl l合した 実 験は3 Ⅲl l繰り返    ｀ 光源 :4に|′1色蛍光灯,照 度 :3 0 0  1 u x (連続照明)

し,補 果は平均仲1で示した

結   果 結   果

rのう'色子の発オとpHと の関係は第23友に示した     発 男4した rのう胞 rにおける(1′′″tr/っッ̀ , ′々′″″″44分生 r

J′卜のう地 rは'こ験を行ったpI1  2～12のいずれでもイS   形 成と,i止度との関係は第24共に示した

井した 発 】=率はpH  8でもっとも高くpH 2および 12     ケ S】=した r卜のう地 rは 24時IH !後では15～25℃,4 8時

でllKかったが,そ のたは比崚的小さかった 問後では 10～2 5 C , 7 2時 間後では 10～ 3 0 Cで 分生 r

を形成した 7 2時 間後では分′|: r ^形成手は20℃, 2 5℃が

2 )発 芽子の う胞子からの Cy l i n J r o s p O r iじm分 生子形   1 0 0 ' oで あ り,1 5て , 1 0て もそれぞれ 95  1 j l l , 8 5 1 j l lと高かっ

たが,30で では 2(lsで著 しく劣った

発芽した rのう胞 rは子のう地 J'ハからド̀怯または rの    ( 2 )光

う胞 rから生じた菌糸 Lに 6′力7あて'ッ'′々,″″,型分lt  rを形 材料および方法

成する 発 男trの う地十における cド′27 7 `力りヽァ,っガ″"l l l分生    前 述と卜J様の方法で得た rの う胞 r懸濁波を索寒天平

rの形成と泌Iた度および)ととの関係について述べる       山 rに4右fした後, クリーンベンチ内で通風して宋天表山

11)温   度 を乾燥させた 1照明区は昼|′1色蛍光灯を光源として照度

30 0  1 u xで連続H“|りlした 2 ( )でで 24 H十1村特差した後,発材料および方法

前述とl j l様の方法でイいた rの う胞 r^懸濁液を点寒大
｀
1を   ,ガ =した rの う胞 r2 0 0個 について分イli  r形成率を調査し

山Fにな布 した後, クリーンベンチ内で迪瓜して空天災1負F   た  実 験は2卜J撫り返し。押i果は
｀
r均|ぜIで示した

を乾燥 させた.5～ 30での 6段 階の流度 ド (いずれも連 結  果

続暗黒)で 24時間,4 8時 1判および 72時1出l培差した後,    発 オした rの う地 Fにおける o"″みて,w ,θ′ル″7な4分生 r

発芽 した Fの う胞 r1 0 o御 について,てい′,′′̀わvχ"・′′〃77 ' 1 4    の形成と光との関係は第25麦に示した。

分′li子を形成する rの う地 rの告J令(以下.分li  r形成率)   発 オした rの う他子における分化子形成手は,H“明|ズ

/紫寒人
｀
|え山Fを発冴:床とし,晴 !1 1ドで培差

｀分イli  rを形成する rの う地 rの幸」合

ni千11、1                  283

11(11)j｀                603

成

をJ可合 した.
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3)考   察

子のう胞 rはすキ養 24H↓問後に 1()～30でで良好に発ガ:

した ま た発芽待の′Lfドは 25℃でもっとも良好,10～

20でで比較的良女r,30℃ ではやや田[件される傾1的であっ

た し たがって,rの う他 rの発芽およびその後のすS】t

行のイlifド適温は25℃付近の比険的高温であると考えられ

る こ のことは,'〕とイトの4)J木頃から愛季の7)J木町1まで,

越冬源から飛散した■のう胞 rは 米究ゃ栄に伝幡した後

迷やかに発ガtして発芽併は牙tりこや熊の友山Fを仲長するこ

とを示1唆している

子のう胞 子は相対,1,度100°llでの発芽卒がもっとも高

く,〔)8%,95比|の順にやや劣り,92比)以ドではまったく

発才しなかった 子 のう胞子は iをとして降対す時に飛散し,

衆突や業に伝播した十のう胞 子の発井は村1対綿度 950b以

liの高,i↓度が必要であると考えられる

光との関係では,時 すユ|てがH(ti州|てよりも発ガ=キが勝っ

たが,帖 媒|えとHtt明|えでのたは比腋的小さかった 光 質,

H“度などについて,さ らに検討する必要があるが,光 は

発オを抑‖i」するがその科度は小さいと考えられる rの

う胞 rの月ミ散はオに1町夜|1町のいずれでも飛散するので,1博|

場において果実や葉に伝縮した rの う胞 rは 1に問夜問を

問わずjとやかにケS芽すると考えられる

■のう胞子の発ナとpHと の関係では,技 適T[はp118

であるが,pH 2お よび I〕I112でも比較的良IXFにすS芽した

ので,pllに よる発オヘのポタ響は小さく,リ ンゴ米究や栄

に付着した rの う胞 rは pIIによりほとんど杉袢される

ことなく発オするものと考えられる

rの う地 rか らの (〕V,″カイ'ッθ′ヵ″′′〔J分′lt r形成 と,ii

度 との関係 をみると,発 芽 rの う地 rは 20～ 25でで

こ卜7′′及カイ)Y,θ声″″7'1!分生子を良女rに)レ成した 10で ,15で

においても培差 72時間後では比i険的良攻rに形成していた

が (形成卒 850ち,9596)30で では形成が林しく抑制さ

れた (形成■ 2(ち)こ の結果は,「lt本の 1)J木頃から

夏季の 7月 末頃までは米実や葉に伝怖した rムのう胞 rは

2,3H後 に c、/P/たわ YX〃力仰?′t!分
′にFセ 多弔iに形成する

^方,夏 季の高温時 (3().C以li)では形成が抑竹Jされる

ことをホ峻する

光との関係では,時 押、1区およびH“明区のいずれも発

ガtrの うJtt rは(、7rr7CF7っッθ′力〃″101分たにr‐を形成 した

が,‖持ナ‖良|えよりIItlりJIXの形成率が勝ったことから,光 は

●力χれリッつれ″7考!分′lt rの形成を促すと考えられる し

たがって,果 |,こや熊の友山flとですSオ した rの う地 rは 夜

1町でもい7カtr/っw/メ"r/77型分4t rを形成するが,昼 間での

形成が勝ることを示峻する

なお,こ の分′lt■の伝染源としての働きについては,

後の項 「郎-4(Ⅲ 7カ放パ′,り'初7 1tl分イ十trの 伝染源とし

ての19Jき」においてt詳細を述べる

3.子 のう胞子の病原性
リンゴ黒点病内においては, 子のう胞子が確認された

唯一の伝染源であるが,わ が川ではこれを実験的に確認

した‖ti「はない そ こで rの う地 rを 舛t″えおよび業に

接和して,病 微を観禁した

1)果 実に対する病原性

材料および方法

2002年 6)J.,ti苛米樹研究センター内問場で採取した

越冬落果 liの成熟偽 rの う般から得た rの う地 r懸湖液

(30× 1011111/nil,Twccn20を00201j添加 )を 接和源

とした 6)j ll li・鉢llllえ6年 ′li tお、じ
'樹
に結実した

呆突 81111に,の う胞 r懸湖液を噴霧接種し,風 乾後,鉢

を20～ 21で, 8時 間||イ|!、!・16時間H(1明(4,()00～6,000

lux,ハ ロゲン女Jt松 ド電 に,M F4(X)S'V II)の湿窒 ドに

7H問 竹tった そ の後は鉢を抑【加温のガラス温キに移し,

発病状況を1地時触容した 対 照の衆実には成由水を噴務

した

結  果

米実に対する J生のう胞 rの病原性は第 26共 に示した

接梅約 10 FI後の 7)jド4けに,供 試 8呆 のうち 1果で雅

点がチ|卜!変した小点を′liじた 接 稲約 2か )j後の 8月 上4u

には6カとで典えJ的なナit点病の病徴,す なわち呆点を中心

としたゃや口|んだ帖緑色の病llTを′liじた は1版10B)し

たがって本内の r卜のう地 r接れによる米究感染では滞伏

期間が 10～ 60卜1であった,病 llt部からは接柾由と同様

の内にⅢ′rlPrあ、ァ7リカ″′属内)が高中に1写分閉'された な お,

減内水を噴霧した対IFtの果究では発病はみられなかった

第26プモ リ ンゴ!it点llXl tt rのう地rの力t実に対する病五〔″M:/

十ズ 供試呆放 (lfl)

子き病果教 (lllll)
l米
｀
1た りの

｀
r均病l x T教

( 8 ) 1 1 ( ) 1 1 )
7メj2211 8ナJ1011

接続

抑【接柿

8

12

1

0

6 3

0
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第2 7表 リ ンゴ黒点病店F Fの う粒子の業に対する病原性
Z

本
　
ヤ
〉
＾
（
一
＾

発病栄数 (☆)

供試葉敗 (策)

9月 3 il 10)J5H

接T s l r l

知【ど妄本主

10

1 0

1

( )

10

()

Z鉢植え
`ハ、じ
'樹 の求を供試し,200341:6)JllHに 接TT

第28表  リ ンゴ黒点病菌 rの う他 r核柾業 とに生じた偽 J生のう般付を代の形態的特徴

1,ンゴ葉 lを内      ツ ドてィ)y'み̀7ごrビ′′と′′,r'′72r
ぢ〔 卜1

(本研究)         は rヽalton alld Orton. 1926)

偽 rの う殻  色          ナ |、1色          IR色

形態         球 形～明!球形      一

イ准 (μm)      58-1()3          70-100

高さ (μ lll)     73-125          -

rの う    形 態        「 I↓愉形～脱株状     一

)(きさ (μ m)        33-61× 9-12           40-66× 8-1()

rの う胞 r  色          無 色          一

形態        長 格li !形～紡鉦形    一

細胞放       2胞           2地

大きさ (′′11 1 )      1 7 - 2 8×3 - 5         1 2 6 - 2 6 . 6× 2 8 - 4 2

2)葉 に対する病原性                 が って本内の 子のう胞 r接和による栄の感染では潜f太即l

(1)病 徴の再現                     1判 が 3.4か )1であった 病 斑剤;からは接和内と同様の商

材料および方法            ((1′ r/Prれ,,7″rrrr″属歯)カギf革に再分離された な お,減

前述 と同様の方法で得たrの う地 r懸 濁液 (11× 101   内 水を噴霧した対照の果では発病はみられなかった.

4111/ml,Tween20を 002くち添加)を 接TIT湖iとした 核     12)接 種葉に生じた偽子のう殻世代の観察

極植物には鉢れhえ 1年′L.お、じ
'を
1樹 )Hいた 2008イ|二            材 料および方法

6月 1111,樹 の上1年枝 1枝 を残して労去し.先 端からド    前 項 「11り商徴の14現」における.■ のう胞 rttThl批変

方へ 10栄位までの葉の友其llll l何に rの う他 r懸濁液を‖ri   落 熊3熊 を供試した 10月 2H, 貴 変落葉を流水中で水

霧接梅 した 風 乾後,鉢 を20～ 21℃,81時 岡帖llt・16   洗 し,肛t吃後,水 分を含んだミズゴケで,せヽ室とした径 15

11サ問lktり〕(4,00()～6.00()lu、,ハ ロゲン灯)の 湖本 ドに7   cmの シャーレに入れ,5で の時黒 ドに保った 約 6か

H問 保った そ の後は鉢を抑【加|,|たのガラスポ‖[■で待PLし,  )J後 の 2004イ|:4)J7,811に 柴の病斑 liに生じた偽 rの

発病状況を随時観容した 対 ‖(1の葉には減1莉/1Cをげt筋し   う 般部分の従手L7J片を作 り,光 学販微鏡 下で病原内の形

た                            態 を倒祭した.偽 rの う般,rの うおよび子のう他 rは

結  果              そ れぞれ 50 1rlについて大きさを計測した

葉に対する子のう地子の病原γには第27共に示した                結   果

接柾約 3か 月後の9月 L句に供試 10葉のうち 1栄で白    rの う地 子按汗t栄 11にア|をじた偽 rの う般世代の形態的

然発病と|!J様の不!F理,紫 褐色の病加をイ|モじ,10月 li句   特 徴は第 28共に示した

では 10熊のいずれも発病 した 発 抗葉は川H次景変落葉    偽 rの う殻は柴のlJIJ lalの友皮下に埋没して生じ,黒 色,

し,10)jド イけではいずれも落葉した (ⅨI版10C)し た   球 形～叫i球形,頂 瑞に乳頭状のイし||を有し,往 58～ 103
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rrm( r`均 78 4 μnl),i馬さ 73～ 125 1rin(｀r均918 μm)で あっ

た rムのうは般氏より穴埼i,円 筒形～料と株状,l Tl壮 ,

大きさ33～ 6 1× 9～ 1 2  r r m (r`均 4 4 3 X 9 9 / r m ) 1 8

1 1 h lのrの う地 rをイfしていた rの う胞 r‐は不規則状 2

夕Jに並んでltじ,長 格li〕形～紡鈍形, まっす ぐ～やや湾

山,2細 胞,怖 1忙部でわずかにくびれ,煎〔色,大 きさ 17

～ 2 8× 3～ 5  r r i n (｀r均 2 0 ( )×3 S /′m )で あった

したがって,偽 Fの う殻, rの うお よび rの う地

rの 形態 的特 徴 は Wa l t o n  a n d  O r t O 1 1 ( 1 ( ) 2 6 )による

Wkpvttαoで′rt7ノr,777′の市じ杖と ‐致した

3)考   察

リンゴ!よヽ京病菌 rの う胞 r接和米実は接使約 40H後 か

ら米点が黒変した小点を4Lじ・やがて病加は雅点をil!″い

としたややIHlんだ時緑色となり, |ナ1然発塙と同様のリン

ゴナIt点病の病徴を′liじた リ ンゴの落花期は古森メ:tにお

いては5)120Hげ tであり。この‖予丹」は伝染派である rの

う胞 子の飛散歳株期でもある し たがって5)1ド 句頃の

落花問もない幼果が感染すれば,t弧)H稚 度の浩伏川|い1を

維て, 7サj114り頃から発抗すると)と積 もられる 実 際,

問場においては衆実の発病は6)Jド 4げまたは7'j li4りか

らである い朝場における30～ 4011の 滞伏期11出↓と弦神1に

よるi待伏ナリ1問とはほぼ ‐致した

子のう胞 FttfT栄 では接Tln約3か )1後から|′1然発病と

liJ様の不11:な4,紫 褐色の抗Jxlを′|モじ,や がて止変絡業し

た 野 外で rの う胞 rは 4月 ド4けまたは5)j114げ町fから

飛散するので,こ の時期!に感染した業は約 3か 月の淋代

期間を経て 7)]ド 句～ 8サj11句にケS病すると児積もられ

る ヴこ際,いH場における熊の発病は8)J114け～ ドイげから

である し たがって,同 場における3.4か )Jの浩伏川JI判

と接T・Bに よる淋伏期岡とはほぼ一致した

rの う池 r核 和士変落業を低温 (5で )ド の,1'本にわt

持 した結果,偽 子のう殻.rの うおよび rの う胞 rの 形

成がみられ,そ れらの形態的特徴は WaltOn and Orton

(1926)に よる A4ごぃ7カ。ビk'′rtr′,r71″アの占亡r段と ム致した し

かし[二浦 (1927)が 肥載した ,trr,θ′′カビ″̀,″?など′,`イは確認

できなかった SuttOnぜ r“′(1987)は r卜のう‖色rf災41落

業を野外で越冬させた結果,同 様に M〃 o″′,の 偽 J4のう

殻を, また 1 s`uyamaビr`〃4(1973)も ,4rの う胞 r‐分閉L

由を火傷をつけた栄に按汗重し1ん′っ72 2 'の1るrの う殻を得

ている し かしいずれもつたrF jて'戸r力(ィァ,て,″をo7 `イに1対しては

まったく記載していない

4.CytinJrosporium型 分生子の伝染源 として

の働 き

2003年6月・県南米樹研究センター内の1【防除のリン

ゴ回場から採取した呆実および束の表inFを顕微鏡を川い

て観祭した結果, ■のう地 rの本体に,あ るいは十のう

北 ナ|:リ ンゴ押、1点枯の発′lt llはと防除法に1増する"1究

胞 rか らイ1:じた内糸 ilに形成される cド′力̀ rr r)ッr,′ヵ′,ず型分

′li J■を発)とした こ の発)とに来づきいん″̀れ,w,υれ仰7本J分

イlt rの伝染源としてのlrlJきを校1寸した

1)圃 場 リン ゴ樹 の果実 お よび葉 上 にお け る

C//rr約碑θriじm型 分生子形成

材料および方法

2003年 6)J2Hか ら6)J28Hま で,メlt l打呆樹研究セ

ンター内の無防除の1対場から採取 した .つがる
' ま
たは

'お
、じ
'の
果究および栄を供試した 呆 突では呆皮剤Sを鈍

利なナイフをサ|!いて 5 mnl rrl(厚さ o3～ 04 mnl)に ,

また栄では7 nlnl rrlにL7Jり取 り, この米皮) おヽよび染)i

の炎山「に トリバンブルー ・lll:陵液を満 ドして付着する r

のう他 rを染色した後 水 封人プレパラー トを作 り,光

学顕微鈍 ドで例容した

結  果

調介を行った6)J211か ら6)j2811ま での期岡,抑【防

除の問場から採取した衆突および業の友山fのいずれにお

いても,才S芽する rの う地 rと新たに/1じた分′lt rがふ

られた rの うⅢ色rは l lJ端からケSオ待を/liじ,こ の rの

う胞 rか らドt抜または rの う胞 r^から′li市した由糸 |とに

いll17`ルつヽ711"ど′″7 !`分′|lr‐を41iじていた (IXI版1lA～ C)

2 )子 の う胞 子 接 種 リン ゴ葉 面 上 に お け る

Cy7777JrOwθれ 177型分生子形成

材料および方法

ДX鳩イ116)!.'1(ltl,tttllt究センター内問場で採lkした

越冬冊病落栄から得た rの う地 r懸濁液 (50× 10511

nll,Tween20を は老ljl添加)を 核和源とした 接 梅村れ物

には鉢れ“え 141:′|ギお、じ を2樹 川いた 2003年6ブ」1311・

樹のWlイli枝を2本文残してウケ去し,各 枚の企床の友其ltl l白F

に rの う地 r懸渦液を小lll H武傷器をす|!いて噴揚転和した

鉢は20～ 21℃,8時 1判Hキナ!、1・16H十11村H(1明(1,000～6,000

lux,ハ ロゲン灯)の ,1'イiドに竹tった 24時 F町.48時 1用.

72時 1出jおよび 96時 間後に,そ れぞれ 1樹 から2葉 を採

取 し1業 から7■l n3角の 3栄 片をL7Jり取った こ の栄片

に トリバンブルー ・酢峨液を満下し子のう胞 rを 染色し

た後,水 封人ブレパラー トを作 り光学顕微銃 ドで観察し

た

結  果

接TT1 24時間後には,ほ とんどの rの う胞 rが発オし,

イS芽した 子のう地 rの 多くが分′li rを′liじていた 発 】:

待は rの う地 rの llllJ端から仲長し,し ばしは ,の う地 r

は 3隔 性となっていた o7′″̀みっwっrル″″狸分生 rは 子の

う池 rか らずrt業,ま たは子のう胞 rか ら
/4育した内糸 |ト

に形成されていた (田版 llD)96時 ‖j後では, 内糸は

葉|“F liを分岐しながら生す し̀ 多 士に分化 rを生じてい

た (図版 llE)ま た気イしから役入する商糸も認められた.
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IF介'11性林総合イ川先センターリんご1武腺場1)F究服|', 第31号 (2006)

第2 9炎 黒 点病菌 rの う胞 r接極 リンゴ栄而に新たに形成された c、r r″4 7 /りw ,θ声″/P 7 7 4 1分生子のリンヨ

果実に対する病原性Z

|ズ 調査果放 (lluH) 発病呆教 (佃) 1果
｀
略たりの
｀
r均病斑敬

接梅

無按和

12

0

/ttti【・
果矢を供試し,2003年 6)123H接 種,1可年 9)J3H発 病調奈

なお,こ こで生じた分生 r‐は●"″ヵっッっれ″″1と,無 色,

糸状～円筒形.ま っす ぐ～湾出, 大きさ 10～ 65× 15

～ 3/rnl,0～ 5怖 壁であ り、形態的キ十微が Br00ks and

Black(1912)および 二浦 (1915)による(1/〕ο″?′の記載

と 致ヽした

3)リ ンゴ葉面上で形成された CylinJrospθrrt7777型分

生子の病原性

材料および方法

2003年 6)J, li述と1司様の方法で得た rの う胞 r懸

濁液 (50× 105 1Fl1/ml,1｀Neen20を 0 02 1jlj添加)を L

述 と1司様の方法で鉢植え 1年 rL.お、じ
'栄
に接柾後,鉢

を20～ 21C, 8時 ドj‖古‖ ・16‖即町メ((明(41000～61000

lux,ハ ロゲン灯)州 苫ミドに保った 10H後 ,業 山Fに

イLじた て、′れわt79げ力″7)'4分
′li rを減内水に懸湖し,こ れ

を3こ のガーゼを通し,こⅢ rrr?47rっッoれ″?え4分イli r懸湖液

(20× 10S ttH/ ml, Twecn20を002P付木力11)を得た な

お懸濁液には rの うlllt rが20× 10セ個′nll台まれてい

たが,こ れらの 子のう地rに は細地質がみられなかった

ので,死 減 していると半J断した 2003年 6),23 Fl。こ

の分′L子懸湖液を県1打呆樹研究センター内同場の
.落
Lに
'

の無傷果|えに小lJ噴霧朴を)llいて喰霧接植し 9)1311

に発病調企した。対照の米実には減体F水を噴霧した な

お供試呆実は出然発病を避けるため,接 和約 2011前にハ

トロン紙製袋で被務し,接 和1に前に除袋し,接 純を行っ

た後再びハ トロン紙製袋で被校した 供 試果実数は 12来

とした

結  果

rの う胞 rの発ガ:によリイliじたこ、′ル7`7r r,w,θr,″″714分イli

rの リンゴ米実に対する病原性は第29炎に示した

発芽した rの う地 rに 出来する oブル̀ 力つwO,力″′夕t!分イli

子を接梅したリンゴ衆|えは,il点航を生じ・接梅病斑部か

ら接稚菌とH様 の c、力″̀7r rly,o力″″7属内が高キに再分離さ

れた (図版 1lF)な お.減 由水をげi霧した身t究では発病

は認められなかった

4)考   察

Brooks(1908)お よび Brooks arld Black(1912)は貯

蔵中の果実の病jX T  l iにc、/力r 1 /つッrメカ″,?本J分/ 1 rお よび

“
′'力θ″,a ltl分化 rⅢがiじ てぃたことから, リンゴ団場に

おいても越冬した落 ド米実 11に(Ⅲl′′″か`,,βθ′f″r7714および
Ⅲ′'力θ″″2型分生 r…を生じ,こ れらの分生子が伝染源とな

ることを推定した 木 村 (1938)はリンゴ回場で越冬落

ド呆実 Lに (b lr/?`れッθガ″r27型分イlt rを生じることを認め

「病斑部 11に粘質状の地 FJ卜をイitじ此れが乾燥して他子を

飛散せしめ蔓延するを認めたりJと 記設している し か

し0'′れわY/力"′型分イlt rが伝染源であることを実験的

に前:明していない 関 ll(1966.1968)は 果究に仕じた

柄子殻世代をPみr2/″“〃っ″'',落☆ liに′itじた柄 rtt LB代を

F)4),′′0,′たra spとし,lhl者の達いは形成部位の違いによる

もので ′)れlV′て,,r,て′̀r spとr)れ,″?o″θ′777は1司一種であると

解純し,P417わヽ′'(7“埋分生 rが リンゴ米実に病原性があ

ることから,′ 1々7わヽrrt r。14分/trが 同場において伝染源

としてljllく口J能性を示峻した し かし本研究ではリンゴ

黒点病内にア)4ド/たパr′cra型分イlt rいと代は認められず, また
“
′)力θ′″̀′なJ分4i rⅢ Hl代は粘 rtt lu代と結論した。したがっ

てリンゴ!!二点抗においては ,の う他 rが これまでに確認

された唯 本の伝染源である Suttonどrα′(1987)も本病

に関する技学的イリ「究結果から,Iの う地 rが ll一の伝染

源であると結i論している.

しかし本イリF究において,本 病多発1甫1場で衆究および舛

の友1白Fに,rの う地 r本体からよ接あるいは ,の う胞 r

か らイ|モじた由糸 liに形成される (w″あっッοr′″″】 J分′L

rを 発'こした |′1然発病を避けるため怖離した鉢llbえの

リンゴ樹を用いて,栄 に rの う胞 rを接柾 し観容した結

果,同 場 ドと|!J様.葉 の友而において rの う胞 r本 体

および rの う他子の発舛により′Lじた内糸上に多数の

(■′′″r7/ャ)ッ̀ブr,″′″14分イit rが形成された こ の分rit rを同

収 してリンゴ果究に接柿したところ,典 型的な,キ点病を

■じた こ の実験結果から,こ■′′″tF7っド″て'r力″714分′li Fは

1:育期の同場において二次伝染源として働いていると結

論される.リ ンゴ来究のがく側に偏っておびただしい多

数の小)F点が発′|:する本病特有の病徴 (田版 lA～ D,

2A～ H.3A～ H)は ,こ のような C“′′′?rrlっ平,`,′'2r′′?型

分1:rの 1次感染に起因するものと考えられる

なお,rの う胞 rを接梅した求1何において,rの う胞

rか ら41をじた由糸は cl Fr′kルつwθ′
・力″?な4分生 rを生じなが

らイL育し気イし佐人することが観祭された 本 菌のリンゴ

- 7 1



荒 ナ「

果実や業への住人法に関 しては 次 項 「h

の宿 i二への侵入」で述べる

-5  )商 )京1杓

5.病 原菌の宿主への侵入
1 )果  実

材料および方法

半 rの う地 子分離株 No.22を PDAすキ養 して得た

こJ"れ浄イ,w加″″を4!分′|モr懸 濁 准 (5 0× 1 0 5仙/ m l ,

Tween20を 002110i木力H)を 手妄本坑源とした 2004句 :6)j

19日,県 南来樹研究センター内lHl場から採取した
。
ネにに
'

呆実 (供試来究はド1然発病を避けるため,採 取約 2011品T

にハ トロン紙製袋で被演)に 分′|lr懸濁液をげt霧接梅し

た後,水 をしみ込ませたろ紙を政き綿笙とした作 12cnl,

高さ 12clalの1要高シャー レ内にこの来究を入れ,2()℃,

l古熙 ドに物t持した 按 和 24時 間,48時 憎j,72時 間,96

時門11120時 F町および 240時岡後に,そ れぞれ労りこを2

11hR取り出し,鈍利なナイフを用いて5 mnl角の米皮)i(厚

さ 03～ 0.61■m)を できるだけたくさんL7Jり取った こ

の果皮|十の表酌Fにトリパンブルー ・酢酸液を満 ドし山を

染色した後,水 封入プレパラー トを作 り光学顕微銃 ドで

観察した

結  果

接柾 24時間後には,ほ とんどの分′lt Fは発芽していた。

その後・分イLrか ら■ じた菌糸は衆1白F liをli育し 接 純

120時問後に気孔から衆矢内に佐入した (1対版 11(;)時

1瑚の経過とともに気イしから使入する由糸が多くみられた

が,240時 間後においても気イし以外からの役人は認めら

れなかった

2)葉

材料および方法

越冬した冊病落業から得た子のう胞子懸濁液(50×10F

仙 lコl,Tドeen20を 0.02%添加)を 接植源とした 接

柾植物には鉢れ仁え 1年 11`お、じ
'(台
木 :マルバカイドウ)

を 2樹 用いた 2003イli 6月1311・樹のJl年枝 2枝 を成

して'」去し,各 枝の企業の衣実IJj面Fにrの う胞 r懸濁波

を噴霧接TITlした 鉢 は 20～ 21て,8時 間時黒 。16時問

照明 (4,000～6.0001u、,ハ ロゲン灯)の ,1せ笙 ドに1方tち,

接種 24時 いj,48時 間,72時 間,961時1町,120時 FJおよ

び 2401時間後に,そ れそれ l樹 から2崇 を1禾取し 1熊か

ら7mm角 の 3葉 片をL7Jり取った こ の束片に トリパン

ブルー ・陣酸液を満 ドし菌を染色した後,水 封人プレパ

ラー トを作り光学販微鏡下で観祭した

結  果

接純 24時 間後には`ほ とんどの rの う地 rは 発芽し,

発非した rの う胞 子の多 くは分ノ|1子を′liじていた 48

時Prlぉょび 72時 間後には子のう胞 rか ら■じた内糸は

●力′′̀ルイ,y"ヵ″″jfl分化 rセ生じながら4iすし,96時 肥j後

リンゴ!11点病の発ltlt態と防除法に1増する打オ究

には気イしから葉組織に侵入した (|』版 ll H )そ の後も時

間の経過とともに気イしから侵入する多くの菌糸が認めら

れたが.2 4 0時 |‖1後においても気孔以外からの健人は認

められなかった

3)考   察

税物抗原糸状由類は同右の侵入法を備えていて,そ の

方法は傷佐入,/ f l皮侵人,気 孔償入などがある 気 fし侵

人ではα人に先立ち付持枠を形成する場合としない場合

がある (奥,1 9 9 5 )И でっッカαoで〃β属内による病原菌で

は,i tと して角皮侵人を行うユウカリle a f  s p o tの病原由

比 (7〕γ才'` o ( I〕a r k  a n d  K e a n e , 1 9 8 2 ) .気すし侵入を行うユ

ウカリlear spotの病原内 14″″わ′Frp、そr(I)ark and Keane,

1 9 8 2 )カ ンキ ツ〕【功:,商の病 原 1対比 (力′,( W h i t e s i d●.

1 9 7 2 ) ,コ ム ギ Se p t o r i a  t r i t i c i  b 1 0 t c hの病 原 内 11

ぐrO″7カ′てヤ'たr(Duncan and Howard,2000)など、気イし侵人

およびFrl皮佐人のいずれも村|十されている

本研究においては呆実では Cl′ル7rrrつッθrヵ//77型分化 子を

供し 葉 では rの う他 rを 供して.リ ンゴ黒点病菌の償

大法を検fJした い ずれにおいても胞 rか ら/Lじた内糸

は果実や策の災市Fを一定の傾向がなくイL育 し,た またま

気札 liに′li市した内糸が付括器を形成せず気すとから侵入

した.本 方,角 度佐人は呆実および業のいずれにおいて

も観祭できなかった 回 場から採取した自然発病の衆実

および床の病斑部を観察した結果においても,角 皮侵人

と思われる侵人は観祭できなかった。SuttOn cPr α′(1987)

もリンゴナR点航体f争′ルkわッ,ァ′"lll型分′[i子のす災和栄にお

いて,気 イし使入だけを確認している

気すし伐入する A小て'っッ77trりで′Frr属内病原菌においては,

気イし11で内糸先端にイJ清器様構造を生じた後,植 物体

に侵入するものが|)3らかにされている (Duncan and

1loward1 200はWhitcside.1972)リンゴ点1点病由につい

ても,Sutton cr`′7.(1987)は接和した o′′″trrっッθれ″″型

分′li rの約 5 1jllが気イし上で発芽待先端に付着器様構造を

生じることを報付iしている し かし本観察においては,

付林器様構造は語められなかった こ の点については今

後の検討f果題としたい

6.感 染と発病
呆実の感染時期および舛t究のlt市段階に伴う感受

″
門1の

推移を1州らかにすることは,的 確な防除を行ううえで載

要である。そこで雅実における発イL消長,感 染時期およ

び仕fド段階に伴う感受性の推移を検討した さ らに栄齢

と発病との関係, またなえにおける発病の,可
ム
,と性について

も接種により校i対した

1)果 実における発生消長

72 -

材料および方法
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2000～2003年の 4か 年,県 南果樹研究センター内同

場の
な
っがる
'(台
木 :M.9,2000年 おける樹齢 :26年)

3樹 を供試した 供 試樹は毎年同一樹を用い,い ずれの

年も開花前まで一般防除待理し,そ れ以降無防除とした

6月 に句から収穫期の 9月 L句 までの期間,約 10日間隔

で 1樹から50衆 (合計 150果)を 無作為に選び,発 病呆

率をJHT査した4

結  果

来実における発生消長は第9田 に示した

果突における自然すS病は6)j下句または7)j li4げから

みられ,そ の後急激に発病果率が高まり,8月 上旬では

ほぼ/Th果が発病した

引
1  刊  1  朝 1 引

第9図  リ ンゴ
.つ
がる
'果
実における黒点病の

発J:消長

試験場所 :りit南呆樹研究センタード1場

2)果 実の感染時期

材料および方法

1997年 に畑作凶芸試験場 (現県南果樹研究センター)

内回場.1999年 と2000年 に't南呆樹研究センター内□

場において,tつがる
.果
実 (台木IM 26.樹締:18～ 21年 )

を供試して,被 袋除袋法,す なわち落花問もない呆実を

一斉に紋袋して病原菌の侵人を防ぎ,袋 を
一定期間除い

て病原内を侵入させた後, 再び被袋する方法により感染

時期を検討した な お,リ ンゴ果実の生育段階は
.お、じ
'

の落花後|]数で示した.

試験 111997句 15)j22日 (落花 411後 ).]|て 1樹 を

供試し,1樹 から無作るに選んだ 100果 をハ トロン紙袋

で被覆した.第 30友 に示したように,5)j22Hか ら7

月 7日 (落花 50H後 )ま での期間. 5日 間 (ただし 1

区は4日 問)袋 を除き果実を露出させた後再び被袋した.

9)JlHに 落下呆実を除く全衆について発病調査した

対照として,試 験期間を通して呆実を被覆したlXと露出

した区を設けた な お試験回場は5月 7日 (開花庄前頃)

まで 一般防除待理し,7)17日 以降全果から袋を除き再

び 一般防1冷管理した

試験 2:1999年 5月 24日 (落花 4日 後), llX l樹 を

供試し,1樹 から魚【作んに選んだ50呆 をハ トロン紙製袋

で被覆した 7月 9H(落 花 50H後 )に 袋を除き, 8)J

2511(落 花 97日 後)に 供試呆実のうち30果 を無作るに

選び発病調査した 対 Htとして,試 験期間を迎して呆実

を露出したLXを設けた。なお試験圃場は5月 10日 (開花

1す前頃)ま で一般防除管理し,そ れ以降は無防除とした。

奄

病

果

■

％

第30表  リ ンゴ
.つ
がる
'来
実のイli育段階とAl点病感染との関係″(1997年)

呆実の露出期問

IX 調査呆数  発 病呆率

(価)   (° l j )

1呆当たりの
｀
F均病斑教)j  H    'ふ じ

'の
落花後

|1数 ( H ) i

1

2

3

1

5

6

7

8

9

5,22～ 5.28

528 ～ 6 2

6 2 - 6 . 7

6 . 7～ 6 . 1 2

612 ～ 617

617 -622

622-627

627～ 7 2

7 2～ 7 7

4～ 1 0

10 ～ 15

15 ～ 20

20 ～ 25

25～  30

30～ 35

35～ 40

40～  ‐15

45～ 50

93

83

89

88

91

76

76

85

84

957

100

100

886

769

842

80.3

69,4

643

170

621

841

178

7 . 4

9 5

6 0

3 1

6 . 5

10

11

令)り」PL 3 9校枝

全期PH T露出

86

100

779

100

5 0

580

試験場所 :りlt高果樹研究センターllh‐l場 すS病調企 19月 1口

は、じ
'の
落花 H:5月 18日.
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試験 312000年 5月 25H(落 花 lH前 ), 1区 1樹 を

供試し, 1樹 から魚【作為に選んだ 50果 をハ トロン紙製袋

で被複した 第 32災 に示したように,5月 25日 (落花

lH前 )か ら8)j31日 (落花 97日 後)ま での川問,10

H岡 (ただし1区 は 11日間, 8区 は 27HドU)袋 を除き

果究を露出させた後1呼び被袋した.8)J31口 に供試果究

のうち30来 を無作為に選び発病調介した.対 照として,

試験期PHTを通して果究を被校したlXと蘇出した区を設け

た な お試験同場は5月 1l H(開 花直前)ま で一般防除

管興し,そ れ以降は無防除とした

結  果

試験 1:1997年 における呆実の仕育段階と感染との関

係は第 30共 に示した

試験期FHlを通してtrt媛した対月({の米実でも確微な発病

がみられたが,落 花 4日 後から25H後 までの)U」岡に解出

した各|えの発病果率が高く, 1呆 当たりの♪r均病所数も

多かった.特 に落花 10H後 ～ 15「1後および落花 15日後

～ 2011後に解出した|えの発病果率が高く,1果 当たりの

｀
r均病加数も著しく多かった.

試験 2:1999イ|二における呆実の′L育段階と感染との関

係は第 31共に示した

落花 50「1後から落花 97日後まで露出した来実は 発

病果率が被校IXの10.O lltjに対して 100%であり, 1果 当た

りの平均病斑放も被複区に比べ明らかに多かった

試験 312000年 における米実の生育段階と感染との関

係は第 32衣に示した

試験期間を通して被覆した対照の呆実でも難微な発病

がみられたが,落 花 111前から落花 50日後までの期間に

解|liした各[ての発病果率が高く,1米 当たりの
｀
r均病斑

数も多った 特 に,落 花 10H後 ～ 20H後 に蘇出した区

第31表  リ ンゴ
`つ
がる
'呆
実の′1育段附とナ|二点病感染との関係Z(1999年 )

呆矢の露出丹ll判

|ス 調査果数  発 病呆率   1呆 キたりの

(1川)   (° ll)  平 均病)に放)J il    `お 、じ
'

11独y

の落花後

(日)

7.9 ～ 825

l i記期 1判t r t務

50～ 97 ０

　

０

100

10.0

34.0

0 1

i試験場所 :県南呆樹研究センター同場.発 病調介 :8月 25 H
.ふ
じ
・
の落花 H: 5月 20日

第32表  リ ンゴ
.つ
がる■呆実の′|1育段階と黒点病感染との関係Z(2000年 )

呆実の蕗出期間
ム　　ャ）≡^（一

`お、じ
'の
落花後

口数丁(口)

嗣介呆放  発 病呆キ

(4同)    (%)

果当た りの

均病斑数

1
｀
十月 | |

1

2

3

4

5

6

7

8

525 ～

6 5～

615 ～

625 ～

7 . 5～

715～

725 ～

8 4～

6 5

615

625

7 5

715

725

8 4

8 3 1

～ 10

10～ 20

20～  30

30 ～ 40

40～ 50

50～  60

60～  70

70 ～ 97

867

100

967

100

1 0 0

600

967

933

12.5

144.5

166

504

296

2 9

1 0 . 1

7 1

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

9

1 0

令川!問被覆

全ナリ」問蘇出

76.7

1 ( ) 0

3 5

2229

試験場所 :県1打果樹りF究センター同場.発 病調査 :8)J31口.
.お、じ
'の
落花 Fl:5月 26H.
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第3 3友 リ ンゴ
.つ
がる
'米
究の黒京抗感受性の推移″(1 9 9 9年)

|え 接石寝サ!l l  f椋 |十
1岳

花後 調命衆放

(個)

発塙果教 1衆 ちたりの

(llll) ｀|え均病斑教

接和
｀

524

6 4

623

7 7

４

一
Ｄ

４

８

9

8

8

1

9

8

8

4

1728

3824

3024

2368

対IFt(水) 521

試験場所 :4ti汚舛こ樹イリF究センター田場
・
マS、じ
'″
)落花 ||:5)12011

い rの う地 r分 用L株 oヽ22の分イli r懸湖液岐務按TT,9月 711発 病 p可介

第34災  リ ンゴ
1つ
がる
.果
|えの!ユt京航感受性の推杉/(20()()年)

IXl 接純 )111
ち、じ
'の
落花後

H放 ｀(H)

河H介米数

(1同)

すS病果数    1果 イた りの

(付H) ｀ r均病jxT教

Jえ汗Tl｀ 5 3 1

6 1 ( )

620

6 3 ( )

7 1 0

183

1373

776

353

166

1 0

8

10

10

10

9

8

10

10

10

対|“((水 )

Z試験場所 :県 1打米樹柳F究センター同場
｀ `ふじ
'の
落花 ||:5)J26H

｀
Wrの う他 十分離株No 22の分生 j■懸湖液ヅi務怯Ⅲl1 8り128H発 病 fフ可企

の発病米率が高く,1米 Hlたりの平均病斑数も格しく多

かった

3)果 実の感受性推移

材料および方法

県南果樹イリ「先センター内回場の
.つ
がる
'男
t究 (台木 :

M26.樹 齢 :夕)～ 22年 )を 供試し,病 原lfH tt lT法によ

り,こ実のは受
″M!の‖杉を検討した |卜rの う胞 r分離株

No 22をPDA｀r inFで培養して件た分イli rから!J可製した懸

,埼液 (51～ 59×  1〔)5/ml, Tween 20を 002%,木 力ll)

を核種源とした な お,リ ンゴカt実の′lt育段附iは
'お
、じ
・

の落花後回数でホした.

試験 1:1999年5月 2411(旅花4H後 )から7)j7il(落

花 48H後 )ま でのナ9Jド1,第 33交 に示したように 11～

19 HI門隔で分化手懸濁液を小なJ噴霧器を川いて.無 傷来

りこに噴霧按和した 接 種後は中澤 (1995)がリンゴすす

lll病の接極試験で行った方法.す なわち終甲水を合ませ

た脱脂綿で果1711を巻き,さ らに来柄を含む来実全体をア

ルミニウム抽で包む方法により出せキとした 5H後 に脱

脂和‖およびアルミニウム祐を除き,そ の後ただちにハ ト

ロン紙製袋で紋綾した 9)j711に 発病調査した な お

イナ【試米実は|'1然発病を避けるため,い ずれの果究も5月

24Hに ハ トロン紙製袋で被覆し,接 種正前に除袋した

各|え10米を供し,試 験ナリJI出j中の落 ド果実は調今から除い

た

試験 2:2000年 5)!31川 (棒花 5H後 )から7月 1011(落

花 4511後)ま での期間,第 31炎 に示したように 10Hご

とに分′li r懸濁液を無傷米実に岐霧接柾し,8月 28Hに

それぞれ発抗調介した。なお供試来実は5)J2511に ハ ト

ロン紙製袋で社枝し,抜 絶由:前に除袋 し,接 柾を行った

後lllびハ トロン紙製袋で被筏した 作 |え10果を供し,i武

験ナ9jl出j中の落 ド米実は嗣合から除いた

試験 3:200141:5'122H(落花 211後)から7)j19日 (落

花 6()|1後)ま で,「試験 2Jと 同様の方法で時刈J別に無

傷来究に噴霧牧TSITlし, 9月 10Hに 発病調査した。なお供

試果実は5月 2111にハ トロン紙製袋で被校し,接 純正前
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第35友 リ ンゴ
.つ
がる
・
呆実の黒点病感受性の推移Z( 2 0 0 1年)

区 接種)!H
.お、じ
'の
落花後

回数ド(田)

制今果数

(4 1 1 1 )

発病果数   1呆 当たりの

(lltl)  F`均病斑教

接梅｀ 5.22

5 3 ( )

6 1 1

619

7 5

719

100.0

2292

3221

3426

1804

620

2

10

22

30

46

60

10

9

7

10

10

7

ｎ
ｕ
　

ｎ
フ
　

，
′

　

ｎ
ｕ
　

ｎ
ｖ

　

，
ｒ

対月t(水 ) 5.22

Z試験場所 !,t南呆樹研究センターlnl場
】 .ふじ
'の
落花 H:5月 20H.

｀
半 rの う池 十分離株No 22の分イLr懸 濁液噴霧接柾,9)J1011発 病調査

に除袋し,接 TITlを行った後再びハ トロン紙製袋で被複し

た 各 区 10果 を供し, 試験川問中の落 ド呆実は調今から

除いた

結  果

試験 1:1999年 における呆究の感受γ卜の推移は第 33

友に小した

感受性科度は 1呆 Чたりの平均病斑数で1評lmlした 5

)J 24 11(ず体イと4 11後)か ら7メ1 7[|(ず各イと48 11イ左) ま

でのいずれのHサIUjに接使した果突も発病した 1衆 ポ1た

りの平均病斑数は6ナ14H(落 花 15H後 )に 接TITlした米

究がもっとも多く,そ の後順次減少したが,7)J711(落

花 48H後 )においても2368で あり,発病程度は高かった.

試験 2:2000年 における果実の感受性の雑杉は第 34

炎に示した

5)J3111(落 花 5H後 )か ら7月 10H(落 花 45H後 )

までのいずれの時ナ9jに接TFした米実も発病した 1呆 Hl

た りの｀r均病斑独は6)j10H(落 花 15H後 )に 接梅 し

た呆|えがもっとも多く,そ の後川H次減少した

試験 312001年 における米実の感受性の推杉は第35共

に示した

5)12211(落 花 2日 後)か ら7)119H(落 花 60「1後)

まで,い ずれの時ナ9jに接槌 した果実も発病した 1衆 ■

たりの｀F均抗斑独は5)J30H(落 花 10H後 )か ら6)j

1911(落 花 30H後 )ま でのサリJ問に接本張した米突で多く,

その後順次減少した

4)葉 の老若と発病

材料および方法

たにrの う胞 r分 離内 No 22を PDA平 面で培養 して

得た分生 rか ら嗣製 した懸濁液 (57× 1051同 ml,

Tween20を 0.02%添加)を 接TSI源とした.接 種布h物には

鉢れにえ 1年■
.ふ
じ
'(台
木 :マルバカイドウ)を 2樹 用

いた 2002年 7)J1611,樹のギ1年枝 1枝 を残して'」去し,

先端から10栄位までの栄の表真両面Tに分生子懸濁液をげi

霧接flTlした 風 乾後鉢令体をポリエチレン袋で覆い況=

とし, 711問☆内の股光 下 (24～29℃)に 保持した。そ

の後は,鉢 を無加'iたのガラス'ii空に移し待理した 対 照

の鉢には減内水を岐霧した

結  果

栄位と発病との関係は第36共 に示した

接TT約2か )J後の 9)J中旬から1'1然発病と同様の不iL

形,紫 褐色病斑を′|:じ,10,J li句では接和 した 20熊 の

すべてが発抗した 発 病栄は順次貴変して落葉し,10)!

ドイリではほとんどが落業した 新 梢先端から 10葉位まで

の熊について、柴位による発病たは認められなかった

5)枝 における発病の可能性

材料および方法

|卜rの う胞 r 分`離株 No 22をPDA｀rl白「で端養 して

得た分′li rから調 製 した懸湖液 (57× 105個/ml,

Tween20を 0 02tll添加)を 接純源とした 接 柾植物には

鉢札れえ 1年′L.ふ じ
'(台
木 :マルバカイドウ)を 2樹 川

いた 2002年 7)J16H,樹 の当年枝 1枝 を残 しで夢」去

し,先 端から米部までの枝と業に分′li r懸湖液を噴霧接

柾した (業では衣真ltl前Fに接TITj)肛t乾後,鉢 全体をポ

リエチレン袋で枝い油↓本とし, 7口 肥J室内の散光 ド (24

～ 29℃)に 保持した そ の後は,鉢 を無加,「乱のガラス温

4に 移し待川!し,4年 の 4月 3Hま で発病の有無を観祭

した 4月 3口 には接和枝の皮日を2mm角 に切り取 り,

70 tlllエタノールに5秒 問浅して脱気後,次 旺塩素陵ナ ト

リウム浴液 (有効焔素合社 l ll13)で10秒問表而殺菌した.

さらに減i対水で 2卜J洗浄, クリーンベンチ内で減内ろ紙
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リンゴ当年枝 Lの栄位 とIR点病発病 との関係″

発 病  科  度 ｀

鉢No 制 合月H

(月H )

↑
　
１

先端)

2

栄 (基部 → )

8     9     10

No l 9  11

9  14

1 0  2

10  16

1 0  3 1

1 1  1 3

十    十

■十十  十 +十

■十十  十 十+

十十十  十 十十

++十   十 十十

十     一     十

■十十     十     十

十十十   十 十 +  十 十十

十十十   十 十十   十 十十

十十十   十 十十   十 +十

十■ +     十

十十 +    十 十

十十+   十 十十

十十 +   + 十 十

+     一      十

十 +   十 十     十

十十 +  十 十十    十 十

十十 +  十 十十   十 十十

■十十   ■ 十十   十 ■十

No.2 9  11

9  14

1 0  2

10 16

10  31

11  13

十     十

十    十 十

キ  十 十十

十+ 十   十 十十

十十十  十 十十

十 十    +

十十十     +

+ 十 十    十 +

十十十   十 十 +

十     +     +

十十   十 十 +    十

十十十   十 十十   +十 十

十十十   十 十 +  十 十十

+     十      一

+     十      十

十     十      +

十十   十 十 +   十 十

■十+  十 十十   十 十 キ

鉢植え
'お、じ
'樹
を供試し.2 0 0 2年7 ) J 1 6 1 1単rの う胞 fi分離株No 2 2の分4t  r懸湖ヤ1噴霧接使

イS病科度 ― :発病なし,十 :発病初期 (不llモ形4紫 褐色病斑を4tじている),十十:監変,

十十十:落栄

第37災  リ ンゴ黒点病内接柿リンゴ枝の皮||からの糸状内の分朗t試験結果Z

分離皮 H放 (41Hl)

供試皮 |1放 (4111)

1上ヽデ!R坊埼1杓 その他の糸状商

″鉢植え
.ふ
じ
'樹
のち年lj4を供試し,20 0 2年7) j 1 6 H Iとrのう地 r分閉1株No 2 2の分化子懸

,鮒ヤ々'貴霧す安干l・・ キ!20034:4)iに クト由‖

liに立べ 50～ 60分 問迪ぷtして風乾させた後,PDA｀ rlnF

に置床し,20℃ ,時 点1ドで 7111町ナキ養した。供試皮 H数

は 1樹 20/111(合i汁101P)と した 対 照の外には減内水

を噴霧した

結  果

接TTl葉はいずれも接純約 3か )jまでに発病したが,枝

では接柾約 9か 月後の4)1311に おいてもまったく発病

がみられなかった ま た接和枝の皮Hか らリンゴlil点病

菌は分離されなかった (第37友 )

6)考   察

リンゴ押、1点病菌に対する衆実の感染時期を
'つ
がる
'

呆実で被袋除袋法により検討した 1997年 および 2000

41の試験において,試 験期間を通して被校した対照の果

実でも旺微な発病がみられたので,感 染時期の詳細を明

らかにできなかった.し かし19 9 7年には
`お
、じ
'の
落花

41 1後 {5 ) 1 2 2 1 1 )か ら
1ふ
じ
・
の落花 25 1 1後 (6月

12 H )ま での期1期に露出した作区,2 0 0 0年には
`ふ
じ
・

の落花 11 1前 (5 ' 1 2 5 H )か ら
'お
、じ
'の
落花 50日後 (7

) j 1 5 1 1 )までのナリj門に露ILした作区のケS抗果率が明らか

に高く,1呆 ド1たりの平均病》t独も多かった 特 に両年

とも `お、じ
°
の株花 10 1 1後～20 H後 (1 9 9 7年: 5月 28

1 1～6月 7H , 2 0 0 0年 : 6月 5H～ 6月 15日)に 解出し

た「えで発病呆■が高く,1呆 当たりの平均病斑数も著し

く多かった し たがって呆実の感染は落花PH Dもないころ

から
'お、じ
'の
落花 50 [ 1後頃までが多く,特 に

'お、じ
'の

落花 10 H後 ～20卜1後が激しいと考えられる ま た 19 9 9

年の試験で,`ふ じ
'の
落花 50 H後 (7 ) j 9卜1 )か ら

・
お、



札 サ|:リ ンゴ押1点Jlllの発ノli′li態と防除法に1対するコi究

じ
'の
落花 97H後 (8ナ12511)に 解出した呆究が発抗し

たので..お、じ
'の
落イと50H後 以降も,t実感染が起こる

と考えられる 1950年 代に古森メltりんご試験場で行われ

た
。
ネ||ド
'切
t究の試験では4感染は落イと問もないころ (5

)!卜|〕ドイU)か ら始まり,落花 10 H ttUi～3011後頃が多く,

その後 7月 末頃まで統くことが|り!らかにされており (ドr

森りitりんご試験場Hrt和29年 度米務午服 il!J‖rt和130年 度

業務年村iti可‖rf和31年 度業務年‖t i llJ‖r抑i33年 度業務

午村ii問 ‖11和34年 度来務年判t). つ`がる
'を
)ljいたケ111

の試験結果もほぼ同様であった

雅|すこのF十:育に伴う||、1点病感受性の粧移は
・
つがる
・
】t

突を供試し,病 巧〔内接続法により校fJした 19991:お よ

び 2000年 では1'お、じ
。
の落花 1511後 (1999年 :6)1

4H,2000イ |::6)」 10H)に 接和 した区で 1米
H4たり

の平均病斑数がもっとも多く,そ の後
.ふ
じ
｀
の落花 +5

H後 ピtまで川Fi次減少した ま た 20()111では 1,t H4たりの

｀
r均病斑敦は

｀
お、じ
'の
落花 1011後 ～3011後 (5川 30

il～6)j1911)が 多く。その後川取次減少したが, .ャS、じ
・

の落花 6()|1後 (7)」 1911)で も発病がみられた し た

がって 1999～ 2001 1lσ)3か イ|:σ)押F】tから, ハ`、じ
' の
落

花 1( ) H後頃～ 30 H後 吹 (5 ) jド句～ 6) J中 ド句)の 感

受″門÷が高くその後川Rt t l l Rドするが 'マS、じ
'の
落花 60 H

後町1( 7ナJ中旬)に おいても■度はll tいが感受14 :が竹tた

れていると考えられる

リンゴナ!、そ点病1対の+1人|‖1サ「は気イしである リ ンゴ!1、1点

病由と同様に気イし侵入するリンゴ米ヴこ病十の茄原内に愉

紋サ内由夕,力〕つッ′?βび′̀′て力)r力,t r t“′がある 'こ形 (2 0 0 4 )は付i

島りitにおける輪紋病のイリF究において,米 究の感受
″
門|は6

～ 7) !が高く,そ の後果実の生fドに1卜`い低 ドすることを

明らかにした。この原因として,6 ) ! l i句 頃まではイし辺

細地は開閉機能を行するため病原内の役人が内雌であり4

6～ 7月 は開開J機能を失い果点としていHHし たままの状

態にあり, この開H‖;から容易に病万〔1笥が佐人できるが.

その後は果究の肥人に伴い果点がコルク化し朱がれた状

態となるためll lび使入が14 H難になると考容した リ ンゴ

押、1デI病においても,輪 枝病と|, J様に,こ点がコルク化し朱

がれた状態では病原商の使人は困難であると考えられる.

しかしリンゴ黒点病は,輸 紋病の感受性の推杉と共なり,

5 ) Jド4け頃から6) J中イリ頃 ばお、じ
'の
落花 10 1 1後頃か

ら30 1 1後頃)の 感受性が高く6月 下句頃以降ll tドする

6り」木から7月 末においては,来 究の気孔は開F■l機能が

失われ呆京として開||したままの状態であり1病 原内は

容易に来実に侵人できるはずであるが,実 際は黒点茄に

対してむしろ果実の感受性はll tドした し たがってリン

ゴ黒点病に刈する果実の感受性は、気丁しの開問機能だけ

で説明することはできない

気孔侵入を行う病原商にはイ」若器を形成しないで発芽

管がイし辺細胞近くにくると気イし内部へと向きを変え侵人

するものと,付 4Yl器をナレ成してそこから気イしへと使入す

るものとがある 付 杵器を,レ成しないで中に発オ待が方

向を変えて気イしをくぐり抜ける病原内は気イしが「4Hじてい

るときは住人できないが4付 杵器を形成して償人する病

原内は付持器から|IⅢた俊入内糸が閉じた気孔をこじ「Hけ

るように佐入するといわれている (奥,1995)Suttoll('′

`r′(1987)はリンゴ!キ点病内の こェ7,ァ7●7/つッθ′力〃″'1!分/lt r

を熊に1安Tlrlした結果,約 5011の分rL rにおいて,気 イしli

に仲ltした発ガt倍の先端に付杵器様構造を生じ,住 人す

ることを報1lFしている 愉 紋病1対のリンゴ呆実への使入

は気イしの開朋Jtttとに依作するが,!R点 病由は付ホ器様fL

造を形成し俊人内糸により気イしをこじあけて使入すると

すれは4愉 紋病肉ほどなtイしの開げ」機能に依存しないのか

もしれない ま た SuttOnごrα′は cw′′̀みで,ッ̀ ,/,′′′7?型ク」N/1:

rを抜柿した栄では英締1出1に発病の進いはみられなかっ

たことを服tiFしたが,本 切F究でも卜J様の結果を得た こ

のことからも!!1点病由においては,俊 人は気イしの開閉機

能に大きく依||しないのかもしれない

れj111(1972)は
.ホ
Lド の JOnathan spotなど斑点性イli

PH峠■に対するカルシウム化令物の散布効果の検fもにお

いて,CaC12お よびイf灰乳は11メ、〔抗のケS仕 を離減するこ

とを|り!らかにして このア性|||としてカルシウムが,こ,支を強

化し病原lTHの住人を出|111するためではないかと考祭して

いる 6)j木 から7)1末においては, 労t実は′|モ行にイ半う

米皮構造の変化により,1、1点病 1対の俊人を‖tiにしているこ

とも考えられる こ れらの点は今後の検討課題としたい

モ前け (1915)は'1、1点病の本え茄1状について, 1年 ′lt枝の

先端部付近において気イしおよび水イしキトが縦校に不規則な

褐色の化災を′|をじ】11皮状となり村iケじすると報liFしている

しかし今卜可鉢村!え1年 lt.お、じ
'樹
を用いて行った接布1

試験では・業はマド坊にイさ病したが校の発病は観祭できな

かった さ らに,接 和枝の皮 ||からは何 ら病原内を分南‖

できなかった 前 述のように (「田-1 病 徴J).本 病

多発の‖瑚場において モ洲iが報キ
liした枝vlXl llliが観容できな

かったことからも,リ ンゴ枝が黒点病肉により発病する

Hr能′M:はllRいと考えられる

7Jリ ンゴ品種の感受性と宿主範囲
1 )リ ン ゴ

リンゴ黒点病は ` I Hだ, `ホIH i ' , . l l l l +ギ. 4手に `紅Jこ
1

で発′liしやす く,.机
'で
すS生 しにくく (「:浦,1915),

また新しい占1lfflでは
｀
つがる
°
で発′|をしやすい (新谷ら,

1997)本 試験では1朝場での自然発病および接和による発

病状!)との調合により,掟 近のi要 品Trlについて感受性の

た,|を校:討した

(1)自 然発病

材料および方法

2001年,2003イliおよび2004年の 3か 年,県 南呆樹F研



lr煤メit捜林総合1り,究センターリんご試験場研究机ドi 第 3+け (2006)

究センター内同場の
・
降奥
',`つ
がる
°
.`れにt【
',`ジ
ョ

ナゴールド
・
,・ 1二林
'v`ふ
じ
・
。
.北
十`,・.'ス ターキング

デリシャス
'お
よび
｀
国光
°
の 9品 柿 (台木 :M26)に

ついて,衆 ヴこにおける自然発病の状況を調介した

2001イ|::1占IⅢ極 7樹 (樹齢 :4年 )を 供試し,落 花ドt

後頃から落花 45日後頃までを無防除とし,そ れ以外の時

期は ^般の防除待plを行った 8)J22H～ 9)j6Hに 供

試樹に若果する全果を採取し発抗調イドした

ス滑2年 :1赫 和 6樹 (樹齢 :5年 )を 供試し,落 花ドr

後頃から落花 60「1後頃までを1【防除とし、それ以外の‖、十

期は 般ヽの防除付Pはを行った 8)122H～ 9)J2Hに 待

品槌 90呆 (.1可光
' は
36米)を 採lRしケS病調合した.

2004年 il品 純 2樹 (樹齢 :7年 )を 供試し,落 花ド|

後頃から落花 60H後 頃までを無防除とし,そ れ以外の時

期は ‐般の防除待理を行った とつがる
'は
9)113H,

それ以外の淋位は 10)J8Hに 作品ft 30衆を採取し発病

調査した

結  果

同場における作品TTlの自然発病状ルこは第 38友～第40

共に示した

供試したいずれの品!1槌も発病 した 作 品前の発抗呆キ

および 1舛tヽたりの｀1え均病斑数を
'ネ
に正
'と
比較した

2001イ|二:発病来卒は
・
性兜
'お
よび
.つ
がる
1が .ネ
に

ば よ り高く, さジョナゴールド
' が
ほぼ同等,11林

・

および
.お
、じ
'が
低く, 'ス ターキングデリシャス

'が
著

しく低かった 1米 メ4た りの
｀
r均病斑数も

｀
降奥
'お
よ

び
.つ
がる
・
が
.ネ
にに
' よ
り多く,.ジ ョナゴールド

・
が

ほぼ1司特, ■ :林
'お
よび
'お
、じ
'が
少なく, `ス ターキ

ングデリシャス
'力 S法iしく少なかった

20幌 午 :発病果率は
な
降典
・
, つ`がる

'お
よび
・
ジョ

ナゴールドが
'紅
|ド と 同等,・!L林

',あ
、じ
', t北ギド,

.1可
光
'お
よび
`ス
ターキングデリシャス

'が
低かった

1果 ｀考たりの r`均 病けに数は
'降
奥
'お
よび
・
つがる
・
が

.紅
iば よ り多く, `ジ ョナゴールド

'お
よび
.■
林
・
が

ほぼ卜可等,`お、じ
'お
よび
。
北汁
'が
少なく, `に1光

'お

よび
.ス
ターキングデリシャス

・
が幣しく少なかった

2004111発 病果■は 降奥■
`つ
がる
。
および
`ジ
ョナゴー

ルト
'力 S`紅 ド と ほぼ同件,・お、じ

', ・
北 +'.■ 司光

'

第38友 同 場″におけるリンゴナit点病ド1然発病状,兄(2001年)

ll和 湖企衆教 (lllll) 発病来4(° ll) 1呆 Чた りの
｀
|え均病JAT教

性奥

つがる

ジョナゴール ド

なこ|に

11林

お、じ

スターキングデリシャス

|;2

23

1 0 0

122

120

95

44

1 0 0

()57

870

902

767

()56

1 3 6

16忠

142

7 8

8 7

5 9

3 2

0 . 4

″メit南来棚研究センターIH場

第39災 lH‐場/におけるリンゴ!よ!点病ド1然発病】太況 (2002年)

ri占呑碇 調査米数 (llltl) 発病衆■ (llll) 1果 Ⅲ4たりの
｀
F均病斑放

降奥

つがる

ジョナゴールト

ホLill
:千i林

お、じ

北十

同光

スターキングデリシャス

９０

側

９０

９０

釣

９０

側

３６

９０

978

100

989

989

922

93.3

9 1 1

778

678

181

191

111

l  L 7

1 0 1 )

7 9

6 5

2 5

1 7

Z県 南果樹研究センター団場

79-



荒 )「:リンゴ|‖、1点4 AJの発′L′liはと防除法に増する1)「究

第40災 ‖】場″におけるリンゴすよ点病 向然発病状7)と(2004年)

∴占不仁 JH谷力t及 (¶1)  イ S病 力t'■(ヤ)) 1労 t ち`たりの｀r均抗力[数

性奥         3 0

つがる          3 0

ジョナゴール ド      30

ネli I

お、じ

北十

同光         30

スターキングデリシャス       30

I S t )

30

30

1 0 0

1 0 0

1 0 ( )

967

867

767

700

600

1 3 0

1 8 0

8 2

1 7 6

5 1

2 9

3 6

1 7

″メ:t南衆樹研究センター田場

および
`ス
ターキングデリシャス

'が
llRかった 1米 H4   綾 し,按 純ば前に除袋し,按 梅を行った後再ひハ トロン

たりの｀r均病斑教は
.性
奥 お よび

.つ
がる
'が
 ホにド   紙 製袋で技麓した 作 品fT 10カtを供し,試 験刑J問中の落

とほぼ同等,・ジョナゴールド
・
および
`お
、じ
・
が少なく,   ド 米究は調介から除いた

.北
汁
',.lq光'お

よび
.ス
ターキングデリシャス

'が
落    結   果

しく少なかった                       接 T・|に よる作品liTITlの発病状況は第41友および第 42次

(2)接 種による発病                  に 示した

材料および方法             作 品IⅢTffの1月t Hlたりの平均病斑数を
'紅
ド と比較した

2()()2イ|二および 2003年に,そ れぞれ県南果樹F亨「究セン    2()02年 :供試したいずれの市植も発病した.1米 卜14た

ター内lH31場の 8市 TITlおよびりんご試験場藤崎同場 (1打沖   り の
｀
r均病斑放は

'つ
がる
',・
木希ライフ

'お
よび
!ジ
ョ

昨州t藤崎川r)の 7品 TSを供試した W子 のう地 14分離内   ナ ゴールド
・
力S・ネ「ド よ りやや少なく, 北` +1,.千秋

'v

oヽ 22を PI)A r`山で培差して得た分′li rからJ朝製した懸   ・ |!林
'お
よび 右、じ

'カ
サ:しく少なかった

湖液 (58～ 59× 105 1H ml,′rwecn20を 002%添 加)   2003年 :。IH光
'を
除き,供 試したいずれの品和も発

を接種源とした 2002年 6ナ]1411に小片!げi務器を用い   病 した 1米 H4たりの平均病斑数は
`あ
お り13'が

・
ネ「

て無傷米実に分11「懸濁液をげ〔霧接和し, 9)12Hに 発   ド  と 卜J年1 フ`S、じ
',`あ
おり9■

.企
えと
'お
よび
.ス
ター

病嗣介した ま た2003年7)j l 11に1lJ様の方法で接和し,   キ ングデリシャス
'が
少なかった

9)j2Hに 発病嗣介した 20()2イliおよび 2003年のいず

れも,供 試呆実は接TS約 1か サ1前にハ トロン紙製袋で被

第41友  リ ンゴ黒京病1対接和による品!,TTの発病状況/t2002年 )

占占汗t

核 Tlrl 力【接和

調査米放  すS病呆独  1呆 11たりの  前 介坊t牧  サS病米放  1果 ち`たりの

(佃)   t  l l h l ) r`均抗'「数     ( l H )    (側 )｀ r均病斑教

紅
‐に         9     9     9 1 2       1 0      0     0

つがる             9        9        3 ( ) 3           9        ( )      0

木希ライフ       9      8      2 5 1       1 0      0     0

ジョナゴール ド    9     9     1 1 7       8      1     2 . 3

Jヒ!+                  8         8          65            10          0        0

T‐わ(                  7         7          59             8          0        0

1 :林         7     ( 4      5 9       1 0      0     0

′S、じ          1 0      8       5 ( )        9       0     0

/6)J1411い rの う地r分聞tttNo 22の分′Lr懸 湖液llFt霧接梅,9)J211発 病調介
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第112表 リンゴ熙点塙内接種による品植のイS病状況Z(2003年 )

接 T F l 無接THT

Hh本豊
前介果牧  発 病果独

( l r l )    (個 )

1米Hlたりの
｀
r均病弦[放

湖命夕t独

(個)

発病夕t独  1呆 ちたりの

(41 H ) F`均抗ll t数

あおり13

紅 に

お、じ

あおり9

金)止

スターキングデリシャス

IJ光

1 0

10

10

9

10

10

1 0

10

8

6

3

2

2

0

1 4 1

1 2 6

0 7

0 6

0 6

0 2

0

10

10

10

10

10

1 0

1 0

0

0

0

0

0

()

()

0

0

0

0

0

0

0

/7)3411い rの う地■分朗tttNo 22の分イli r懸濁液1岐務4災T・|・ 9)J21J発 病p村企

2)共 通宿主

1タンこデ!、!デ|「ツ西十杓riム̀̀ パ″77`で′k'〃̀ヮ`'″"σ)4'i liは, オ)が卜|

ではリンゴ以外で明らかにされていない

1990年に八,F市および t,「州̀ 名川田j(現 二)「那南‖̀川J^)

の農家 セ イヨウナ シ (P、ッャ1ド(ω″″?′1/7ホL varド`rr,)コdc

Candolle)卜‖場の
・
ゼネラル ・レクラーク

'米
究にすR色

小歩L点)i:状が発生した ま た,1999年 には県1打果樹イ,F究

センター内H引場のエホンナシ (′ち7ャぃ針,力″Rehdcrドar

αィ′r`ィItehdcr).■水
・
米実に,2000年 には阿センター内

1南1場のマルメロ ((Ⅲ cFl,″′αθわわ″(。Mller).Tl米純
'衆
実

およびカリン ((・ん″仰打)〃で′い け″口7 1ヽ Kヽoehnc)果 実に共

色小斑点症状が発仕した こ れらllh物の舛t実の'F点キトか

らは,高 率に (17,′,`力リッο戸力″'属内が分聞|された さ らに

1999～2002イ|:の5月 に,井t高来樹研究センター内1甫1場

においてこれら植物の越冬落央 11にVltリッカαりで′rtr属内

の偽子のう般を観察し,病 原内はいずれもリンゴ押、1京病

1粕と1可本であることを明らかにした 本 項では各為代物に

おける病徴,病 原商の形態,特 於性質,交 !止接TITl試験な

どについてキじ述する

111 各種宿主における病徴

a セ イヨウナシ

1998～ 2000年の 3か 年にわたって.メ「t南米樹イリi究セ

ンター内同場の
・
ゼネラル ・レクラーク

1お
よび
.ラ・

フランス
'で
,米 実と葉のド1然発病病徴をJH企した 呆

実では, 7月 li中4」から果点を中″いとしたナ‖、1色の小jxl点

病斑が仕じ,こ のり西jllは収穫期に ろ (ゼネラル・レクラー

ク :9)」 ド句,ラ ・フランス :1())l1414J)には大きさ 0.5

～ 3 nlm4やや円み・周囲が濃緑色を上した .ラ 。フラ

ンス
'で
はかさぶた状のものも多かった (1文1版12A・B)

病斑部の力と肉は褐変していたが,こ の十卜分から腐敗する

ことはなかった 業 では, 8サ1中下イリから大きさ05～ 3

mmの 不 ||モ形,紫 褐色～!it褐色の病斑を′liじ。しばしば

癒合して人'11の病jxlセなり,‖十に灰褐色の壊死を伴って

いた 病 jxTは栄縁に多い傾向であった 冊 病葉はやがて

い【化し落 ドした (田版 12C,D)な お ゼネラル・レクラー

ク
'お
よび
.ラ・フランス

'の
ほか,さシルバーベル

',tバ ー

トレッド .・フレミッシュ ・ビューティ
・
,.プ レコース

'

でも発′Lを確認している

b ニ ホンナシ

20111)年に,メ「t尚果棚研究センター内い1場の
.十
水
'で
,

米突の|′1然発病病徴を調介した.7)Jド イUか ら衆点を中

″じヽとした0卜げ〔大,!!二色の小斑点病け「が′Lじ, 】又穫副1の9

)↓ド句には針頭人.情 線色病》|となった は1版14A)病

,〔キいの,t内はわずかに褐変していたが,こ の部分から腐

敗することはなかった な お柴の発病はみられなかった

c  マ ル メ ロ

蟹X)1 liおよび 2(Ю2年 に,り〔t南果樹研究センター内回

場のマルメロ .冶i米TITl'で,衆 究と業の向然発病病徴を

耐介した 呆 究では 7ナ lド句から針頭大,II!色の小加

点病斑が仕じ,や がてこれらは病合し,収 稚州Jの 10月

ド句には大きさ 1～ 5mmの やや||||んだ不11二)レ,時 緑色

航功:となった (田版 13A,B)病 llr部の呆肉は褐変して

いたが,こ の部分から腐敗することはなかった 栄 では,

8)1!11ド句から大きさ 1～ 6 nlmの不JI形,紫 褐色～ナ!、1

褐色の抗lltを/1じてしばしば姑合して大型の抗jjlとなっ

た はlhlt 13C)11月!|!句には柴脈にレHまれた 1～ 3mm

の角形,紫 褐色病》iもみられた 椎 茄求はやがて止化し

落 ドした な お
・
在米構
.の
ほか, ・スミルナ

て
および

'か
おり
'で
も発イ|セ確i認している

d カ リン

2003イliに,県 前,tttlll究センター内団場で,呆 実の白

然発病病徴を調介した 7)lド 句から呆点を中心とした

,1頭人,押二色の小斑点病lXrがliじゃ収牲期の 11月中旬に

は大きさ05～ 2 nlmの‖古緑色病斑となった (図1版14D)



荒 井 :リ ンゴナit,!〔llljの発′lt■態と防除法に1州する1,F究

病斑部の果肉はわずかに褐変していたが,こ の用t分から

腐敗することはなかった な お業の発病はみられなかっ

た

(2)各 種宿主からの分離菌

材料および方法

県市衆樹研究センター内‖州場のセイヨウナシ,ニ ホンナ

シ,マ ルメロおよびカリン米究 11の病斑剤̀を2mm角 に

L/Jり取 り,70 0tlエタノールに5秒 問浅して脱気後,次 用i

塩素駿ナ トリウム溶液 (有効塩素含社 l Dll)で10秒門炎

間殺由した さ らに減菌水で 2 LJ洗浄,ク リーンベンチ

内で減内ろ紙 上に並べ 30～ 60分 問迎瓶tしてht陀させた

後,PI)A｀r面に置床 した 20で ,暗 黒 ドで帯養後, 菌批

Lに′|モじた0'力″CF/b″ω"″P ltl分生子塊を減菌水に懸湖し,

これをPDA平 1白Fにな布した 20で ,情 押、1下で 24時 間時

養後,発 オした分■ rを販微鏡 ドでい胞 子分離し,分 離

内を得た ま たセイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロお

よびカリン越冬冊塙洛束 Lに′|をじた 14でい″れ口ご〃J属 由

偽 rの う殻から子のう胞 rを 単胞 r分 朗tし,分 離1莉を得

た

結  果

各種札h物からの分離内とそのlil来は第43災に示した

セイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリン果

実のいずれの病斑部からも,高 キに cド″″・Frっッrll力″7属内

が分離された ま た.越 冬落策 Lの 十るrの う般に形成さ

れた rの う地 rの 準地 十分離菌はすべて●ヤ′7t/7りwっr力″′

属内であった

(3)病 原菌の培養性質

材料および方法

セイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリン越

冬落栄 上からそれぞれ得たい rの う胞 子分離株 N028,

No44,No 60お よび No 70を供試 した い ずれも発芽lドt

第43友  各 梅llbttZからの分離内とそのili来

後の単分」trを 杉杓H源とし,PDA｀ r画の中央部に移植し,

20での時黒 卜で培養しよキ養性状を観祭した。また各供試

分離株の内叢生育,ii度をり1らかにするため,Pl)A｀r画

の中央キトに各分離株の発芽1成後の|キ分化子を移植し4そ

れぞれ 0～ 35℃の情'I ドヽで 3011問培養後,商 叢の1“作

を計測した 比 較のため,リ ンゴ早点病内のと子のう胞

r分 朗t株No 22を用いた 試 験は 11江5シ ャーレを用い,

結果は平均T[で示した

結  果

いずれの分劇i株もPDA平 lni,20で,情 ナ上下で,は じめ

淡褐色,,i予性の菌叢を′|:じた 内 携はやがて中央調Sにし

わのある,灰 色から黒色のフェルト状に変化した

分聞ttt No 281 oヽ44,N060お よび N070に おける内

叢イli市と温度との関係は第44次 に示した 商 能41!市は

No28,No60お よ び No7()が 0～ 30℃ ,NO.44が 0～

25℃でみられ、適温はいずれの分用t株も20～ 25℃であっ

た

(4)病 原菌の形態

材料および方法

県南果村切「究センター内同場のセイヨウナシ,ニ ホン

ナシ,マ ルメロおよびカリン越冬梶病落東から,そ れぞ

れ偽 rの う般を■じている部分の徒手切片を作 り,水 に

対入して)ヒ学顕微鏡 ドで病原内の形態を観祭した |る子

のう殻.rの うおよび Fいのう胞 rは 水封人プレパラート

を作製し,そ れぞれ 50側 について大きさを計測した

また,セ イヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリ

ンの冊病呆究からの利[織分離内 (No131 No33,No.+7,

No 55)お よび越冬落熊 |をから得たil rムのう胞子分離内

(No 28,Noす4!1,N060,No70)に ついて,そ れぞれ 1)1)A

培養によりF■じた分生子の形態を観祭した 分 仕 rの 人

きさはそれぞれ 5011Rについて計測した。

分離菌株 イ舌上れにキ勿 占占Ⅲl 分 離  源 分離年テl

No 13

No 28

N0 30

N0 33

No 43

No 44

No. 17

No 60

No 61

No. 55

No 70

セ イヨウナ シ

エホ ンナ シ

マ ルメロ

カ リン

フ ・フランス

ヤ水

冶:米純

米実病斑 (和1縦分離)

と沖r¢)ぅぉ包r
i卜rσ)ぅ」色r‐

雅ヴこ抗斑 (和[織分闘1)

|卜rの う胞ど子

W子 のう胞 r

呆究病斑 (和t織分離)

!卜子のう地 千

i卜rの うlllL千

果実病斑 (組織分離)

|ドrの う胞 r

1998.10

1999 5

1999 5

1999 7

2000 5

2000 5

2000 9

2001 5

2001 5

200010

2002 5

/いずれも県南呆樹研究センター内同場から採取

82 -―
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第1 4共 各 T・1杓h物| l i来の Ⅲh“, ,βれ′りで′わ属内 rの う地 rい 胞 十分離 1対の1 1育と】I i度との関係
″

1杓推ドt往 (mm)

対1止1支 (で)
セ イ ヨ ウ ナ シ

分離株No  2 8

ニホンナシ

分離株No 44

マルメロ

分離株 No 6 0

カリン     リ ンゴ

分離株No孤 ) !∴ 1点病 内 No 22

0

5

10

15

20

25

30

35

0 7

2 . 9

9 . 6

156

247

264

8 2

0

0 9

3 3

9 2

153

259

272

0

0

0 9

4 1

8 4

111

356

382

1 6

()

( ) 5

4 8

8 4

9 ( )

150

258

9 7

0

0 7

2 7

9 3

166

294

331

183

0

/ 1〕1 ) A r`山F ,岬伊!、1ドで30 1 1 1門特益

第15共 セ イヨウナシ、ニホンナシ、マルメロおよびカリン越冬‖1病絡栄11にノ|モじた十Ⅲoッれ″′ぜ′′“隅体il r j  rのう般ll t代の形態的オ子徴

内形態
七イヨウナシ

(本イリF究)

ニホンナシ

(本1けF究)

マルメロ

(イ(1サ|夕と)

カリン

(本イサ「先)

リンゴ

( 1ヽ1′ラィリア7 7メ|

リンゴ

棚仰幣を艦甘a問いm抑

偽 rの う般

イ在 (rr lll)

ltさ (μ lll)

,形態

色

rの う

大きさ (μ nl)

形態

色

rの う胞 r

大きさ (41 nl)

形態

村‖‖也放

色

60-125

(,0-123

球サレ～叫!球形

|lt色

36-66X思 -11

1!筒)レ～‖と株状

コ【色

1 5 - 2 5×| : - 5

長桁111形～勅't形

2J色

無色

6 3 - 1 1 0

53-113

球杉～1に球形

|!1色

3 6 - 5 ( )×9 - 1 2

円筒形～11と株】人

1〔色

16-26× 3-5

1こ桁11形～紡,モ形

21他

"【色

5 1 ! - 1 ( ) 5

60-125

球形～州i球形

! | !色

33-59× 8-12

1!術形～村せ株状

無色

1 6 - 2 7×3 - 5

長桁 !形～勅't形

2‖色

1〔色

67-123

79-125

球形～叫1球形

押(色

1 3ぷ- 5 )ヽ ×1 ) - 1 1

1筒|レー||せ株状

無色

17-2(;×|〕一‐15

k桁 1杉～紡,t形

21色

煎〔色

63-115

60-108

球サレ～州ijl(形

押t色

|〕6-57× 8-12

11筒'レ～料と1/「状

無色

15-28× 3-5

長怖円形～初'こ形

21色

コ【色

7 ( ) - 1 ( ) ( )

| |、t色

1 0 - 6 6×8 - 1 ( )

126-26(〕 ×28-42

2 J色

結  果

セイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリン越

冬惟病落栄 li(区1版12E,13D.14B,14E)に イliじた

vrl(ィ,w2/7θりで′rrr属内の偽 子のう殻 H【代の形態的特徴は第

45炎に示した ま た分離内の分/1rの形態的特徴は第46

表に示した

いずれのllh物においても,偽 rの う般は業のFj lnFの友

皮 ドにす叫と没して生じ,梓 イ|モまたはヽlt,黒 色,球 形～唱i

球形,頂 瑞に乳頭状のイし|]を行した 偽 子のう殻の行お

よび高さはそれぞれセイヨウナシが 60～ 125 μm,60～

123/rm,ニ ホンナシが 63～ 110 μm,53～ 113rイm,マ

ルメロが 53～ 1 0 5  μm , 6 0～ 1 2 5  r r m ,カリンが 67～

12 3  μm, 7 9～ 1 2 5  μmで あった r卜のうは般底より束41 ,

円筒形～柱株】太, 1夜 駐で,  rの うの大きさはセイヨウ

ナ シが 3 6～ 6 6× 8～ l l  rイI n ,ニ ホ ンナ シが 3 6～ 5 9×

9～ 1 2 / r m ,マ ルメロが 3 3～ 5 9× 8～ 1 2  μm ,カ リン

が 3 8～ 5 9× 9～ 1 1 / r mで,い ずれも8個 の子のう胞 r

を行していた rの う胞 子は,不 規則状 2列 に並んで■

じ,長 祐 1 l j形～紡鈍形,  まっす ぐ～やや湾出, 2細 胞,

隔性部でわずかにくびれ,無 色で,大 きさはセイヨウナ

シが 1 5～ 2 5× 3～ 5 1ィi n ,ニホンナシが 1 6～ 2 6× 3～

5 μm,マ ルメロが 16～ 27× 3～ 5 μm,カ リンが 17～

26× 3～ 451■11であった (図版 15A～ C,E,F,H～ 」,

L,M)

分朗t由の分′li rはぃずれ も●"″41r r,,″οrわ″,型,無 色,

糸状～IIl筒形, まっす ぐ～湾 Hlであ り,0～ 7隔 壁 また



荒 サト:リンゴ!i!点病の発′L生態と防除法に対する研究

第46友 各 種植物か らの分離菌 Cド′力みャ,wοrわ″型分生子の形態的特徴″

分  牛

分離祐 ii 内 株

大きさ (μm ) 隔駐敦

セイヨウナシ No 13

No.28

0 - 7

0 - 7

1 2 - 8 3× 1 5 - 3

1 2 - 7 4× 1 5 - 3

ニホンナシ No 33 H

N0 44｀

1 2 - 8 3× 2 5 - 4

1 2 - 7 6× 2  - 4

0 - 7

0 - 7

マ ル メロ No 47ド

No 60｀

1 1 - 8 3× 2  - 3 5

1 2 - 8 7× 1 5 - 4

0 - 7

0 - 7

カ リン No. 55 ド

No,70｀

0 - 7

0 - 6

8 - 7 6× 2  - 4

1 2 - 6 1× 2  - 3

Z PDA培地,20で ,H苫点1ドで 5～ 7Hド増培養
ド果実病斑からの対i織分離由
｀
い子のう胞 十分離内

は0～ 6隔 壁,大 きさが 8～ 87× 15～ 4/rmの 他川内

であった (図版 15D,(l,K.N)

以 l iの結果か ら,セ イヨウナ シ,ニ ホ ンナ シ,マ

ル メロお よびカリン liに生 じた病原 床Fはいずれ も

vr lて,て, ,″ヵ̀ィビ′で/′αァ,て,′7ガ( P a S s ) L i n d a u (ア ナ モ ル フ :

●7カ̀ れ,R790r力〃″F7r,'7'C BrOoks)と lrll定した

15)交 互接種試験

材料および方法

各植村1物から分郎tされた比 ァ,o″P,内株の病原性を確認

するため,果 実では県1打果樹研究センター内同場で接柿

試験を行い,束 では鉢為立え樹を用いて接純試験を行った.

いずれもPT)A培 養により′ltじた分イli rから制製した懸濁

液 (Twccn20を 002311添加1)を 接祉源とした

a セ イヨウナシ分離内

果実 :2()00イlt 6)J14,1511,セ イヨウナシ由|に子の

う胞 子分離株 No.28の 分生 r懸 出液 (5× 105個 /mi)

を
`ゼ
ネラル ・レクラーク

'お
よび
・
ラ・フランス

'の

魚【傷呆実に小型げi霧器を用いて噴霧接柿した ま たリン

ゴに対する病原γLも確認するため, .お、じ
'の
無傷果実に

も分生子懸濁液を噴霧接和した セ イヨウナシは8)j29

H,リ ンゴは9ナj18Hに それぞれ発病調介した 対 H(1の

セイヨウナシおよびリンゴ米実には分′lt r懸濁液の代わ

りに減内水を|ザi霧した さ らに2000年 6)j2111,セ イ

ヨウナシ果実に対
‐
するリンゴ黒点病菌の病原性を作語す

るため, リ ンゴすよ!点病内の単 |の う地 十分朗ttt No22の

分イLr懸 濁液 (5× 105個
/ml)を  .ゼ ネラル・レクラー

ク
'呆
実に前述の方法で噴霧接使し、 8ナ〕29 LJに発病嗣

合した

栄 :と卜rの う胞 十分湖ttt No 28および No,30の分■子

懸湖液 (4× 1014同/ml)を 1対 1の割合で況合して接

T・1源 とした,接 柿柚物には鉢札仁え 1年′|:・ラ ・フランス
'

を 2樹 川いた 抑 l10年8)J181+,樹 の当年枝を 2枝 残

して労去し,各 枝の先端からド方へ 5葉 位までの業の共

実口j面に分化 r懸 濁液をlllR霧接和 した 鉢 は20～ 21℃

の,i↓■ ドに72時間保ち,そ の後は沖【加,ilのガラス流=に

移し観祭した.対 H(t樹の栄には減内水を噴霧した

b.ニ ホンナシ分郎t内

果突 :2()00年6)j15「1,ニ ホンナシ商半 rの う胞 r

分離株 No 44の分′lt r懸湖液 (5× 105 111tl ml)を
｀
十

水
'の
無傷果実に小なJ噴霧器を用いてげi揚接T・Lし た。ま

たリンゴに対する病原性も確認するため, 'お、じ
'の
無傷

果実にも分′lt r懸濁液をげi務接種 した ニ ホンナシは8

ナ131H、 リンゴは 9)j18Hに それぞれ発病嗣企 した

対照のエホンナシおよびリンゴ来実には減内水を噴霧し

た さ らに2000年 6)J15H,ニ ホンナシ呆実に対する

リンゴ|ほ点病内の病万〔性を確耐するため,リ ンゴ黒点病

内No 22の分生 ■懸濁液 (5× 105個 ml)を
｀
子水
'

果実に岐霧接柾し,8)j3111に 発病JBJ谷した.

業 :|卜rの う胞 ■分聞ttt No43および No 44の分■■懸

濁液 (5× 101個 ml)を 1文Jlの 帯J合で混合して接和

源とした 接 純為“物には鉢荷hえ 1年 ZL.子 水
'を
2樹 用

いた 2000年 7月 4H.樹 のメ今年枝を 1枝残して労去し,

各枝の
/rW業の共真rlHに1に分′Lr懸 濁液を噴霧接種した

鉢は20～ 21℃の,1'本ドに72時 間保ち,そ の後は1【加温

のガラスliたキに移し観察した 対 H“樹の業には減内水を

げi霧した
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第/1 7表 セ イヨウナ

離株No  2 2 )

lr盗り,t性林統合打ナF究センターリんご試験場"1究服1', 第34ぢ (2006)

シ分離菌 (Wrの う地 子分離株ヽェ28)お よびリンゴ黒点病商 (平了
いのう地 F分

のセイヨウナシおよびリンゴ呆実に対する病原性Z

接種相物

(品植)

接Tt由株 供試呆数

(lllll)

発病米数

(l L l )

1呆当たりの

平均病斑教

セイヨウナシ

(ゼネラル・レクラーク)

N0 28

No 22

無接ftl

1490

2898

0 7

10

8

9

10

8

1

セイヨウナ シ

(ラ ・フランス)

No 28

‖接THI

2786

3 5

9

10

9

7

リンゴ

(ふじ)

No 28

No 22

無接和

9

1()

10

9

10

0

/200()年6)11,1～21H分 ′Lr懸 濁液!☆霧接汗い,セ イヨウナシは|,J年8)12911。リンゴは同年 9月 1811

発病調査

c マ ルメロ分離菌

呆究 :2001116月 15H,マ ルメロ内いrの う胞F分 聞1

株 N060の 分″L子懸濁液(5× 10引同 ml)を 接積源とし,
さ
Tt来梅
・
の無傷呆究に小14げi務器をサ相いて噴霧按祉した

またリンゴに対する病原
′円:も確認するため,.お、じ

'の
無

傷呆実に分化F懸 湖液を噴霧抜fflした さ らにマルメロ

衆実に対するリンゴ黒点病内の病原
“
円セ 性認するため,

リンゴlit点病内No,22の分生 1懸湖液 (5× 10引同/ml)

を Tに来純
'米
実にげi霧接凝した マ ルメロは8)J2111,

リンゴは8月 22「1にそれぞれ発病調査した 対 川(1のマル

メロおよびリンゴ呆実には減菌水を噴霧した.

葉 :半 rの う胞 r 分`離株 No60お よび No61の 分′li r

懸濁液 (1× 101 1Fl ml)を1対 1の制合で洗合して抜

種源とした 2001年 6川 13H,外 l14え141i′lt.在来Tt'

2樹 の崇の友泉lltlJ I白Fに分11r懸 濁波をげi材接梅 した 外

は 20～ 21での湿キ ドに96時 間|力tち,そ の後は1【加1温の

ガラス温4に 移し観容した 対 H“樹の業には減由水を噴

霧した

d カ リン分離内

2002年 6月 14H・ カリン尚単rの う地 十分離株 No 70

の分イli ji懸濁液 (5× 10引Wi/nll)を核種源とし,無 傷

のカリン衆突に小理喰霧器を用いて岐霧接TITlした ま た

リンゴに対する病原性も確認するため,.お、じ
・
の無傷来

矢に分たL子懸濁波をllR霧接feした さ らにカリン米実に

対するリンゴ黒点病内の病原性を確認するため,リ ンゴ

黒点病菌No.22の分′L千懸湖液 (5× 1051同 ml)を カ

リン米実にげi霧接柾 した.カ リンは9月 511, リンゴは

9)j2日 にそれぞれ発病調合した。対H“のカリンおよび

リンゴ衆実には減菌水をlllR妨した

なお,供 試したセイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロ

およびカリン呆実のいずれも,な るべ く自然発病を避け

るため,接 梅約 2週 問～ 20H前 にハ トロン紙製袋で被覆

し,接 種ドモ前に除袋し,接 TT・を行った後再びハ トロン紙

製袋で被複した セ イヨウナシ.ニ ホンナシではそれぞ

れ 10衆,マ ルメロでは5米 ,カ リンでは6果 を供試し,

試験期1出j中の落 下呆実は調在から除いた

結  果

a セ イヨウナシ分離山

セイヨウナシ由i卜rの う他 r‐分離株 No 28およびリンゴ

ナItrR病内No 22のセイヨウナシおよびリンゴ呆実に対す

る病原性は第 47表に示した

い rの う地 十分離株 No 2Sを 接和 したセイヨウナ

シ
.ゼ
ネラル ・レクラーク

・
は1版12F)お よび

`ラ・フ

ランス
・
果実は|'1然発病と同様の黒色小斑点を生じ。ま

たリンゴ
.お
、じ
4衆
究はリンゴ‖点病を生じた リ ンゴ

!よ!点病 内 No  2 2を 接 純 した
・
ゼ ネラル ・レクラー

ク
'果
実ではナよt色小斑点を′|じた こ れらセイヨウナシ

およびリンゴ米実の接種病lAr部からは,接 種商と同様の

こ1′′″・F/ひY,or,2r/″属内が高拝に再分離された な お,減 菌

水を噴霧した対Htの呆究でも睡微な発病がみられた し

かし1果」4たりの
｀
r均病斑数は発病果数が多かった

・
ラ・

フランス
'に
おいても,接 柿区 (分離株 No 28)の 2786

に対して 35に とどまった

Wrの う地 十分離株 No28と No.30を接極 した鉢植え

の
tラ・フランス

'の
葉は、接TSTl約3か 月後にド1然発病

と同様のイ(11:形,紫 褐色抗斑を′■じた (図版 12G)接 純

病斑部からは接TI内と同様の●力″tFr化,,βて'ア々'″″?属閑が高キ

に1年分離された な お減lTH水をげi務した対Httの業では,

発病はみられなかった

b エ ホンナシ分聞1由
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第4 8友 ニ ホ ンナシ分離山 ( '卜rの う地 r分 離株N o  4 4 )およびリンゴ黒点病内 ( :卜rの う地 r分 郎

株N o . 2 2 )のエホンナシおよびリンゴ果究に京Jする病原
′
円: /

接植れに物

(占占汗lT)

接植内株 供試果数

( 1 1 古| )

ケS病舛t放

(イ問)

1雅 1路た りの
｀
|え均病現教

ニホンナシ

(十水)

N0 44

oヽ 22

無接 The

10

9

10

10

7

0

8 5

14

0

リンゴ

(お、じ)

No 44

No 22

無接 TI

8

10

10

8

10

0

″2000イli 6)J151+分′lt J4懸湖液岐霧按TTl,ニホンナシは|IJ ttt 8)j31H, リンゴは|!J午9)11811発病

前介

第49炎 マ ルメロ分離内 ti卜rの う地 十分離株No  6 0 )およびリンゴナ!、1点病内 (i卜r‐のう地 J4分聞|

材こNo 2 2 )の マルメロおよびリンゴ果究に東Jする病】〔
″
門:/

接TSS内株接Tl lllt物

(占材1)

供[式果放

(1 1 ! 1 )

お抗果数

(イllll)

マ ル メ ロ

(イにメ(汗柱)

No 60

N0 22

無按植

リンゴ

(お、じ)

oヽ 6()

oヽ 22

■にす茨汗Tl

10

1 0

1 ( )

1 0

1 0

0

/2001年 6)l15H分 lt r懸湖液岐霧接TTl,「J年 8)121,2211サ S病調介

ニホンナシ由11子のう1色r分 離株 No 44およびリンゴ

黒点病内No.22のエホンナシおよびリンゴ来実に対する

病原性は第48次に示した

ニホンナシ内WFの う地 十分朗t株No.44を接絶したニ

ホンナシ ■キ水
・
呆究はl′1然発病と同様のよ1色小挑点を

生じ は1版14C), またリンゴ
.お
、じ
' 果
実はリンゴナf、1止

病を■じた リ ンゴ県点病内No 22を接梅 したニホンナ

シ ■十水
1来
究では|キ色小チL点を1:じた こ れらニホン

ナシおよびリンゴ果究の接極病川劇̀からは,そ れぞれ按

植内と1司様のこ1カ″rrrっッフ̀,′ヵ″″属内が高本に1専分聞iされた

なお減菌水をlPR霧した対照のニホンナシおよびリンゴ呆

実では,い ずれも発病はみられなかった

単子のう胞 ■分離株 No 43と oヽ14を接極 した鉢柚え
`子
水
・
の業の発病は, 自然落葉Hす(11)j)においても

観祭されなかった し かし接極約 3か 'J後の 10)1511に

接f・lT業2葉 から無作為に切り取った243mmれ の柴|十か

らは,llR率 (供試 18栄片のうちの 1栄片)で あるが接flTl

向といJ様の ぃアルたれ,v'r"力″′属内が分閉1された

c マ ルメロ分離内

マルメロ内単rの う胞十分離株 No 60およびリンゴ黒点

抗1杓No22の マルメロおよびリンゴタリtに対
‐
する坊埼原

′Mi

は第 49人に示した

マルメロ内Wrの う地 r分離株 No御 を接梅 したマル

メロ
`在
来TIFl'米突は|′1然発病と同様の黒色小琉点を′li

じ (図版 13E), またリンゴ
`お
、じ
'夕
t実はリンゴ共1点

病を′liじた リ ンゴ黒点病lTH N0 22を抜TTlしたマルメロ
・
在来柿
'衆
究では,ほ色小抽:点を生じた こ れらマルメロ

およびリンゴ果究の接梅病斑部からは そ れぞれ接fTl由

と卜J様の (Jわそれ),′,加″r77属内が高キにドF分離された な

お減i粕水をlLA務した対|に1のマルメロおよびリンゴ果実で

は,い ずれも発病はみられなかった

単 |の う他 十分離株 N060と No 61を接祉 した鉢札Hえ

の
.和
:米植
'の
業は,接 れ約 5か 月後に自然発病と1可様

のィく1に形,紫 褐色病劇:を1:じた (図版 13F)接 種病力!占い
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第50友 カ リン分離内 (単子のう胞 r分 離株Xo 70)お よびリンゴ!↓、1点病商 (単 rの う胞 十分離株

N022)の カリンおよびリンゴ衆矢に対する病原性″

接種植物

(占!!極)

接種菌株 供試呆教

(l L H l )

発病呆放

(l l l l l )

1果当たりの

平均病斑独

カリン No 7()

No 22

無接植

6

6

6

6

3

0

573

8 2

0

リンゴ

(お、じ)

No. 70

No 22

無接和

128

5 . 0

0

9

10

10

9

8

0

Z2002年 6月 141+分生 r懸 濁波噴霧接種,同 年 9,12～ 5H発 病J司査

からは接使商と同様の (卜′r/1rれハ′ス〃"″?属由が高準に1専分

離された な お減内水をげt霧した対H(1樹の葉では,チS病

はみられなかった

d カ リン分離菌

カリン由単 rの う胞 十分聞1株N070お よびリンゴ黒点病

内 No 22のカリンおよびリンゴ呆究に対する病原性は第

50表 に示した

カリン菌単 rの う池 十分聞1株No 70を接粒したカリン

衆究は自然発病と同様のすよ!色小斑点を仕じ (MI版14F),

またリンゴ
・
お、じ
'果
究はリンゴ黒点病を生じた リ ン

ゴ!R点病内No 22を接純 したカリン果究では黒色小斑点

を仕じた こ れらカリンおよびリンゴ呆究の接植病llT部

からは,そ れぞれ接種由と1刊様の ●ブ,″tF/っッpr力″'属菌が

高卒に再分離された。なお減向水を噴霧した対照のカリ

ンおよびリンゴ果実では,い ずれも発病はみられなかっ

た

(6)セ イヨウナシ越冬罹病落棄からの 的 c印 物θ々 //2

ρθ何′子のう胞子飛散消長

セイヨウナシ`ニホンナシ1マルメロおよびカリンは 比

″0〃7'の共通宿 41であ り,越 冬した冊病落業 (田版 12E,

13D,14B,E)Lに 仕じる丁マ)う他 rは リンゴ黒点病の

伝染源としてlrlJくものと考えられる 特 にlf森県では,

セイヨウナシは2003年の栽培臨F積が 169 haで (東北挫

政局古森統計 ・情報センター.2004),|ll形県につぐ産地

である そ こでセイヨウナシについて,越 冬惟病落舛か

らの ■のう胞 ,1ミ散消長を調査し,リ ンゴ黒ri病の伝染

源としての Tl要性を検討した

材料および方法

リンゴ越冬罹病落葉を供試して rの う胞 F‐飛散消長を

調企した同様の方法 (「Ⅳ-1-3)rの う他 rの飛散J)

で,セ イヨウナシ越冬冊病落崇からの十のう胞 rの 飛散

消長を前合した。すなわち,1999年 11月 .'〔t南呆樹研

究センター内回場において,幅 30cm.長 さ60cm.高 さ

V                     半
旬

明
1 朝  1 研  1 7 月

第10は1 セ イヨウナシ共ヽ点病越冬解病落業からの

町でつッカ“りで′′″ァフθ″?′子のう胞 rの飛散消長
(200041:)

試験場所 :らt南呆樹研究センター国場
試験用1問中に捕捉された rの う胞子数 :3386個

50cmの 木枠内にセイヨウナシ
`ゼ
ネラル ・レクラーク

'

構病洛栄を均 ‐に敦き詰めて越冬させ,翠 2000年4月 4

■句から7ナ16半 句まで, グリセリンゼリーをな布した

スライドクラスを,な 布画を Lに して木枠内の高さ10cm

の位置に2枚 設世し, rの うlllL子を捕捉 した ス ライド

グラスの交換は 1～ 3日 ごとに午i前9時 にイrつた ス ラ

イドグラスにアニリンブルー ・ラクトフェノール液を満

ドし, F・のう他 rセ染色後118× 18mmカ バーグラスの

他l■lにある rの う胞子数を光学顕微鏡を用いてllt数した

411i捉放は2枚 の合i計とした

結  果

セイヨウナシ越冬碓病落求からの rの う他 rの飛散消

長は第 10田に示した

机

　

ｋ
　
　
仙
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子のう胞 rは 4月 6 卜`旬から7)J4半 句まで坊け拠され,

捕捉壮林則は5)i3｀卜句であった 協けf7Lした rの う1他r

牧の合計は3,3861111であった

3)考   察

リンゴ品種の感豊性 :リ ンゴナ1、1点病に対して感受性の

高い品種の ‐つとして,,lfくか ら ネrに
'が
角|られて

ヽヽ る ( ■「村, 1915 i tお障, 1916b i ll111r. 1968t相千そヽ,

1997)そ こで
.紅
|卜 を 基準品TTlとして。押、1点病に対す

る作品純の感受性柱度を占`F価した

同場におけるド4然発病調谷では,総 じて
｀
降典
'お
よ

び
.つ
がる
'の
発)'j本1!度が

.ネ
にに
'よ
り高く、
・
ジョナゴー

ルド
・
がほtま卜可杵1.L林

・
(.バ、じ
'お
よび
'北
l゙・が低く̀

・
1可)ビ および

｀
スターキングデリシャス

4が
材しく低い

と11をlllされた 病 原内の人 11接Thrl条件 ドの発病科度は つ`

がる
'お
よび
｀
木希ライフ

'が .ネ
正に
'よ
りやや低く,｀ジョ

ナゴールド
'が
低 く.・あおり9',`令 サ1!・.'ス ターキン

グデリシャス
・
,1可 光
'. .北
汁
',・
T秋
・ .l i林'お

よ

び
｀
お、じ
' が
落しくllRいと1rヽttiされた

したがって,卜1封場における|'1然発病:JHイドおよび人 に接

fTlによる発病llH介の結果か ら,感 受
″円:札1度は

・
性奥
',

tつ
がる
・
.さジョナゴール ド

'お
よび あ お り13'が

・
ホにに
'と
|:ば字～やや高く,`|:林

', .お
、じ お よび

1北

J・ 1ま
.ネ
にに
'よ
り低 く,.IH光

'お
よび
jス
ターキング

デリシャス
'は ｀
キ11に よ り拷しく1〔いと考えられる

.Tム
秋
','あ
おり9｀ および

｀
金)11'は肌ね

｀
お、じ
｀
科度

であると考えられる

以 liのように,共 京ヽ病感受
′門:に顕常な品汗tl門た'(が認

められる原因として,「lV-6-3),リ ヤ)感受性推杉J

と|IJ様に,作 品TTlの衆り!、〔劇;の構造的州1辻によることがそ

えられる こ の点に1用しては今後の検吉」f米旭としたい

共通宿主 :八 ,f市および 二)「洲̀ 名川町のセイヨウナシ

同場において, 呆実にすよt色小斑点りふ二状を/1じる抗tifが発

生した ま た県南力t樹研究センター内肘1場のエホンナシ,

マルメロおよびカリン衆|えに,ナ|、1色小jxll京りii状を′liじる

病1年が発化 した こ れら病1中が多たした同場から採収し

た艦病落葉 liにアliじた偽子のう般,rムのうおよび rの う

HIL子の形態的特徴は,い ずれもWaltOn and Orttn(1926)

による 脇て'oッカαりで′わ′,っ″′の記載と
一致した ま たい

ずれのお4物 出来の半 rの う地 F分 離内 (No 28,No 44,

No 60お よび No 70)お よび米実病'「和1織分閉1内 (No13.

N o . 3 3 , N o 4 7お よ び No  5 5 )もl  P I ) A培 差 に よ り

CⅢ7'′7r77oRrlr,′力r2rr77 1■l分′lt rを生じた こ れらの分′Lrの 人

きさおよび隔壁放はBr00ks and Black(1912)および ニ

浦 (1915)による c、Fr/″わッつガ21F″ァ'0777'の記載と
^致した

したがって本内を1年っッ2カ̀イリで′′α βθ″?′tPass)Iッindau(ア

ナモルフ :o7カ?あつwリカ″″′,`,′″'C Brooks)と1可定した

接極試験で、セイヨウナシ内鳴4子のう地 r分離株 No 28

はセイヨウナシカt究に.ニ ホンナシ由単■のう,色十分聞1

株 卜o44は ニホンナシ,tりこに,マ ルメロ内Wrいのう地 十

分用ttt Xo 60 1まマルメロ果実に,お よびカリン内トトF のヽ

う胞 十分離株 No 70はカリン米実にそれぞれ11然発病 と

|,J様の押二色小'こ点を′|:じさせた ま たこれら分離内のい

ずれもリンゴ呆実にリンゴ点!点病を′liじさせた 一 方リ

ンゴ!!卜1点病内 No 22もセイヨウナシ,ニ ホンナシ マ ル

メロおよびカリンのいずれの米実にもナ!、!色小兜点を′Lじ

させた こ れら"t究の接種病'[部からはそれぞれ核種1莉

と|!J様の こトカ?加,vリカ″?屈 内が高■にlⅢ分聞|された し

たがってセイヨウナシ、ニホンナシ,マ ルメロ, カリン

およびリンゴは 1772切7′の共迎4高itであるとネ11論される

なお波内水を出ri務した対IXl呆究ではセイヨウナシ呆究で

才|11の発病が認められたが,こ れは試験旧1坊がリンゴナ!、|

点病の多発 llll場であることから, |ア1然発病によるものと

考えられる

各内株のあ〔術 i:庶への接祉では,セ イヨウナシおよび

マルメロの揚令 |′1然発抗 といJ様の不 11i形.紫 褐色lxr点

が′liじたが,ニ ホンナ シにおいては抗徴は認められな

かった し かしニホンナシ按純業からは接柿内と1司様の

(トツル?●F/りYリカ仰′属内が分離された ま た無防除のエホン

ナシ
｀
十水
'“
‖場において熊の発病はまったく観容でき

なかったが,越 冬後に|るrの う般を仕じる落業を容易に

みつけだすことができた さ らに落栄 出」もないⅢ【病徴の

栄を町外でltlk冬させたところ,911成 熟 した偽 F卜のう般

をrliじた (試験ネIF来,省 略)こ れらのことから,比 ″r"″′

はニホンナシ熊内に侵人後,無 病微のまま栄の和1織内に

′li作していたと考えられる 感 染後■きた術 ii組織内で

′|モすが抑柿」される段けヤ,あ るいは無病徴のままのイ十iiこの

和1縦内に沿和:的に定清する段階があり,術 iiのド1然老化

あるいは映タヒが始まったとき4高ii和1織内でJH4〔ね:化するこ

とにより特徴づけられる内は ^般に内′li内 (endOphytic

fullJ)と‖子tゴオしている(Stollc and Petrini.1997)したがっ

てニホンナシ栄においては,比 ′,o"'は内
′|を内として存和:

すると考えられる な お lrlで̀,w,ヵ`ィωで〃β属内の1刊様の例

として,ブ ナ 〔鳥ば″、そッで″てrlt r)央の内生内舟ヵ(ィリカαoで′rcr

わr,7αが服十
1Fさイしてt るヽ (Kaneko and I〔akishima,2001)

カリン舛では分閉'内の接和による発病の検討は行わな

かった カ リン熊の病斑に1対しては bl()tchとする記載

(Farrごrα′,1989)があるが,同 場観祭ではカリン呆究に

,it点症状が発1:した樹においても央の発病はまったく硫

認できなかった 今 後1分 離内の援和による病微発現の

イ「如【を確十忍する必要がある

セイヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリンの

いずれにおいても,越 冬惟病落業の病)【liには多数の偽

rの う般がみられ, これらの 子のう胞 Fは リンゴ黒点病

をはじめ共j出宿 tiの共京'市:状の伝染源として発病に強く

門
ryしていることが 予想される そ こで 2()00年,セ イヨ
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ウナシ越冬冊抗落業を供し, リンゴ越冬‖抗落栄で行っ

た方法と|!J様の方法で 子のう胞 rの飛股消長を嗣介した

結果,セ イヨウナシ越冬冊病落葉からの 子のう胞 r卜の飛

散油長はリンゴ越冬惟病落業からの rの う地 rの 飛散消

1こ(200041)とほぼ|,J様であった ま た捕32tした たのう

地 r数 は,11可様の規模の伝染源 (越冬駐抗粋舛)I11でリ

ンゴ越冬落栄からの捕捉放の 181持 (セイヨウナシ :3386

1111, リンゴ :18531H)であった し たがって,セ イヨウ

ナシ越冬冊塙絡業もリンゴ越冬柾病落業とIⅢ」様に多11との

rの う他 rを飛散させ1リ ンゴナrl点病およびセイヨウナ

シ,」、1点りi:状の発病に大きく1州わっているものとfll定され

る ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリンの越冬村L病業の

病斑 liにもセイヨウナシ越冬柾病栄と卜J様に多数の偽 r

のう般が観祭されるので,こ れらの越冬21111病求もリンゴ

!it点病および作frl米樹の!it点)た状の伝染浙tとして1こ要で

あると考えられる

ドF森メitにおける2003イliのセイヨウナシ枝サキ山i積は 169

haで あり (束北挫政崎 if森統市十・1市`村tセンター,2001),

枝妹は ilとして南部地方で行われている |お|卜地方では

リンゴ杖培1白F積が約 2200 haあり,リ ンゴ|‖場とセイヨ

ウナシ田場とが隣接することが多い 1椅部地方のセイヨ

ウナシllll場においては,|ユ点)it状の米突を比岐的容易に

児つけだすことができる こ のことから,セ イヨウナシ

ナ!、1点ヴも:状が れたァィ)′″′による病件であることが|)〕らかにさ

れる以前から,セ イヨウナシい‖場ではある千1!度の病原内

密度が保たれてきたことがfll測される 1市H;地方では,

これまでたびたびリンゴナ!、1点病が多発してきたが (荒谷

ら, 1997:藤IHら, 1989), この多発要閃の一つとして,

セイヨウナシ旧】場がリンゴナ!、1点病の発1:i万〔となってきた

ことが考えられる

比 ァ,ryP,′′による病件は,わ がIHではリンゴ以外でf亡鉢さ

れていない (|1本れに物防壌協会,2000)セ イヨウナシ,

ニホンナシ,マ ルメロおよびカリンのいずれも病名はリ

ンゴリ満ti;に半じて 「!!!点),j(セイヨウナシおよびニホン

ナシ :M卜rcOsphaerella fruit spot,マルメロ :b10tch, カ

リン :fruit spot)」と称することをH本 れに物病叫学会に

提案 した (荒)卜, 2 0 0 1 1荒 )卜ら,スX ) 3 b  i荒)卜・万引11 ,

2 0 0 4 b・荒)卜・原ll十. 2 0 0 4 c )な お.海 外においてはリ

ン[ゴ (COrlett,1991 Farrど raた,1989)σ )ほか, cral)apple

(lrr′′″、、1′、で、/′ホ)(Farrぜ ′̀ィ′. 1989). マルメロ (Brooks

and Black,1912 rarr crr α′Ⅲ1989)。(「ん̀で″て,″,ぜ′ぃ属札I物の

カリン trarrごr`r′Ⅲ1989),クサボケ ((IブrrF'`'″たコ)(Boewc,

1964)でfじ欽されている し かし,セ イヨウナシおよび

ニホンナシを含め ′Ⅲサィ/ 属ヽ植物の発病記録はみあたらな

ヽヽ (CoI・lett,1991i Col・lctt,199取「arr c7r arⅢ 1989)本 内

による●、ッ々ぃ属札h物での病1年の発′liは,1性舛で初めての

記録と考えられる

8.病 原 菌 の生 活環

1997年から2001年までの 8年 ‖1にわたる。リンゴお

よびその他呆樹の押、1点病に関する 連ヽの研究の結果から,

病万〔内のイli活環は次のように要約される (第11図)

a するrの う般の成熟とrの う地 子の1ミ散

前年の相1病落 ド米突および冊病落業の病斑 11で越冬し

た抗原内の偽 rの う般は4サ1ド4けまたは5)J li句から成

熟し,第 一次伝染源となる rの う胞 Fセ 飛散させる 「

のう胞 rの 飛散性株ナ91は5)J中旬唄から6)1上 旬頃まで

で。その後は湖減しながら7)J木 まで統 く

な お,越 冬 冊 病 落 ド米 夜 の 病 斑 liに 5サ1に

C,"″r/7つッOr力″71!分4t Fを1:じる こ の分生rは 第
本伝

染源として働くことが 予想されるが,木 実証である

b.rの う胞 rか らの (1′′″あつッχ力″′′14分イli rの形成

第一次伝染源の rの う他 rは iiとして降雨時に飛散し、

力(実や熊の次iniにすU達,発 芽後lrヽのう地 r ilに向接 ま

たは rの う胞 rか り li行した内糸 Lに CⅢヽわ7`れ'ッ̀ メカ〃7'i4

分′li rをイliじる 内 糸は米究や業の気イしから俊入し,ま

た′ltじた分′lt rは二次伝染】万〔となる

c 果 究および栄の感染

rの う胞 rに よる感染は衆実では5'Jド 4け頃の落花1町

もない幼呆期から, また熊では4)jド 4け頃の発オ胆Jもな

い杵業川1から始まり,い ずれでも7)J木 まで続 く 呆 究

では6)Jド句町1から,ま た栄では8)j li4u頃から発抗 し

はじめ, いずれの病以[liにもぃわ′tr7て,v文〃"″″本!分
′li rセ

′liじる こ の分′lt rは第 1伝染源として働くことが 予想

されるが,木 実 lliである

d 粧 病果
フ
えおよび業での病あ〔内の越冬

絡 ド米ヴtおよび落舛の抗Jll!liに秋||から精 r器、イる十

のう般あ〔なが発jとする 精 Fム器に形成される格 子は,本

内の受精に関
rJするものと考えられる 偽 子のう般原な

は越冬後の 4)1ド句または5)j li句には成熟した偽 rの

う般となり,rの う胞 rを飛散させる

e 共 過術 itにおける病あti対の越冬とrの う地 j■の形

成

病万〔内はリンゴのほか。セイヨウナシ・ニホンナシ,

マルメロおよびカリンの冊病落栄 liでも越冬し,翠 作成

熟した偽 rの う般からrの う胞 rを飛散させる こ の r

のう胞 rは li卍共迎術 it問で 'たいに‖点病の伝染源にな

る

なお,B r O o k s ( 1 9 0 8 )および B l o o k s  a n d  B l a c k ( 1 9 1 2 )

が貯蔵中の果究の病斑 l iで発 見 した P力o″7α型 分化 r ^

は,精 r ( s p c r l l l a t i u m )である と結論 された  よ って

C W i″みつッつ′力初P′'て'朋′が リンゴr i t点ヴ, j内の唯
ムの分′l i  r  l l t

代である



i十ウ)う」包F(a)上 に高接、

または子のう‖包子から4:

じた由糸t〕Lに分生I(c)

を形成

次感染 〔推定)

気丁しから仲長 した

菌糸 ( h )上、または

気丁し部に直接分生r G

h を テ移1茂

果点 (気了L )か ら

仲長 した菌糸 L ( h )に

分l t  r ( c )を形成

ヽ

／
サ

ｋ
＝

来の気了しから

侵人

一

果実σ)果点 (気丁L)

から侵入

一

作
堀
行rの う胞 rお よび分生

から生じた菌糸(h )が侵入 果実および葉が発病
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Ｃ
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rの う1包rの飛散

(4月末～ 7)」木町1)

ク
ノ
rの う胞 r S

落 ド呆実の病斑部に生 じた

1次感染 (推定)

落下果実や落葉の病斑部に

精子器、偽子のう般原基を
′|:じる

下

Ｗ

落

病

の

‐

‐

―

葉落

冬

や

越

実

で

呆

上

r圧 (、)上に分イ|:十(c)を形成

(5ナ」)

精
予′ち
夕
∠5戸
モ轟貢花花)

偽 Fのう段

(4月 末頃から成熟)
情r器 偽子のう般尻〔基

第 H図



荒 ナ|:リ ンゴll!点l kJのすとノ||ノltはと防除法に対する1りけと

法除防V

市森りltリンゴ病 1li虫防除府では 1970～ 1980年 代, リ

ンゴの落花期から株花 3()|1後頃までの防除は,1、1収病を i:

対象として,「落花rt後J,「落花 1011後 町fJ.「落花 2011

後町i」および 「落花 30 1 1後ピtJにそれぞれ栄剤散布する

防除体系が取られ , i l点病,l x l :点絡業茄1赤 あと病, うど

んこ病なども|, J 1 1けに防除がイrわれた そ のネIF果,! !、1点病

はほとんど発′ltがなく経過した

19 8 0年代,ス テロール脱メチル化問11 1 ,剤(D M I剤 )は

押ユサ「!病に対して 予防効果 (イ方ti唆効男t)に 加lえ、冷味効果,

すなわち感染成立後の散布によるた病附[l l i効衆があるこ

とから。その利ナll法が検fJされ (!11'‖・相ドも,1990), ま

たlX T点落栄病, うどんこ病,赤 九!病などにも有効である

ことが確認された こ のことから, if森'itでは 1987午 に

DMI刺 2却j,すなわちトリフルミゾール水和剤 (商品名:

トリフミン水和1刺)お よびビテルタノール水和1剤 (商品品

名:バイコラール水和剤)を 「′S、じ
て
の落花lドt後 (以ド.

.お、じ
'を
行略)Jの 故右i柴剤として採用し,ナit)I!病の防

除をより確実にした し かし,こ れらの DMI刺 は,il点病

に対する効呆が低かったので,翠 1988イ|二,「落花 10H後

頃」または 「落化 20H後 町fJに DMI刺 を散右iした田場

で,it点抗が発′liし,一キいでは多発したl ll場もみられた t藤

‖|ら, 1989)

また DMI渉と合剤,す なわち DMI沖 1とジラム ・チウラ

ム剤の況合剤を使用することにより,「落花 1()|1後頃J

と「落花 2011後唄」の股布を「落花 15H後 頃Jに統合し,

散布卜可放を 11可削減できることがり|らかとなった。そこ

で 1996年に 「洛化ドI後Jお よび 「落化 1511後吹Jの 故

右f栄剤として D MI淀合剤 3剤 ,す なわちジラム ・チウラ

ム ・フェナリモル水和剤 (商ド1名!スペックス水和1剤),

ジラム ・チウラム ・ビテルタノール水斥|1刺(商品名 :ホ

シカット水汗11刺)およびジラム ・チウラム ・ビリフェノッ

クス水和剤 (商品名 :フル トップI)「)を 採用し,散 布

卜J数を l llll削減 した (藤Hl,1998)し かし,1)MI沈 令

剤による散拍f卜1独を削減 した防除体系を採用した 1996

年,il!離地方では一部であったが,南 ‖̀ 地方では多くの

リンゴ同場で本病が多発した 詳 細な調合の結果。南部

地方では 6)j li4uから7)J li句まで (落花 1011後頃か

ら40H後 頃まで)の 翔!問,降 水☆および降Hj H放が過去

20年間の中でもっとも多く,本 抗の発′liに極めて女rj由な

条件となり、このような気象条件のなかで (〕)J中旬の散

布 (DMI荘と合刺散布)と 次の散布までの間隔を 13H以

liあけた田場で多発したことが明らかとなった (新谷ら,

1997)こ のため翌 1997年以降,南 部地方では 1995年ま

での防除体系,す なわち 「落花 1011後頃」と 「落花 20

H後 頃Jに それぞれ栄剤散布する。il!昨地方よりも 11叫

散拍fl可数が多い防除体系が採られてきた

近イ|二環境保全のiniから,で きるだけ農業の投 下社を少

なくした抗■虫防除技術が求められている (行本.1992i

桁本ら,20()2)そ こで,1打部地方のように熙点病の発4i

が多い地帯においても,i ll昨地方と同様に 「落花 1011後

ピ〔」と 「洛花 20H後 町t」の散布を 「落花 15H後 頃Jに

統合した,散 布IHI独を 1卜J‖」減した防除体系を硫 立する

ことを11標として'「究を実施した.

1.有 効薬剤の検索
ナ1、1点病のもっともTl要な防除ナUjであるリンゴの落花川

から落花 30H後 げfまでは,||、|え4病, う どんこ病,赤 星病

などの碇点防除翔1でもある し たがって有効業剤の検索

では,黒 点病だけでなく,ナ!良)i!病. う どんこ病,赤 )止病

なども考慮する必要がある ナユ点病の発′ltの少ない津唯

地方では, 11)9(;イli以降、「落イと高後Jお よび 「落花 1511

後吹Jに DMIお と合剤を使用する防除体系が取られ,こ の

体系は押、|え!病を防除 it体として,加 点落染病,う どんこ

病,赤 九!病なども防除対象としている そ こで 1999年 現

治:,ドr森りitで採サ|」の 1)MI況 合剤について,共 点抗に対し

て残効′円:の高い業刺の検学〔を行った

なお,ドr森りitでは DMIお と合剤は 191)6年においてはジ

ラム ・チウラム刺との淀令剤だけであったが,1997イ |二以

降にマンゼブ剤との況合剤も採用した

材料および方法

第 51炎 に示した 1)Ml洸 令刺 6オJを,(試 し,県 1村米樹

イリ「究センター内同場で試験を行った こ れら栄剤のうち

尚部地方で媒点抗が多発した 1996イ|:に採用されていた

1)MI況 合キJ,す なわちジラム ・チウラム ・フェナリモル

水和1刺, ジ ラム ・チウラム ・ビテルタノール水和1剤およ

びジラム ・チウラム ・ビリフェノックス水本H剤を対H〔{案

刺とし, ジフェノヨナゾール・マンゼブ水和刺 (商品名 :

スコアMZ水 和|オJ).イ ミベンコナゾール ,マ ンゼブ水和

片Ⅲ〔商品名 :マ ネージM水 和剤)お よび マンゼブ ・ミク

ロブタエル水和1刺 (商品名 :ブ ローダ水和剤)の 残効性

を検討した な おⅢ(試楽剤には展若剤 (1商品名:新リノー,

5,000倍)を 添加した.

試験 1:2000116)j6H.ジ フェノコナゾール ・マン

ゼブ水和剤 5001キ.イ ミベンコナゾール ・マンゼブ水和

Fl1 600倍およびマンゼブ ・ミクロブタエル水和fl」500倍

を小オ!llR霧器を用いて,そ れぞれ
・
つがる
'(M26台

21

年/1樹)果 実に故右fした 散 布 15 Fl後に,単 |の う胞子

分離株 No 22を PDA平 面で培養して得た分生 r懸 濁液

(53× 105仙
/11al Tween20を

0 021jO添加)を 小型げi霧

器を用いて噴務抜和し,8)J22日 に発抗調介した
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第5 1友 リ ンゴ黒点病防除試験供試栄剤 (D M I況 合刺)

楽  剤 (商品名) 希〕く倍数 (倍) 有効成分と濃度 (ppm)

ジフェノコナゾール ・マンゼブ水和剤

(スコアMZ水 和剤)

イミベンコナゾール・マンゼブ水和ifll

(マネージM水 和1カJ)

マンゼブ ・ミクロブタエル水和刺

(ブローダ水和打」)

ジラム ・チウラム ・フェナリモル水和剤

(スペツクス水和沖1)

ジラム ・チウラム ・ビテルタノール水和剤

(ホシカット水和|キ1)

ジラム・チウラム・ピリフェノックス水和刑

(フルトップDF)

600

500

ジフェノコナゾールZ  2 5

マ ンゼブ       1 2 5 0

イミベ ンコナゾールZ   5 0

マ ンゼブ        1 0 8 3

マ ンゼブ

ミクロブ タエル″

ジラム

チウラム

フェナリモル″

ジラム

チウラム

ビテルタノール/

ジラム

チウラム

ピリフェノックスZ

1300

40

833

500

30

666.7

400

667

500

300

267

″DMI成 分

試験 2:2001年 6)J4H, ジ フェノコナゾール ・マン

ゼブ水和剤 500倍 を小理散布器を用いて,そ れぞれ
な
っ

がる
.(M26+】

22年 ′li樹)衆実に散布した 故 右j151J後 に,

単子のう胞十分離株 No 22を PDA｀ 1をmFで培養して得た分

たlr懸 濁液 (52× 105個 / ml,Twecn20を 0.02111D添加)

を小ltl H貫霧器を川いてす安価し,8月 2111に た病調企した

なお,試 験 1お よびi武験 2の いずれも,供 試呆実は|′|

然発病を避けるため,テ め接純前にハ トロン紙製袋で被

複し。茉剤散布のに前に除袋し,散 布後から接TTlまでの

15111明は果実を露!11させ,接 検後再びハ トロン紙製袋で

被枝した 各 区 10米 を供し,試 験|りJ間中の落 ド果実は調

査から除いた.社 内剤無散布|ては来剤の代わりに水を散

布した

結  果

試験 1:ジ フェノコナゾール・マンゼブホ和剤 500倍 は,

対1照業抑lのジラム ・チウラム ・フェナリモル水和1刺600

1苫およびジラム ・チウラム ・ビテルタノール水和1剤600

1古より発病呆独および 1果 」4た りの r`均抗斑数が少なく,

高い残効性が認められた イ ミベンコナゾール ・マンゼ

ブ水和方J6001許 およびマンゼブ ,ミ クロブタエル水和オJ

5001占は,発 病呆数および 1果 H4た りの
｀
F均病llt放が対

H(t来力Jの ジラム ・チウラム ・フェナリモル水和1剤6004キ

およびジラ″、・チウラム ・ビテルタノール水本11剤600倍

と洋がなかった (第52友 )

試験 2:ジ フェノコナゾール ・マンゼブ水和剤 500倍

は,対 照業刺のジラ″、'チ ウラム ・フェナリモル水和刺

6001路およびジラム ・チウラム ・ピリフェノックス水和

抑1750倍 より発病米独および 1呆 当たりの
｀
r均病斑数が

少なく、高い成効ヤLが融められた (第53長 )

2.実 用化試験

if森県で採lllされているDMI況 合刺のなかでジフェノ

コナゾール・マンゼブ水和剤 (500倍)が リンゴナI!点病

の防除剤として優れていることが明らかとなった そ こ

でジフェノヨナゾール ・マンゼブ水千H剤を用いて,「落花

1()H後町tJと「落花 2011後唄」の散布を「落花 15日後頃J

に統合した,散 布い1数を 1い1削減した防除体系の実品に試

験を行った.

1)県 南果樹研究センター内国場における試験

材料および方法

いずれの試験も, リンゴ来究のliすは
ど
お、じ
'の
落花

後H数 で示した

試験 l i20()0年,21イ|ニイと
`お
、じ
'お
よび
.つ
がる
.(台

木 i M26)裁 llh同l lX 10aを供試した 散 布月日および

業刺は第5tl共に示した す なわち5ナj25H(落 花 lH前 )



荒 )「:リンゴli!点l kJの発■′li態と防除法に1対する切1究

および6)↓10日 (落花 15H後 )に ジフェノヨナゾール・  水 和剤)6001キ.6月 2511(落 花 3011後)に 有機JTDl剤

マンゼブ水和1片J5()0倍, 6)J2511(落 花 30H後 )に 有   801,200倍 を散布した `つ がる
・
が 9月 6日 に.`ふ じ

'

機銅剤 80(商耐名:キノンドー水和1刺80)1.2(lll併をスピー   が 9月 29Hに それぞれ各区の果究を仲【作為に300呆選び

ドスプレーヤを用いて散布した 対 照区として5)j25「1   発 病調介した な お供試薬剤には展若剤 (商品名 :新グ

(落花 111前)に ジラム ・チウラム ・フェナリモル水和1剤   ラ ミン,5,000倍)を 添加した

600倍,6月 5H(落 花 10H後 )お よび 6月 15H(落     試 験 2:2001年 ,22年 生
・
つがる
'(台
木 :M26)裁

花 20H後 )に マンゼブ水和l fll(商品11名:ジマンダイセン   植 1求111江10aを供試した 散 布月Hお よび英剤は第55表

第52災 リ ンゴ点!点病に対するDMI況 合斉Jの防除効果Z(2000年)

供試業剤          希
釈1言数  嗣 合呆敦 発 病果数  1呆 当たりの

(倍)  (付 引)  (llu)平 均病斑放

ジフェノコナゾール ・マンゼブ水和剤    5 ( ) ( )     9   5     4 0

イミベンコナゾール ・マンゼブ水本田剤    ( ) 0 0      1 0   8     2 3 8

マンゼブ ・ミクロブタエル水和剤      5 0 ( )      8    7     2 9 . 8

ジラム ・チウラ″、・フェナリモル水和剤    6 0 0      1 0    9     2 2 1

ジラム Ⅲチウラム ・ビテルタノール水和剤   6 0 0       9    9     1 9 1

枚菌刺無散布 〔水) 9      9        165.7

″6)!6!l奏 好J散布、 6月 2111準胞十分閉1株 oヽ22の分′|モr懸濁液げi霧接梅, 8)」22日発病調介

第53衣 リ ンゴ黒点病に対するDMI淀 令刺の防除効米Z(2001年)

供試業剤          希 和(倍放 調 介力t独 発 病呆数  1呆 当たりの

(1芹)  (1問 )  (個 ) ヽ r均病斑数

ジフェノコナゾール ・マンゼブ水和キ1     500     10  4     3.0

ブラム・チウラ2、・フェナリモル水和剤     6 0 0      1 0   9      9 . 9

ジラム・チウラ2、・ビリフェノックス水和刺    7 5 0       1 0   1 ( )     2 2 1

役内剤無散布 (水) 9     9         489

Z6月 4H茉 剤散布,6)!19Hい 他十分離株No22の分lt r懸ヽ,ち3液噴霧接T・|, 8月21H発病調査

第51夫 ジ フェノコナゾール・マンゼブ水和1剤を用いた散打f阿教汁U減体系におけるリンゴ黒点病の防除効果 (2000年)

散布)l ilおよび栄剤 防 除 効 果Z

5) j 2 5 H     6ナ 15 1 1     6 ) 1 1 0 1 1     6 ) , 1 5 1 1     6 ) 1 2 5 1 1     キ ll l t    i訂司杢果独  発 病米率

(lH前 )  `   1 1 0 H後 )卜  ( 1 5 1 1後 )ド   ( 2 0 1 1後 )ド   1 3 0 1 1後 )ド          (個 )   ( l  l r j )

i式1険区  シ フェノコナソ ール・    一  `    シ フェブコナデール・    ―        イ !機帥J(80)   お 、じ       300      10

マンゼブ水本|1剤           マ ンゼブ水本11剤              水 オ!1剤    つ がる     30()    33

5001キ                        5001キ                      1200イ キ

対Htt区  シ ラム・チウラム・  マ ンゼブ水和キ1    -     マ ンゼブ水和剤 イ「機帥↓(80)  ′S、じ     300     07

フェナリモル水和剤      600倍              6001キ    水 和剤

6001キ 1200111

/ [調イ章)サ| | :つがる 9月 6 1 1、お、じ 9 ) J 2 9 1

｀ お、じ の落花前または落花後H放
｀一 :け火布なし
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第5 5友 ジ フェノコナブール ・マンゼブ水和1剤を用いたけ々布| ,ⅢI放削減体系におけるリンゴナ‖、1点病の防除効果
Z( 2 0 0 1年)

散布川 ||および来剤 防 除  効  米 ｀

IX
5)12111

(111後 )｀

5)13011

( 1 0 H後)｀

6 ) 1 5川

( 1 6 1 1後)｀

(j川1l H

( 2 2 1 1後)｀

6川 2 1 H

( 3 2 1 1後)｀

J司介】t牧   イ S  l l l  t t t■

1 1 1 ヽ1 )      ( ( ' l l )

!武1抜IX シフェノコナツ ール・

マンゼブ水本1剤

5 ( ) ( )イ| |

シ フェブコナツ
ドール・

マンゼブ水本| 1剤

5 ( ) ( )倍

rJ椋覧all(80)

/1く汗lilfl

12001キ

150 17

対IItlX シ ラム・チウラム・

フェナリモル/1く本11キJ

6001キ

マンせブ

ガく呑H井J

6001キ

マンせブ

刀く本Hキ」

6001キ

イ〕licnJ(80)

水和剤

120011千

Z供 試キ11111つがる

 `十J村命)サ|卜 t))j611

 `・′S、じ の落花後 |1放
｀ 一 :市々布なし

第56共  ジ フェノコナゾール ・マ ンゼブ水和1剤をサ11いた散布卜1牧削減体系における リンゴ!!、1点航の防除効果
Z(2()()2イ

11)

散布jサlHお よび来fl 防 1徐  効  果 ｀

5 ) J 7 H

(落花H)｀

5'12211

( 1 5 1 1後)｀

6 ) J 6 1 1

(3111i作左)｀

p H介米放

(1同)

発病呆卒

(く
l。
)

シ
｀
フェノコチツ
ドール・マンセ

｀
フ

刀く本H斉J5001路

シ フェアコナソ ール・マンセ フ     イf精枚nJ(80)刀(本H井J

ガく本|1斉」5001キ                12001ドf

500

%供 ,武古itTTl:つがる

 `湖 介)JI卜 8)J2611
 `.お、じ
・
の落イと後 H独

に示した す なわち5) j 2 1 1 1 (株 花 lH後 )お よび6) !

5 1 1 (落 花 16 1 1後)に ジフェノコナゾール・マンゼブ水

和1刺500倍 .6)121H(落 花32H後 )にイf機側剤80 1,2()()

イキをスピー ドスプレーヤを)ljいて散布した 対 )【区とし

て 5)J2111(落 花 lH後 )に ジラム ・チウラ″、・フェナ

リモル水呑U剤 600倍 , 5サ13011(落 花 1011後)お よび

6'lll H(落 化 22「1後)に マンゼブ末和1却16001キ.6

)j2111(淋花 32H後 )に行機銅キJ801,2001占を散右fした

9月 6 Flに各lXの米究を無作為に 150米送びイと病調介し

た な お供試来剤には展若剤 (商市名:新グラミン,5,000

倍)を 添lJRした

試験 3:XX姥 イlt.23年 生
・
つがる
'(台
木 :M26)裁

れh卜11区 10aを供試した.散 li)JHお よび来剤は第 56炎

に示した すなわち5)J7H(落 花「1)および5月 22H(落

花 15H後 )にジフェノコナゾール・マンゼブ水和1剤5001キ,

6月 6H(落 花 3011後 )に 有機jlll剤801.2()()1キをスピー

ドスブレーヤを'||いて股布すした 8)12611に 力t究を無作

為に500米j選び発抗前介した な おイナ(武来えJは展持押!(高

品名 :新グラミン 5,0001昨)を 添lJ lした

結  果

試験 li5)12511(落 花 I II前)か ら6)j25H(落

花 30H後 )ま での川1苫1, ジフェノコナゾール ・マンゼブ

木和1刺5()0併をIHいた約 151!1苫↓隔 '3阿 散布体系におけ

る!!、!点病に対する防除効果は第54共 に示した.ジ フェノ

コナゾール ・マンゼブ水和刺 500+キによる約 15H問 隔で

3卜J散布した試験1汽は,約 1011間隔で4いl散布した対H(t

にと1可等の防除効i雅を示した

試験 215)j2111(落 花 l ll後)か ら6)]21 ii t落

花 32H後 )ま での期脚1, ジフェノヨナブール ・マンゼブ

水和井1500倍 をナHいた約 15日問隔 ,3卜J散布体系におけ

る岸点病に対する防除効呆は第55共 に示した ジ フェノ

コナゾール・マンゼブ水和剤 5001占による約 1511い1隔で
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第5 7去 挫 家同場におけるジフェノコナゾール ・マ ンゼブ水和剤をサ11いた リンゴ!玉1点病防除試験″

場 所 品和 調介呆教 (個) 発病 果率 (%)

二戸町梅内

イドイ〒本寸刀ヽ〕主

つがる

ネLiヒ

ネにとに

０

　

０

　

０

０

　

０

　

１

/いずれの阿場も,2 ( X ) 2年5月 6 1 1 (・お、じ
・
の落花lH後)お よび5月 22 1 1 (卜お、じ

'の
落花15日後頃)

にジフェノコナゾール・マンゼブ水和剤50 0倍散布,9月 2 Hに 発病嗣企

3い1散布した試験区は,約 10日間隔で4い1散布した対照

1丈と同等の防除効果を示した

試験 315月 7[J(落 花 H)か ら6)」611(落 花 30H

後)ま での期↓問, ジフェノコナブール・マンゼブ水和1片J

5001占を用いた 1511F日隔 。3r月散行体系における!lt点抗

に対するF方除効果は第 56よ に示した ジ フェノコナゾー

ル・マンゼブ水和剤 500倍による約 15口1判隔で 3卜J散布

した試験区は黒点病の発生がほとんどなかった.試 験は

本病の多発1甫1場で行っているので,高 い防除効果を示し

たと半」断した

2)農 家国場における試験

2000～ 20()2年の 3か 年,県 南米樹研究センター内1市|

場において, リンゴ無点病の立点防除則1,す なわちリン

ゴの落花ナUj頃から落花 30「1後頃における業剤撒埼fい1数を

ジフェノコナゾール ・マンゼブ水和剤を用いて 15H問 隔

で 3い1に削減したI11点病防除体系を大規模試験により究

証した こ の防除体系を農家段階におけるみと場の防除法

として洋及させるため,展 ホを|1的として農家同場で試

1強を4rった.

材料および方法

2002年,モ )「洲;二戸川l ltr内の約 15年′L.つ がる
・
お

よび
｀
ホに正
'(台
木 :マルバカイドウ)裁 れこい1で,ま た ニ

炉i椰合石村小渡 (現 二)f洲;′「チr町倉イF小渡)の 約 10年■
`林
にに
'(台
木 :マ ルバカイドウ)成 荷成ほ|でそれぞれ 11丈

10aを供試した い ずれも5)j611(「 落花lH後J)お よ

び5月 22H(「 落花 15H後 頃」)に ジフェノコナゾール・

マンゼブ水和剤 500倍をスピー ドスプレーヤを用いて故

布し 「海花 3()11後町〔J以 降は農家′1蚊行により防除した

【))↓2Hに 作品柾について1に作んに300米選び発病!〕司介

した

結  果

5月 611(「落花高後J)お よび5)j22H(「 落花 15H

後頃J)に ジフェノコナゾール ・マンゼブ水和剤 500倍を

スピー ドスプレーヤを用いて散布jした結果は第 57共 に示

した  :)「ll`=戸町梅内および含ィf村小波において,ジ

フェノヨナゾール ・マンゼブ水和剤 500倍を 「落花1●後」

および 「落花 15 H後 頃」にスピー ドスプレーヤを用jいて

散布した結果,黒 点病の発11がほとんどなく,高 い防除

効果を示した

3.考  察

199611,市 森Pit南部地方において, 6)j中 イげ (「旅花

1511後頃J)の DMI渉 と合剤の散布と次の散布との問隔が

13「1以 liあいたh‐l場でリンゴ対1点病が多発した (新谷ら.

1997).こ のことから,1996年 採用の DMI剤 況合剤,す

なわちジラム ・チウラム ・フェナリモル水和井1, ジラム ・

チウラム ・ビテルタノール水和刺およびジラム ・チウラ

ム ・ピリフェノックス水和剤は 「落花尚後」および 「落

花 1511後頃Jの 防除力Jとして,RA病 多発地帯では川J待

できないと考えられた そ こで,こ れらの業剤よりもI11

点病に対する残効性が高い DMI況 合剤の検索を行った結

果,散 布後 1511ドjは安定した残効性がある来剤としてジ

フェノコナブール・マンゼブ水和剤(500倍)が検索された

200()年から2()02年にわたる3か 年,ジ フェノコナゾー

ル ・マンゼブ水和剤 5001キについて,り「t南呆樹研究セン

ター内同場で 「落花ドt後Jお よび 「落花 15H後 頃Jに ス

ピー ドスプレーヤをサllいた実前:的防除試験を行い。また

2002イli,挫本田場において展ホを日的として1可様にスピー

ドスプレーヤ散布で防除効果を検討した そ の結果,い

ずれの試験においても■t点病に対して高い防除効果が得

られ,■1点病多発地における防除体系として実用性が高

いと判断された

以 liから,2003年 に占森県において黒点病多発地の防

除利として,「落花i虹後Jと 「落花 15日後頃Jに ジフェ

ノコナブール ・マンゼブ水和井J50()1占を採ナ打した こ れ

により,すよヽ点病多発地においても 「落花 10日後頃」と 「洛

花 20H後 頃Jの 散布を 「落花 15日 後頃」に統合し,県

内共通の散布い1数の防除体系 (落花正後から落花 3011後

頃まで,15H問 隔 31可散布)を 実現することができた
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摘     要

1 9 9 7イl iから20 0 4年までの 8イli問にわたり,リ ンゴ黒

点病 (病原1対:町てっ、77 / 7α口でれイ″rP / P′′(P a s s ) Iッi n d a u )の発

イli l i態および防除法に関する一'との和F究を行った 成 力t

は次のとおり要約される

I 病 徴 お よび病 原菌

1病  徴
.つ
がる
。
米実では,6)jド イリまたは7川 li4げから米点

(気イし)が ナニ変した針頭人の小点病斑をイliじ,こ の病llliは

7)j li中旬には光沢のある作 l mrn程度のナ!、1色の小け[点

となった 陽 光面の若色剤;では赤色を
'1!していた そ の

後病斑部は衆究の肥大にイ‖をぃIItlムを′liじた 成 熱果 (9

)l`11ドイげ)の 病Jlliは帖赤色であるが,4Yl色の劣る‖;分で

は濃紙色であった 塙 力[の大きさは 1～ 3 mlllで8 nlnl

科度もみられた そ の他赤色キ!lTTの
.ホ
に正
・
,.ス ターキ

ングデリシャス
'1.北
十
・
,・お、じ
。
および
.川
光
'の
成

熟来の病lxTは赤褐色～すよヽ色,た だし
.ジ
ョナゴールド

'

では縦色～時緑色であり,賞 色品和の
.降
兜
'お
よび
.li

林
'の
病斑は時緑色であった 病 挑の大きさは品雄によ

りやや)(なるが,針 蚊人～4 mnlで 8 mnl本1度もみられ

た
｀
つがる
'お
よび
・
お、じ
・
栄では48川 li句～ ド4uから

1～ 3mm,不 |卜形.紫 褐色の力1点を′|をじ。しばしばな

令して大型の病斑となった ‖すに4/t」色～灰褐色の映タヒキト

を1い`っていた 病 斑は求身のいずれの部分にもア|:じるが,

熊縁に多い傾向であった 椛 病栄はやがて技化し落栄し

た 技 変葉では,病 斑は褐色～紫褐色で栄脈にνHまれた

角形であった 落 舛後,病 究は拡大することがなく,熊

脈にレHまれた角形・晴褐色であった

2 病 斑の光学顕微鏡観察

呆実の病斑 はいずれ も果点 (気すし)を 中心 とし

て′|:じていた 呆 点 か らは 1杓糸が仲11長し,内 ネ li

に cl'″rr/イスY,r2/ヵ″″本」分生 子を生 じていた 栄 の紫 褐

色病斑問;では気イしか ら由糸がⅢIⅢ長 し。 この内糸 11に

(w″tFrぬr'θ声″r77'〔4分′lt rを生じ, また峡死剤!では気イしド|

下の呼ll■昨部に子座を形成し,気 イし部に (〕イル・1/つッο戸力″″

型分生 rを /1じていた

3 病 斑部の病理解割観察

呆実においては,発 満初期の病lXT部は災皮および ド皮

細lllL 5～6層 , また収穫期では表皮から米肉和l地 10～

2()情程度が壊死し褐変していた 壊 死部では太さ1～ 2

/′inの内糸が認められた 褐 変した和H胞はスダン田に染色

されなかったが,フ ロログルシン・焔陵反応により細‖地

駐が顕常に赤色に染色されたので。リグエン化している

と判断した 越 冬惟病落 ド米実においては,衣 皮および

ド皮部に偽茶和1織が発達 し、これら部分に偽 rの う般を

′liじていた ま た r河4を′liじ(Jれたわりヽァ'りrr″″オ!分′li rを

ナ|夕成していた

業のケS病初ナリJ病斑 (イく||コレ 紫 褐色病lll)では,オ‖‖状

和t織が褐変し,ま た海新!状和l織側の交)えが映死していた

内糸はll状和[織および海綿状和[織の細胞1町慨tでみられ,

海柵状和t織lUでは ■0～ 1 5 μlll.柵状和1織側ではやや太

く15～ 20 μmで あった 落 栄5H後 では,海 綿状組織

側で 2～ 4/ィnl,榊け状和t織側で 4～ 6μmで あり,細 地内

には人する体F糸もみられた ま た。 iiとしてlml状組織仙1

の友皮 ドに精 r器 (spcrmogontunl)がメ1没 して形成さ

れていた

4 病 原菌

|るrの う般 1性代 :阿場から採取した越冬惟病落 ド果実

および惟病落業の病歩t liにイ1をじた偽 rの う般, rの う,

rの う胞 子の形態的特徴はWaltOn and Orton(1926)に

よる 1/1ごθッカ“印で/′“βθ″′′の記拭と 本致した

粘 r器 1性代 (sperinOgonial statc):落栄1出jもない椛病

柴の抗rXl:11にみられる柄 r般様構造および柄池 r様 体は

それそれ粘 rム器.粘 F(spermatiulll)であると判断された

はrooks and Black(1912)の市じ述したサカo″たィ2〔J分生 3・
‐

||!代も同様に精 rtt lll代に相l W4した

い7Fr?`力つッげ力仰7,〔!分′li r世代 :′lt育期の惟病果実や椎

病栄の病斑 liおよび越冬した艦病落 ド呆究の病JxT Iとに′|ニ

じる (1カ″̀わッω"″′な!分′li rの形態的特徴はBr00ks and

Black(1912)お よび :,耐i(1915)に よるこ
｀
/,θ″"の 記載

と一致した

分用'内の形態および培差
′
Mi質 :衆実および業の病鋭:か

らの和t織分聞1由,越 冬落業および越冬落 ド米実の病斑 li

に′|:じた rの う胞 r!卜地 r‐分郎内.′li育期の果究および

業の抗力にlとにイ|:じた o,″`r/1,vχ"ヤ″"1!分 生子単胞 十分離

内および越冬落 ド呆究の病)F liに′|モじた (Ⅲ"″あつッθ声″777

1!分11r平 池 r分用上由の形態的特徴は,い ずれもこiァ,l177"

の記載と一致した こ れら分聞1由はPDA｀ r面で,は じめ

淡褐色,湿 性の内推を′ltじゃやがて中央部にしわのある

灰色から景t色のフェルト状に変化した 分 イli r形成様式

はフ ィアロ14,す なわち小hlsl Lに次々と押 し出す様式で

あった

分離内の病原
′
門::越 冬落栄の病llt ilに′liじた rの う

地 子|卜胞 十分離内,越 冬落 ド果実の病斑 liに1:じた r

のう胞 r単 胞十分離内・/1育川jの力t究病斑 11に生 じた

(1'″みサッ加rr777な4分li r W lllL子分劇L菌,生 育則の業の病

斑 liに11じた (Ⅲ′′″̀ル(ッθ′々rFr″7′tJ分′li r 胞ヽ 十分闘t菌およ

び越冬落 下呆究の病斑 11に4iじた c亨′ル・Frっs72θr力″″本J分

96-
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/1 rW胞 十分離内を接TITlしたリンゴ米実はいずれも11点

病を′ltじた い ずれの按TTl病班対;からも接TTl内と1対様の

(1/r/kわックr力″″属内が,千卒にIⅢ分閉iされた

5 病 原菌の増養性質

リンゴナキ点病由は連続時!|、1ドおよび連続IFt明ドのいず

れで も,P I ) A . Y p S s寒 人,C z a p c k朱 人,R i c h a r d s寒

人および H(〕pkins本人では,1↓111酵|サ様の内推をイliじ,友

芽エキス宋人およびリンゴrl:業11汁栄天ではフェルト状

の内出をliじた い ずれのサキ地でも′li育は延いが,供 試

特地では友】:エキス本人でもっとも′li市史町、1)I)Aが

これに次いだ 1'1)A,Czape【寒天,Richar(15本人およ

び HOpkins本 人では光により′|を市が縫分抑制されたが,

YpSs宋 天,友 オエキス寒人およびリンゴ′lt栄力r汁本人で

は連続|【ti州ドおよび連続時!よ!ドでほぼ卜J等であった

本1粕は0～ 30てでノ|:台し,ノli荷迪泌‖120～ 25でであった

また pIIを変えた PDA｀ ri向Fでは pH41～ 9(;でアlifドした

イli市は pH69で もっとも良ダrであったが,pH19～ 82の

陵性j_Hkから丸〔呆性城までの広いpII域で比峻的史次rであっ

た

Ri c h a r d s来人を米本培地 とし,空 素源の小1打tと本

菌のイli市の関係を 41」介した結果,右 機空然化合物では

L a s p a r a g i n e , L‐a l a n i n eおよび 12 _ g l u t a m i n eでR t t r ,つ

いで 12‐v a l i n e . L  t t t r O S i n cで史 「々であった 状 素お よ

び L―lc u c i l l eで劣 り,L‐c ) ' s t i t l eで林 しく劣った 無 機

冬 素 化 令 物 (K 0ヽ 3 , N a X O↓, N  H l N 0 3 . ( N I 1 1 ) 2 S 0 1 ,

( N I 1 1 ) 2  1 1 P O t , N H l  C l )ではイf機空黙化 令物 に比べ

て総 じて劣 り,尿 然お よび LJ e u c i n eと| ,」科!1死であっ

た ま た炭繁源のff l類との1増係では,1粘 取の la c t o s c .

n l a l t o s c , s u C r o s eおよ び 多 粘 類 の sO l u bにs t a r c l lで

総 じて11育が良女rであ り,つ いで ヽ精類の fr u c t o s e ,

g a l a c t o s e r  g l u c o s c , m a n n o s eで良好で,多 価アルコ
ー

ルの ma n n i t 0 1でもっとも劣った

工 病 気の発生生態

1 回 場における偽子のう殻の成熟過程

2003年・田場から採取した
。
つがる
'‖
病落栄 11の偽

rの う殻は4)j21iに は 子のうをイ|をじていたが, rの う

内に rの う地 rは確認できなかった 4)19～ 20Hに は

,の う内に木熟な rの う地 r・がみられたが,5)j2Hで

は子のう胞 rは成熟 していた な お,木 熟|るrの う般は

5～ 25℃で成熟 ,丁能,25℃ でもっとも平く成熟したが,

30での高温では成熟しなかった

2 子 のう胞子の飛散

1998～200111の調査では,rの う地子の飛散は4月

ド句または5月 工句から始まり,最 嫌期は5月 中旬～ 6

月 L句で,そ の後は湖減しながら7)J中 ド句まで統いた

また 2001115,6)!お よび 2003年 5月 における,1時

1出jごとの川ミ散士J司介では,rの う地 子は降Hj前に,1こ度が

高まったころからわずかに飛股しはじめて降雨が始まっ

て 2～ 7時 1川後の飛股!止がもっとも多く,そ の後は降H守

のイf知性にかかわらず漸減した 村 1対湿度 1()0%の条件 ド

では1ミ故馬:は肌して少ないが、長時間述続して本H対湿度

100%で 軒'杉した場合は多キ1の rの う地 !'ムが飛散した 1'

のう地 rは 4 1ヽ明夜1門のいずれでも飛散したので,光 によ

る飛股への形禅はないと考えられる

3 子 のう胞子の発芽

繁寒人ヤini liのrの う地 rは lo～ 3()でで良夕rに発芽

した 発 ガt待の′lt育は 25℃でもっとも良好であり,30℃

でやや‖t告される傾向であった

スライドグラス 11のrσ)う地 rは牛中の小11対縦度 100。あ

でもっともRttrに発ガ=し,ついで98111,95性)の順に良女rで,

92 1jtl以下ではまったく発ガ:しなかった

素寒人
｀
十二1何11のrの う地 〕

′いの発芽は時黒 ドが照明 ドよ

り勝った しかし‖洋ll、!ドとlktlり〕ドでの井は1ヒ峻向匂刀ヽさかっ

た 光 質,|【(度などについて さ らに検討する必要があ

るが,)とはケSガtを抑竹Jするがその程度は小さいと考えら

,■る

pH  T :が) (なる未留水中の J′
いのう胞 rは pH 2～ 1 2のい

ずれでも発芽した 発 ガ.はp1 1 8でもっともR町 で pH 2お

よび 12で劣ったが,そ のたは比較的小さかった

共本人平lR F  l iで発功tした rの う胞 rは ,rの う池

rか らlF I  J茨または rの う地 Fか ら■ じた商糸 |とに

(1カ′7`れ'′ヽンガカr′,7な!タンli子をサ|ン)Jkした  こ σ)tr σ)ぅ川色r‐か

らの分′lt r形成は 10～ 3()ででみられたが12()～ 25℃で

Rチrであり30℃では材しく劣った ま た光は分■lr形 成

を促す傾向が認められた

4 子 のう胞子の病原性

F のヽう胞 r接極果究は接TTl約4011後から出然発病とい1

様の押、1点病の病徴,す なわち衆点が点1変し,や がて呆点

を中心としたややPllんだ情線色け1点を′|モじた 子 のう胞

r核和栄では接祉約 3か 月後から自然発病と1可様の不‖t

ll,紫 褐色斑点を4iじ,や がて監変落葉した ま た, 子

のう地 子を抜和しよ変落 ドした惟病葉を低温 (5℃ )ド

の活ヤキに供す十した結果,1る rの う殻, Fの うおよび子の

う他 rを ′ltじた そ れらの形態的特徴は A4′70777'の記載

とよく一致した

5 的 ヽヽnJrOwθr7tl177型分生子の伝染源としての働き

無防除のリンゴ同場から採取した来実および業のえ山F

において,病 原菌 rの う他 rか ら■じた内糸 11に形成さ

れる o7′″t/1r,v,て,rわ″7′〔!分′lt子を発)とした そ こでこの
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( 7ヽ7/た力つッθガ″″l■l分生子の伝染源としての働きを検討し

た す なわち,鉢 植えのリンゴ樹の業に子のう地 rを按

和し,葉 面 liに●Fr′kあッ'θr力r/77型分生 rを生じさせ,こ

れを回収 して健
/THなリンゴ米究に接種して典オ4的な点1点

病を起こすことに成功した こ れらのことから,発 芽し

た 子のう池 rか ら生じる c十ル殉怖ッθ′ヤ″″ltl分生子は,回

場において本病の i次伝染源としてlJJいていると結論さ

イしる

6 病 原菌の宿主への侵入

果実に接続された (17ル7rr/r)ッ。rヵ″″′慨分′Lrは 24時 間

後にはほとんどのものが発オし,菌 糸は米山 11を生有し,

接種 120時PHT後に気イし(米点)か ら衆実41縦に侵入した

東に接梅された子のう胞 rは 24H十問後にはほとんどのも

のが発才し,発 芽した rの う胞 子の多くは分■子を′|:じ

た.48時 間および 72時 FJには rの う胞 rか らr上じた内

糸は●,′′″4/rっッ2θ′イ″777 jfl分生 Fを ′Lじながら′1育 し,96時

間後には気孔から栄組織に住人した 呆 実および栄のい

ずれにおいても.気 イし以外からの病万〔内の使人は認めら

れなかった

7 国 場における果実の感染時期,お よび果実と葉の感

受性

2()00～2003年の 4か 年の調合では,無 防除樹の
.つ

がる
。
呆究の発病は6)Jド 4りまたは7)j li句からみられ,

その後発病果率は急激に高まり,8)J11lJに はほぼ 100%

に迷した

来究の感染時期を 1【)97年,1999年 および 2000年の 3

か年,tつがる
・
果実を供試し被袋除袋法により検ll・lした

その結舛t.黒点病の感染は落イと問もないころ (5)l中 ドイリ)

から始まり,落 花 1011後げi～30H後 唄 (5ナjド句～ 6

)j!11ド句)が 多く。その後 7'j中4けまで続いた。

米実のア|:育に伴う感受性の推移を 1999～ 2001年の 3

か年,|つ がる
'米
究を供試し抗原菌接種法により検討し

た 落 花 10日後頃～ 30H後 頃 (5月 下句～6)1!|!ドイU)

の感受
lMiが
高くその後川R次低 ドするが,落イと6011後ピt(7

)1中旬)においても.11度は低いが感受?とが保たれていた.

鉢札仁え
`お
、じ
'樹
の業に C、7′″あつッθ力″″71J分イli rを接

柿 して,葉 のをなと発抗との関係を検 lSlした 接 税約 2

か月後からド1然発病と1可様の不に形,紫 褐色抗斑をオiじ,

発病葉はllA次士変して落 Fした 新 相先端から10葉位ま

での業について,栄 位による発抗たは認められなかった

0ツわCFr.ッθれ″″′慨分仕 rを接TITlした鉢h成え
`お
、じ
・
樹

のち年枝は接種約 9か )j後においても発病がなく,ま た

この接種枝の皮 Hか らリンゴ黒点病内は分離されなかっ

た よ ってリンゴ枝が本菌に感染するコr能性は低いと考

えられる

8 リ ンゴ品種の黒点病感受性

回場における自然発病訂]企および人J:接極による発病

J同なの結呆から,ナ!|!点病に対するリンゴ品種の感受性柱

度を検討した。感受性の米準とした
`紅
Jt'に 比べ,`降

兜
',.つ
がる
', `ジ
ョナゴールド

'お
よび
.あ
お り13'

は同等～やや高く,.‐に林
',.お
、じ
'お
よび
・
北F+‐
'は
低く,

`1上
1光
ぐ
および
・
スターキングデリシャス

'は
督しく低い

と考えられる .T‐秋
。
, ・あおり9'お よび

`金
九!' は概

オa tふじ
'杜
度であると考えられる.

9 共 通宿主

セイヨウナシ, ニホンナシ,マ ルメロおよびカリンの

自然発病)'S徴は次のとおりである

セイヨウナシ
'ゼ
ネラル ・レクラーク

・
および
.ラ ・フ

ランス
'呆
実では, 7)J li中旬から呆点を中心とした黒色

の小斑点病斑がFLじ,こ の病斑は収権期ころ (ゼネラル・

レクラーク :9)!ド 句4ラ ・フランス :10月 中旬)に は

大きさ 0.5～3 nlm,ややPlみ,周 lHが濃緑色を上した
・
ラ。フランス

・
ではかさぶた状のものも多かった。病斑

部の米肉は褐変していたが、この部分から腐敗すること

はなかった 業 では, 8)j中 ド句から大きさ0.5～3 mnl

のイく|に形.紫 褐色～!1二褐色の病lllを′liじ,し ばしばな合

して大オ」の病斑となり,時 に灰褐色の映死を伴っていた

病'「は葉縁に多い傾向であった 冊 抗栄はやがて賞化し

r14ドした

ニホンナシ `十水
'呆
実では, 7川 ド句から果点を中

心とした針頭大,■1色の小斑京病現が仕じ,収 穫期の 9

サ1ド句には針蚊大,時 縦色病斑となった 病 斑部の来肉

はわずかに褐変していたが, この同̀ 分から腐H生すること

はなかった 熊 の発抗はみられなかった

マルメロ
.れ
米TI・オtえでは, 7月 ドイJか ら針頭人,

‖!色の小lAL点病歩[が生 じ,や がてこれらは癒合し,llk推

)り1の 10)Jド句には大きさ 1～ 5111mのややPIんだ不 |に

形1情 緑色病斑となった 病 lxT部の米肉は褐変していた

が。この部分から店敗することはなかった 業 では, 8

)J IヽIド4じから大きさ1～ 6mmの イくll:形,紫 褐色～ナ黒褐

色の病jXtをイ|二じ,し ばしば癒合して大型の病lxTとなった

11)!中旬には葉脈にυHまれた 1～ 3mmの 角形,紫 褐色

病斑もみられた.冊 病栄はやがて士化し落 ドした

カリン呆究では,7月 ド句から果点を中心とした針蚊人,

‖色の小力F点病斑が′|モじ,収 推刃1の11)1中イけには大きさ

05～ 2 nimの情線色抗サ「となった.病 斑部の呆肉はわず

かに褐変していたが,この岳卜分から腐敗することはなかっ

た 栄 の発病はみられなかった

lifと共通行 iiの性病落策 11に′liじた偽 rの う般,子 の

うおよび rの う胞 子の形態的特徴はいずれもA4〃ο″"の

記載と ム致した ま た作lll物Fl来の rの う他 rW胞 十分

離内および果究病jRT和1織分離内はいずれもl)DA)キ養でリ

98 -



荒 サト:リ ンゴ押!点杭の発′|:′liはと防除法に1増する1)F究

ンゴ‖点病体Fによく似た内推を形成し,o7′′7`力つッ,れ″″

理分イli rを11じた こ れらの分′li rの大きさおよび隔壮

放は C .`′,θ″7アのf亡載と一致した よ って各術i11の 内は

いずれも ,4(`,ッカ̀ ″でァで′わ〃“,″7'(PaSs)Lindau(ア ナモル

フ :(17ルにれ,ッο′力r〃7′,`2/7′′C Brooks)と 同定された

接純試験ではいずれのれに物からの分用上lTHも,そ れぞれ

の原術 i:の果実に病微を1専現し,同 時にリンゴ米究に'1、1

点病をliじさせた 一方,リンゴlit点病内もセイヨウナシ,

ニホンナシ,マ ルメロおよびカリンのいずれの米実にも

押、1色小斑点をイLじさせた

共通4古i:の一つ,セ イヨウナシ越冬罷病落業からの r

のう胞 rの 飛散は,2000年 の調査では4)j6半 句から始

まり,投 株)'1は5)j3｀卜4」で, 7)14｀卜句まで統いた

これはリンゴ越冬椎病落栄からのrの う地 rの飛散ポi長

とほぼ1司様で,飛 散胞 r放 もリンゴ越冬性病落☆からの

ものにFヒ敵した し たがって,こ の rの う地子はリンゴ

黒点病をはじめ共通4高iの 黒点)i二状の発抗に大きく関わ

ることが明らかとなった

比 〃ο″′′による病liiは,わ がIHではリンゴ以外で超鉢

されていない セ イヨウナシ,ニ ホンナシ,マ ルメロお

よびカリンのいずれも,病 名はリンゴ病tiiに準じて 「!it

京病 (セイヨウナシおよびニホンナシ :Myc()spllaerella

fruit spot,マルメロ:biOtch,カリン:fl・uit spot)」とした

10 病 原菌の生活環

リンゴおよびその他米樹の11点病に関する ^逆の研「究

の結果から,病 原内のイli活環は次のように要約される

a 偽 子のう殻の成熟とrの う胞 rの飛散

前年の柱病落 ド果究および解病落葉の病功:liで越冬し

た抗原内の偽 子のう般は4月 下句または5)j li句から成

熟 し,第 本次伝染,原となる rの う地 rを 飛散させる r

のう胞 rの 飛散技盛期は5)J!11句頃から6)j li句頃まで

で,そ の後は湖減しながら7)J木まで続く

な お,越 冬 雅 病 落 ド呆 究 の 病 lx T  l iに5 ) 1に

c、イル●Frっッr2 7■″″′製分イli  rを生じる こ の分li  rは第
ム伝

染源として働くことが 予想されるが,木 実前にである.

b rの う胞[子からの ●ブr/2・F/イパF'`メカ″,,オJ分′Lrの サレ成

第 本次伝染源のrの う地 rは iiとして降Hj時に飛散し,

果実や業の友面に到達,チS芽後, rの う他 r l iにドr接ま

たは 子のうJt t  rから′lt育したlf H糸1 1に●7カみィクッ`,′ヤ″″な!

分生 rを 4tじる 1柏糸は米実や葉の気イしから佐入し, ま

た41じた分′li rは1次伝染源となる.

c 衆 究および来の感染

rの う胞 rに よる感染は米究では5)Jド句頃の落花問

もない幼来川から, また栄では4月 Fイリ頃の発芽問もな

い村i業期から始まり,い ずれでも7)J末 まで続 く 米 突

では6)jド句頃から,ま た業では8月 li句頃から発病し

はじめ,い ずれの病斑 11にもc17,″あつッοれ″?l■l分生 rを

イ|:じる こ の分生 rは 第 1伝染源として働くことが 予想

されるが, 木究証である

d 病 万〔内の越冬

落 ド米究および落業の病斑 liに秋Hか ら精 r器 ,偽 r

のう般万〔米が発達する 偽 rの う般原本は越冬後の 4)j

ドイリまたは5)l li句には成熟した偽 rの う般となり,子

のう胞 rを刀ミ股させる

e 共 通4古iiにおける病原内の越冬と子のう地 rの 形

成

病原内はリンゴのほか,セ イヨウナシ,ニ ホンナシ,

マルメロおよびカリンの経病落業 liでも越冬 し,翌 年成

熟した1るrの う般から■のう地 rを 飛散させる こ の 子

のう地 rは li記共通4古itドUで 'たいに黒点病の伝染源にな

る

工 防 除 法

リンゴすよt点病の発41に ,々適な気象 ・環境条件 ドにおい

ても,散 布後 15 HI判安定した残効性を有するステロール

脱メチル化問1li十刺 (DMI剤 )況 合剤として, ジフェノコ

ナゾール ・マンゼブ水和1剤 (5001占)を 検索 した 本 剤

のイf効″M!は,20()()イ|二から2002年にわたる3か 年,県 l打

果樹rり「究センター内田場で,さ らに2002年,農 家回場に

おいてスピー ドスプレーヤを川いた大規模な防除試験で

実れにされた こ れらの結果に米づいて,2003年 から古森

りitにおいて押、1点病の多発地の防除剤として,「
.ふ
じ
'の

落花ドt後」と 「
`お
、じ
'の
落花 15H後 唄」にジフェノコ

ナゾール・マンゼブ水和剤を採用した こ れにより黒点

抗多発地においても,「
`お
、じ
'の
落花 1011後頃」と「

`お
、

じ
'の
落花 20H後 頃」の散布を 「

`お
、じ
'の
落花 15H後

頃Jに 統合した,県 内共通の股布卜可放の防除体系( お`、じ
や

の落花ド:後から落花 30日後頃まで,15Hド J隔 3 Ⅲl散布)

の実rjtに行
′
チした
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Bull Apple E、p Stn A()1110ri Plでfec Agric FOrest Rcs Ccll(1:+l-126.2〔){)6

Studies on the Ecology and Control of Brooks Fruit Spot of Apple

Caused by ttcο ギβ力αc解′た7 βθ777'(Pass。)Lindau

Shigenlltsu Aral

Kennを nヽ Fruit Tree Research Centcr,Apple Experilllent Station,

A()Inori PreFectural Agriculture and Forestry Rcscarch Center

Keywords i Brooks fruit spot disease,れ る・て`て,SprP2areプr2p航 ,C)イルP通、,spo2ザとr7"pω"r,

syllll〕tonl.ctlltural charactcristict itlfection sourcc infection・

fruit susceptibility,colllll1011 110St,lifc cttclC,disease co13tl'ol,

difcnoconazole―lllancozcb

S u r I R r n a r y

Bl oヽoks fruit spot disease,catised by lttCθSpみaere■■a pθr22メ(Pass)TJindau,is an important diさ ease of applos in easterll

sidc(Nallbll district)of r(ゝ)Inori Pl.efecttire.■orthcrn Japan  The sttldy was conduced frOnl 1997 through 2004 at

Kennan Fruit Tree Rcscarcll Center、 Applo Expel 1ヽ11lent Station ill Gonohe―nlachiF Aomori Pre【tcture,、vith spccial

refeleヽnce to the epidclllioloFドan〔l itR choHlical control of th(J dist)ase

I  Symptoms alld causal fungus

l Symptoms on lluits anclleaves

()1l fruit of red'skinned ctlltivar Ts■lgal'ul irst symptoms appeared as black,pin‐ point spots on lenticcls in late June

Or carlドJulェ The spots wcrc ab()1lt l Hlln in diamctcl・l briヽlliallt black in carly or mid Jtil卜and brilliant red on colorccl

surface of the fltuit(Platc l A,8)イrlle spots bccame slightiy stlllkcllょさthe sea、oll advanccd On lllature fIStlit(mid Or

l a t e  S e p t e m b e r )。t h cドw  e l ) e  t l s u a l l y  1  3  m m  i n  d i a n l e t e lヽb i l t  s o m c t i m e s  r e a c h e d  a b o l l t  8  m m  i n  d i a m e t e r , a n d  w e lヽe

dnrk rcd on colored surfaco bllt dark green on lightcr polヽti()n(Plate lC,D)On red― skinlled ctlltivars like tJonathanl

'Starking Deliciousl｀
Hokuto F`「uji',and tRolls Janetl SpOtS on mature fl・uit were rcddish brown to black,while spots

Oll tejOnag01d'fruit were green to dark green(Jonathan、 Plate 2A,Bi Jonagold,Platc 2C、 Di Starking Dclicious,Plate

2E,F;Hokuto,Plate 2G,Hi F、 lji、Plate 3A‐ B!Rolls Janet,Plate 3C,D)On ycllow― skinlled cultivars like`NIutsu'and

・
0ぜilll spots on inattlre fruit wel eヽ dark green,with the si%es of pin― point to 4 m■ l or、onletimes reaching about 8 mnl

in diallleter(A/111tsu,Plate 3E、 F101 iヽn.Platc 3G,H)

On lcttives of cvs`Tstlgartl(alld｀Flljil symptoms al〕pctired as pttl｀ple necks,which werc tlstlally l‐3 mm in diameter

blit oftell coalesccd to fol・111 lal)ge,irreglllar lesions acconlpanicd by necrotic alでas(Tsllgaru,Plate 4A,B;Fllji、Plate

4D、 E)Discascd leaves Fl)adllally turned yello、 v alld ft・1l Spots on fallen lcavcs tllrlled dark bro、 vn and becanl●

allgular in shape,1-3 inm in dinmcter,delimited by small veins(Tsugartl,Platc 4Ci F、 lji.Plate 4 F)

2 1」ight inicroscopc observatiolls on frtlit and leaf symptoms

Spots of fruits occtlrred on lellticels Hyphac protruded thllough thc lenticels and cIザ 】r2J2・θSpθrゴLZ222-type conidia

were prodtlced on thc hyphae(Plate 5A,B)On the ptirple ncckさ 。f leaves,hyphac protrtided thrOtlgh stomata,and

C,7必2それっsF'ο2イこ7如2‐type conidia wcrc prodtlced oll the hypha(」 (Plate 5CA D)On necrOtic al.eas of tllc leai stromata of
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the fungus were ttrmed at thc respiratOry cavity bencath the stOma,and cFFrr2が rοFノω抗″"‐type conidia were prod■ lced

thrOugh tho strOma(Plate 5E― G)

3 Histopathologica1 0bscrvations

On fruit lesiOns in early stagO‐necrosis was cOnancd to the epidormal cells and hypOdcrmal cells Of 5-6 1ayers‐ but

gradually oxtended inwards up tO hypOdermal cells Of 10-20 1ayers at harvest tilne(Platc 6P堂 )The hyphae in thc

nccrotic tissuc、vere l-2メm in dialnetcrヽVith necrotic tissues,lignincation of cell、valls was shO、vn by ph10rogtlltlcin01

( 1 % i n  1 8 % H C l ) O n  O v e r w i n t e r e d、 f a l l o n  d i s e a s c d  f l・u i t s , p s c u ( 1 0 p a r c n c h m a  a p p c a r e d  i n  t h c  e p i d e r r n i s  a l■d

hypOdcrlfI■is,、vhich deve10ped intO stromata and psctlc10thecia containing asci、vith ascospoISes(Plate 7A―F)In

add■ ion,cFli■2drOギェ,ω丁口22 type Conidia werc then fOrmcd fl・ om the strOmata(Plat0 6Bl C)

Under nlicrOscOpe,necrosis Of epidcrmal cells On lo、 ver silrfaco of the lcaf and bl'owning Of the palisade tissues M′ere

apparent on leaf lcsions The myceliulll grcw intercellularly intO thO palisadc and spollgy tissues Tho hyphae wcre

10-15ェ 7m in diainetcr in palisadc tissuel whilc 1 5-2 0 FFnl in diallletcr in spOngy tisstle(Platc 6D.E)In 5 days after

lcaf fall,the hyphae werc 2-4ュ 7m in diametel｀ in tho palisadc tisstle,and 1 5-20ェ ァln in diametcr in the spongy tissue

Somo hyphae、 vere seen growing in the cells Of bOth tissucs SpermOgonin、 vere prodtlced nlainly in tissucs olrl the

adaxial surface,thOugh they wOre seen in tisstles on both leaf stlrfhces(Platc 6F)

4 ]vlorph010gy of the callsal f■lngtts

The mOrpho10gical characteristics Of pscudoperithccin, asci, and ascOsporc f()rmed on the Over、 vintered, fallcn

diseased ttuits(Platc 7A― F)and lcaves(Platc 8A― F)werc similar tO thc descriptiOn ofMメ cてパβぬa θre〃セ2 βθr22メbyミ 、]tOn

and Orton(1926)Pycnidiunl likc()rgans and pycniosporo like l)Odicぷ formed on the fallcn diseased lcaves、 vere

regarded as spcrmOgonia and spermatia→ respectivcl卜 based On nlorpho10gical and cultural experilncnts(Plate 9A― C)

It is cOnclLlded that Pんοr22β―type cOnidial statc described by Br00ks and Black(1912)is spermOgonial statc(Plate 9D,

E)Cェ '■indrOギF'θ2丁口222 type COnidia produced on lesions Of fruit(Plate 5A‐ B)or leaf(Plate 5C― G)in grOwing scason,

and on lesiOns Of Overwitered偽 llen discased fl・uit(Plate 6B,C)wore silllilar to the descriptions Of c▼ li■2どrθSβθ万口加

βθ!,2すby BrOOks and Black(1912)and NIiura(1915)A/1orpho10gical characteristics Of the ftlngtls isolatcs(Plate 9F)

frOm discased applc frtlit and lcatt sing]e ascOspore produced On Ovcr、 vintered,fallen diseascd frtlit and loaf,single

こモ▼■in洗っsβθz抗?F22 type Coniditlm producod On lesiOns of fISuit Or leaf in growing seasOn,or on lesi()n of Overwitcred,

fallen discased fruit,all wel]agrcOd tO the dcscriptions Ofご pο′"デby Br00ks and Black(1912)and NIiura(1915)

ConidiOgenesis in these isOlates on PDA plate was phiahdic(Plate 9G)

5 Pathogenicity of the causal fungtls

lnOculations Of unwOunded applc frtlit with cギ=■■drOsβOri■?コ2-type conidia Of the ftinglls isolatcs frOn■singlc ascOspOre‐

singleご vプデ"fF2・θ、ゃθ万とアrコ
‐type cOnidium on diseascd fruit Or 10af in grOwing season, as Mrell as()n over、 vintored,

fallen discased fruit,all prOduced typical symptoms of Br00ks fruit spOt disease on apple And the same fungtls、 vas

roisOlated from these artincially produced fruit spot tissues

6 Cultural characteristics Of the causal fungus

The fungus developcd slimy co10nies with nunlerous conidia On PDA,YbSs agar(EmersOn's agar),Czapek's agar,

Richards・agar,and Hopkins'agar,while felty c010nies On malt extract agar and applo leaves extract agar,both in

tOtal darkness and continuOus light(daylight fluOrescent light at a light intensity of abOut 1000 1ux)(Plate 107ヽ )

Co10ny growth Ofthe f■lngus was lnost vigOrOus on lnalt extract agar and PDA C010ny grOwth On PDA,Czapek's agar,

Richards'agar, and Hopkins'agar、 vcre somewhat retarded in light rathor than in darkness No inhibitOry offect

of light,hO、vever,was observod、 vith c010ny grOwth()n Y19Ss agar,malt extract rRgal、and apple leavcs extract agar

On PDメ pゝlates the funglls developed c010nics at a tempcrattlre rangc of O-30°C,with an OptilnllHl at 20-25RC The

optimtlll hydrogon iOn cOnccntration for colony grOwth On PDA plates is pH 6 9,but fairly good grOwth Occurred also

at bet、veen pH 4 9 and 8 2 0n Richards'agar,L― asparagine,L― alanino,and Iコ‐gltltamine、vcrc excellent nitrOgen

sotlrces for c010ny grOwth,and L―valine and 12‐tyrosine、verc also g00d,but urea,L‐ lcucine,I」‐cystine,and inorganic
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nitrogcn sotirces(KNO!十、NaNO!1,NHINO,1(NH)2SO 11(NH)」 HPOiand NHI(11)wcre nOt On Richalヽ dざ agar,lactosel

nlaltose,sucrose,an(l solublc starch H′cre good carbon sollrces for colony growtlll and frtlctOse、galactosci glucose,and

mannose M′ere alsO good,but lalannitol was not

II  El)i(lcllliology

l  Development of psclldothccitA

In the neld()bぶcrvtltions in 2001]、asctls formation in pぶetldOthecia on the ovorMrintcrcd,fallen diseased leavcs bcgall

in carly April,、vllen the asci were still ilnmature、vith no a、cOsporosl maturcd tlscOspores H′ ere fornlcd by early NIaェ

Undcr controlled temperaturo in thc lょ bOltator卜psetldothecia produccd ascospol.e at a temporaturc rallg Of 5 to 25°C

2 Ascosporc dispcrsal

ln the fleld Observntions clurillg theド eal)s 1998-2001、 a、c()spOrCS of the fllngtls、vere flrst trをippetl in late 2 pヽril or

earlyふ江aェ shoHring pcak dischal・ge itl llli(lh/1ay to calily Jllllc an(l a few spol.es tl｀Rpp(卜d in l■lid to late JtllェAttcospOrCS

discharge、 vas grctitly induenced by air htinlidity alld rainfall;Only a few ascosp()rcs wclie tISapped beibre thc initiation

of rain,、vhilc a gieヽat nunlbers of asco、porcs、vcl eヽ tltapped il■2-7 hotlrs aftcr initiation Of the rain No(liffclrcnces、vere

sccn in ascospOre dischargo pattcrn dllring day and llight

3 Ascospore gerlllination

On H′ater agatt gOod ascosporc gぃ 1ヽ1111latiOn occurred atをi tcmpel a`ture l a`nge oど 1()-3(済C  Thc gerlll tube gre、 v Ex)st

偽st at 25℃ . whilc gcrlll tube growth wero rotardcd at 10 tind 30(  OIrL slidc grass, best ascospOre germination

occurred undcr 100° lRH,while lrLo germination at 92比 )RH On HFater agar,gcrnlination of ascOsporO、 vas better in

darkncss than in daylight nuorcsccnt light(about 300 1ux)In distillcd、 vater、acospores gerHlinatcdを it a range of pH

2-12.with an optillllln■ atpH 8 0n wnteragar.gcrminati〕 ar aSCOSpOres thon i〕 r()dllced c丁万"がrο軌りめri【Fア22 typc conidia

()1l dcvcloping hドphac ol)directly()nょ ぷcOspol)es thel1lselveR,lt ti tcmperatilre rallfre of 10-30℃ 、 H′ith all optilnum at

20‐25てC  ()11、 vater agari thc collidiを lヽ fOrmation、 vns&■ ▼(,rcd in daylight att。1、cSCOnt light (ょ l〕otlt 300 1ttx)than ill

darkness

4 Pathogcnicity of ascOspore

Un、voundedly applc fruits inoc、 1lated、with ascosporcs shoMFed ntlmerous.small、  dark green spots trpiCa1 0f Brooks

fl'1lit spot discとise in 40 days rlfter illoclllをlti01〕(Plate loB);on tho、 vhilc,u n HFo、lnded leaves inoculatcd、 vitl■ascospores

sho、vcd slllょll ptirple flecks in 3 nl(〕1lths aftel'inOculatioll(F)latc 10(〕)

5 Roleofc▼■i■2だrοドβθ2丁こ77"type conidia as an inttction so1lrce

On applc frtlits and leaves on the trcc in the grO、ving seanOn,cFli■2drOsF'θメ7 Lrr"type conidia wero con】monly prodtlced

on hyphae ariRillg fln()m the ascospores(Plato llA‐ C)Sud〕 て1 ■ゞintF2・rPギpO万 と7ァ"tド pc cOnidia were artincinlly produced

On leave、 ()r potted apple trees by aRc()spOrC inoc、 1lation,alld l'esllltant conidia(Plate llD,E)、 verc collccted and used

as inoctlla for llealthy apple frllits l｀hc apple fruits inOctllated in this llltlttel p`roduced typical synlptoms of Brooks

fr■lit spot disedse(Plate llF)Conscquentlys it is concluded thatご yli■■drospθどヽrt2″コ type conidia nattlrally Occurring On

infected fruits tlnd loavcs could serve as secondary infcctiOn sOurce for Brooks fruit spot disease deve10pmont in the

Orchards

6 1nvasiola ofthc callsal fungus into npplc llllits alld leaves

On inoctllatod fruits,most of theて 1,イメ畑どrθthPθガこ7′"type cOnidia gormilltitcd by 24 h after il■ octllatiOn to prOdtice

hyphac,which penetrated into thc fr、 lits thrOugh lenticels in 120 h(Plate ll(ナ )lvlost of thc ascosl〕Ores sprayed for

inoculation ontO apple lcaves germillated by 24 h to produce hyphae‐ 、vhich ill turn produced Cyli■ 2がrOspθtt■″22‐type

conidia By 96 h after inOculation,sonlc of the hyphae pelletrated into the leaves throtlgh thc stomat,1(Plate llH)

7  Criticaltimtヽ lbr frllit infection ill the nold
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Field observations made during the rears Of 2000‐ 2003 sho、ved that the Br00ks fruit spot disease On tTsugaru'flittits

arst appe〔tred in latc JLlne or early Jtlly in case that no cheHlical sprays wcre used in the orchard

ln 1997、 1999 and 2000A fleld experimollts、 vere condllcted tO see the critical tinle for brOOks fruit spot diさoase

infectiOn llsing tTsugaru'fr■lits that、vere pcriodically bagged and tlnbagged Thc l'eslllts shoM′ed that the frllits M′ero

liable tO the disease flnOm sOon attcr petal偽 11(mid or late May)to mid Jul】 with the ll10At Critical times in 10 30 days

after pctal fall(late NIay to mid Or late Jtlno)

In 1999‐2001,neld experiments were condLlctcd to see the stlscoptibility Of the tluits at different gro、vth stages,

、vhcre tTs(lgaru'fruits were periodically sprayed、vith conidial suspensiOn The results showed that the fruits H′ele`

most s、lsceptible in 10‐30 days after petttll fall(late NIay to mid olヽlate JLlnc),then becOmillg graclually less susccptible

fclr 60 darS aftel pヽetal飽 11(tlntil mid July)

Henithy、 unwotlnded leaves oll potted Fuji'trccs welヽ e inoculatod with c,ヤ 77"れ'θ,pο万[2222 type cOnidin ill the

glasshOllsc ln 2 months after inOc、1]ation,the leaves shoH′cd(jharacteristic purple necks typical of leaf infection、vith

nf p0222丁 ThC diseased leaves thon gradually turned yel10、v andIも1l Any differencc in sllsceptibility was nOt dete(,ted

with leaf age

8 Fruit stlsceptibility tO Brooks flnuit spot disease in variOtis apple cultivars

Susceptibility of frttit Of differcnt allple ctlltivars watt deterrllillcd()n the hasis Of dogl・ ees of ndtural infectiOn and

al tヽiliciと1l inoculation withて い
・方ァ2ゴ7'(,ざβθ2丁[】ヵ,type conidia Ctiltivars tJOnathan｀ ,'Tstlgaril'、

｀
Jonagold',and・ Aori 18'

were higllly付 usceptiblel fcjllowod bド
'Orin',tFuji',tHOkutO｀

,↓Scnsyllul・ Kinsei',and tAol'191｀ Rolls Janet'and`Starking

DeliciOus｀M′erc only slightly suscoptible

9 Symptonls oII conlmOn hosts and cross inoctllatiOns

European l)ear lP12■2s cθ!22如W?お L var saお 昭 dc CandOlle)、Japallcso pear lr9可ぃ serθrFrtt Rehder varてロカa Rehder)1

quincc(crど て,22raて'bFθttga A/1iller)an(l Chinese quince(Cllaご 畑。22〕β7esざル2θ22回F Koehne)havcぶ oどar been regarded as

conlnloll hosts fOr■ど,でθspねβcr〔ⅢFFt■βて,力'す,Cとiuso of BroOks frllit spot of apple,with the Fljl10、vin g synlptoms

Eul'opean poar(Plate 12A‐ I)):()1l fruits of cvs L`a rrallce｀and｀General Tソeclcrc ,`black,pin‐ point spots appear at

lenticels il〕carly or mid Jul卜 Thc spots becamc slightly sunkell、 dark green,05‐ 3 nam in diameter at harvest tilne(La

Francc,mid Octoberi Goneral Leclerc,late September)The sl)ots Of tLa Frrance'were somctimes crustose The flesh

beneath the spots M′ as browned,but llo fllrther rotting (Dn leavcs,arst brown deck 0 5-3■ lm in diamoter appearedl

which then fre(luently coalesced to foどnl irregular shapcs The diseased lcaves gradually ttllヽned yellow and foll

Japancse peall(Platc 14A):On fruitさ of cv tKOsui'l black、pin―point spots appear at lenticelド in late July Thc spots

became clark greell at i、arvcst ti11le(late Scl〕tcnlber)rrhe ncsll bolleath the spots、vRS l)1'OH′ned,but l■o furthel rヽottill宮

NO leaflesion M′aR seen in thc()rchal)(1

QuinCe(Plate 13A‐ C):On flSuits or c立
ヽ
zairai syu',black pill―point spots appeal｀ill late Jtlly Then,the spots

coalesced tll form irregular shapes、 shghtly sunken,dark glヽ ccn,and l-5 mm in diaJneter at harvost til■ e(ldte

October)Tlle flesh beneath the spots was browned,b■ lt nO further rotting Oll leavcs,irregular,bro、vnish necks、 1-6

mlll in dianieter appcared and freq、lcntly cOalesced、vith oach other Thc spots、vere anglllar in shape and l‐3 mrn in

diametcr at nlid NOvembcr The diseaさ ed lcnves gradllally ttlrned vel10w and fell

Chinese qtlince(Plate 14D):C)n frtlits、blとick、pin―pOint spOts tlppealted in latc Jtllド Tlle sl〕otさH′Ore clark green tind

05‐2 mlll ll■diallnetcr at harvest tinl(ど(mi(l Novembcr)The nesh bellcath the spots was browned,but nO rotting No

leaf lesior〕H′aさぶeen in the orchard

A/10rphological characteristics Of pseudothecia‐  asci and ascOsporcs found On discasod leaves of abOvc hOsts were

all quite sil■1lar tO those fcjr apple Brooks fruit spOt:llngus,rlr β θmメ (EurOpean pear, Plate15A― Ci Japanese pear,

Plate 15E.Fi quince,Plate 15H Ji Chillcse quince,Platc 15L,NI)Il■ is01ation tests,all isolates frOln diseased frtlits

a n d  s i n g l e  t t s c o s p O r e S  f l l o m  f a l l o n , ( l i s e aさed  l e a v o s  p r O d u c e d  c ,■占2れて,島pθ万と777 7‐ty p c  c o n i d i a  o n  P D A  f l ) r  e a c h  c O m m o n

hosts NIOrphological characteristic、 Of these conidia well cOrrettponded to tho description oti`I pο 222】(European potll｀ A

Plate15Di Japalaene l)eal、Platc 15G!qLlince,Plato 15Kl Chillesc quilace,Plate 15N)

The is01ates 1lom EurOpean pcar、 Jraprll「lese pear,qLlince.alltl Chinose qtlince cOuld c:luRe numerous,small,dark
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spots on fruits Of theilt respectivc original hOsts,Hrhich MFel｀e Silllilar to sI〕OtS On frtlits of Original host in thc neld

(European poar、 Plate12FI・〕apallese pear,PIRtC 14Ci qllillce Plntc 13Ei〔lhillese qLlincc,Plate 1 4「)

in thc nclcl experinlelltぶ1112000,ascospolで s discharglllg fronl diseased loaves of Etiropean pear、vcrc nrst trapped

in latc April‐with peak discharge in Hlid―lvIょ卜l and decreasillgly cOntinued tO bc trapped ulltil mid July Tlle ascOsporc

discharfFe pattcrn and degree of ascospoISe dischargc wcll tlgreed with those in overwintcrcd,fallen disensOd leaves

Of applcs lt 、vas apparcllt that ascosporoド 11・oln diseased Rnd OVerwilltel eヽd E■lropcan pear leavcs sel v`e as an

important pl i`mary inl`ctioll sOttliCe ft)1ヽclcvelOF)ment ofthc Fl(lit spot diseFiぷぐヽ On COmnlon l■Osts The(liseases on these

comlnoll hosts,cxcept apple、 in Japan wel e` arst rcported and ne、vly ndllled.N`lycosphをicrclla frttit spot・
'(kOkuten―

by6 in Japancsc)for European pcar and Japal■ csc pcar,ttbl()ch''(kokuten―by6 in Japancsc)lor(luince,andl｀ fruit spot''

(koktlton―by6 ill Japanesc)士br Chinese qllillcc

10 Theli士心ぜycle Of the cattsAl ftingus

Bascd on the results ofthisさ tud卜 the liftlcyde of the Brookぶ tlnuit spot ftingits On apple in eastern sidc ofA01110ri(Nanbu

district)is shown in Figulte ll

:l Disper、 r1l of RFCOSpore as n prilnary illfecti01l sourcc

PseudOthocia mature oll ovorHFitered. fallen discased fl｀ ttit、and lcaves in iate April olヽ earlyふ れa卜 1lolll which the

ascospores are discharged rヽ scOsporo clispersal is very tictive frOm nlid May to earlyで lttne and then decreasingly

continues until late July

b C,rli■2ごro‐ギ′,θr上ィヵ2~typO collidia as a secondilry infection sOlircc

Ascospolヽeさthat aro diぶchal gヽed lllainlドdllrillg l.aill perio〔i、go()、iel t`o frllitドnlld leaveぶ Tlle nscospores gerllliniltc to

produce c、 77アコどr'οギpο工れr,2‐type conidia上 (ヽ)nl developing hyphょ e Or sOmetilllcs directly fl.oln thc spore itself On ttuits

and leaves cギ ■inが,て)れ9θri口如?―typc conidia serve as a secondary infection source Hyphac fi・ 0111 the ascospoI.e penetrate

into fruits a1ld leavos through lenticels on tヽ '、lit antl through stOmata on lonl'

c Time ofillfthction of fI uヽits and lcaveさ

AscOspolで s initiate leaf illfcctiOn soon aftelt thc OpenillF of thc buds(lateど pヽril),whilc niilit infectio1l sooll after petal

fall(latcふ江ょy)Both infcctiOns then contilluc llntil late J(11卜 Thc(lisease、 ymptoms on flitlits arc apparent fltOm late

June and on leaves fron■ cと、1lヽy Pittgust ln the Seld,cピ li■2が2叩 OFfこr力]―type cOnidia are prOduced both on fruit and leaf

lcsions lt is strongly suttFested that crL存〕れつipαir222‐type conidia may serve as a secondを11下inttctiOn sotlrcel though

itis not g()t clearly shoMrll by the experinlcllt

d Overwilltering of the ttingus

On fallen discascd fruits ancl lcavcs in the nelcl→spcrlllogonia and protopseudothecia of th(,fungus aro forilled in early

fall Arlaturc pSeudothecin,11,c formed on Overwinterted fruits and leaves ill late April or ealヽly Attayn and ascospores are

dischargcd liヽOni the pRoudothecin

Also ill鋒cted and ovellwitered ttLlits,て 1l yFr2とつギェ,θ万こ″"type conidiaょ re prOduced ill Mょ I It is highlド possible that

the conidia lnay servc as an infection source,thotlgh it is nOt got experinlcntally prOved Bcsides apple,thc fungus

ovcr、vinter、in fallcn diseased leavcs of EllrOpean pcar、Japanese poar、 quince and Chincse quince,,ls、 Vell The

ascospOres prodllccd on and relcascd flヽ om One of thc conlll101l hOStS mtty sel've as an i1lfection sotlrcc FOr the Other

hosts in the nctlr

lll Disease cOntrol

Sterol dcmethvlatiOn inhibitor(DA/11)and I】〕ancOzeb nlixtllres,namel■ diftlnoconazole lllancozeb、ilalibencOnazole―

mancozcb alld lllvclob(ltanil lllancOzeb4 MF()re evalilatodとと)1)theilヽcontrolling cdtct on Brrl()ks nヽ1lit spOt infcctiOn after

spraying tlle chel■licals alld inOc■llatcd MFith the cギli22がメοsβθr上″22-typc cOnidia onto tllc fruit The rcsults sho、ved

that the difenoconazole―l■lancozcb lllixture M′as most effective prcvcnting fruit infcctioll fOr 15 days aFter spraying

the chenlical The neld expCriments conductcd in 2000-2002 on a large scnlo with a speed―sprayer demollstratcd that

difenocollaZOIC-lllancozeb nli、tllrc applied,t、vicO On every 15 dRys frOm petnl fall had pronllsing eミccts ill c01ltrOlling

the discctsed The chelllical had been″idopted in SplRヽ「 (,alendar in Aomori prefectttre fbr the districts where the

diseasc is a prOblenl since 2003
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図 版 説 明

図版 1 リ ンゴ
.つ
がる (Tsugal・u)4雅 実における黒点病の病徴

A, B.発 病初翔卜 光沢のある黒色の小斑点油斑を′LじるIAI 岩色部では赤色点となるIB上

C, D 成 熟呆 :病斑はややP町み,帖 赤色であるが,林 色の劣る部分では濃緑色である

メ1版2 リ ンゴ各品稚果実上の黒r、〔病の病徴一l

A, B ネ に!L(」onathan)

C, D ジ ョナゴールド (JOnagold)

E, I「.ス ターキングデリシャス (Starkitlg Deticious)

G, H Jヒ |ナ(Hokuto)

区1版3 リ ンゴ作品和来実 Lの黒点病の病微-2

A, B お 、じ (F崎1)

C, D 卜 1光 (Ralis」anet)

E, F 降 奥 (Mutsu)

Gl l= 丁:林 (0占n)

図版 4 リ ンゴ葉の黒点病の病徴

A・ B..つ がる
。
粧病☆ :不 |lt形 紫 褐色病斑を生じる

C ｀ つがる
'冊
病落業

D, E.あ 、じ
'罹
病葉 :不正形,紫 褐色病斑を′itじる

F..ふ じ
'罹
病落業.

田版 5 リ ンゴ果実および熊の黒点病病斑部の光学顕微鏡による観祭

A, B 米 実の病斑部 :呆点 (気イし)か ら内糸が仲長し,内 糸 Lに こ|′′″rFrっッο′ル″714分生 rを 生じている。(Bar:

50/rnl)

C . D  葉 の紫褐色病ll T部:気イしから内糸が仲長し, 尚糸 liにc、ブルカひッ〃力″'l■l分生子を生 じている (B a r i  5 0

/rm)

E.F 葉 の壊死病斑部:気イしドモドの呼吸腔部に r座を形成し,気イし部にcド′力trr rパβθrヵrr77!t4分生子をJ:じている (Bari

100/′111)

G`気 イし正下の呼吸眸部に形成された千河4(Bar:10 μnl)

問版 6 リ ンゴ呆突および葉の黒点病病斑部の組織解剖学的観容

A.衆 矢の病斑 :気イし部に商糸がみられ,友 皮.ド 皮および呆内部が褐変している (Bar i 50/″m)

B 越 冬した椎抗落下呆実の病lll部に′Lじた子四|(Bar i 50 μin)

C 越 冬した惟病落 ド米実の病斑部に仕じた r座に形成した (■′′″CF/りw,っ″'″777型分′に子 (Bar i 10″m)

D,E 栄 の病斑i llll状組織が褐変し,海綿状組織側の友皮が壊死している 細 胞問隙には菌糸が′1育している。(Bar:

50rイ111)

F 落 葉に生じた枯 r器 :落栄5H後  (Bari 10 μm)

図版 7 リ ンゴ越冬冊塙落 下呆実 (ジョナゴールド)に イ|をじた'キ点病菌偽 rの う殻lll代

A`ミ イラ化した越冬罹病落 ド米矢.

B.病 斑部1圧下の偽乗組織 (Bar i 100 μm)

C 抗 斑部の断面 (Bar:100 μm)

D 成 熟した偽 rの う殻 (Bar:10 μ m)

E rの う (Bari 10 μm)

F rの う粒子 (Bar:10 1rm)
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図版8 リ ンゴ越冬罹病落求に11じた押ユデI病内偽 子のう殻‖1代

A 越 冬落葉 Lの病力I

B ttlAr部の断面 (Bar i 50/′nl)

C 成 熟した偽 rの う般 (Bal・:50 rrm)

D.成 熟した偽 rの う殻の断面 (Bar:10 μm)

E 子 のう (Bar i 10 1rm)

F rの う胞 r(Bar i 10 μm)

は1版9 リ ンゴ落束および貯蔵以t究に/ltじた,R点病内精 r枠世代およびナキ益により11じたよtメよ病内●ブ′″tF7つッprた″″北J分Ji

r(41子 のう胞 十分離株 No 22)

A4Bャ 落業の病斑 Lに■じた精 F枠の断由i(Bar i 10/rnl)

C.落 栄の病斑 liに生じた粘 r器から溢出した精 r(Bar i l()μm)

D 貯 成果究の病班 liに4tじた精 F器  (Bar:50 μm)

E 貯 蔵呆実の病斑 liに■じた精 r器から溢出した精 r(Bar:lo μ m)

F PDA培 養により生じたこ卜lrFたわッl17・r2r″′な!分仕 r tBarilo/rm)

C PI)A llに おける分生 r)レ成様式 :フ イアロ14 は ar i 10 rrnl)

田版 10 各 柿培地におけるリンゴ黒点病内の内推十AIおよび人 11接fTlによるリンゴ黒点病病Ill!(B,C)

A 各 種林地における甲rの う他 r‐分閉ttt No22の由泣 (ス)℃.喘 ナ|、1ドで 30 HI門培養)

B 子 のう胞 「接柾のリンゴ呆実 (お、じ):や やPIIんだ黒色小斑点をliじた

C 子 のう胞 r接純のリンゴ東 (お、じ):不 1に形.紫 褐色),SlxTを生じ,や がて賞変落栄した

図版 11 リ ンゴ黒点病内●Frr?あっッχ〃ヵ″打!分イli rの伝染源としてのlfljき(A～ F)お よびツ内原商の侵入 (G,H)

A リ ンゴ回場から採取した呆ヴこのプt画 11において,r卜のう地 rialから仕じた内糸十h11に形成した o,′わあつッ砂rた177′1!

分′li r(|(Bar:10/ィは1)

B, C リ ンゴ1甫1場から採取した崇の炎1南||において,rの う地 子から仕じたlll糸11に形成したこモ|力″tFrowοれ″′jfl分

生子 (Bar i 10 rrm)

I),E 業 に接槌した子のう胞子から!H4安または ,の う胞 子から生育した肉糸 11に4iじた (■力″あっッοrヵr″′14分仕子(1):

接種 24時 PHD後, E:接 植 96時 1円後)lhは 毛じを示す (Bar:10/rm)

r r卜 のう胞 rか ら仕じた c)7わ̀わwて,れィ″7244分41子を接和したリンゴ米実 (紅111):具点病を生じた。(Bar:lo/rnl)

G, H リ ンゴ来実十(,|および脚lllへの病原内の使入 :いずれも気すしから内糸が使入 (Bal→:1()μm)

図版 12 セ イヨウナシ黒点抗の病徴

Al B 自 然発病呆 (A!ラ ・フランス,Biゼ ネラル・レクラーク):病斑用レJが濃緑色を■する黒色小斑点病llTを生じる

C, D 自 然発病業 (Ciラ ・フランス,Diゼ ネラル ・レクラーク):不 工形.紫 褐色～黒褐色病斑をJをじる

E 越 冬雅病落☆ (ゼネラル ・レクラーク).

F 接 純 (半rの う胞子分問'株No28)に より発病した呆究 (ゼネラル ・レクラーク)

G す友前 (半子のう胞 r^分離株 No,28.No.30)に よりすS病した業 (ラ・フランス)

は1版13 マ ルメロ黒点病の病徴 (右:来和)

A I'4然発病呆 備 病初川」):多 数の黒色小斑点を′liじる

B 自 然発病米 (成熟川):や や[Jんだ不正形暗緑色病JAlを生じる

C 自 然発病葉 :不 lli形,紫 褐色～黒褐色の病加 (欠印)を 11じる

D 越 冬罹病落葉

E 接 和 (単■のう胞 r分部株 No 60)に より発病した来笑

F 抜 極 (単子のう胞 F分離株 No60,No61)に より発病した☆ (病斑は矢白↓で示す)

図版 14 ニ ホンナシ (1を水)お よびカリンの黒点病の病徴
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A 自 然発病したこホンナシ果究 il吉緑色小斑点 (矢印)を 生じる

B.越 冬したニホンナシ粧病落業.

C 接 極 (単子のう胞 十分離株 N044)に よリイS病したニホンナシ呆実 (病llTは欠印で示す)

D 自 然発病したカリン果実 :H旨緑色小斑点 (欠印)を ■じる

E 越 冬したカリン罹病落葉

F 接 種 (単子のう胞 r^分離株 No 70)により発病したカリン来実 (病斑は矢印で示す)

田版 15 セ イヨウナシ.ニ ホンナシ,マ ルメロおよびカリンの越冬惟病落業上に生じた黒点病菌 lかごθッF7rrで′々Ftr βοr77'の偽

子のう殻世代および分離株のcl力″rFrr2ッo声〃″,型分生 r^

A～ D セ イヨウナシ菌偽子のう殻(AI,子のう十Bi rの う他 riCIぉょび●ん″rlrっッθれrrP'型分生 r(分 離株 No.28,D)

(Bar:10/′m)

E～ G.ニ ホンナシ菌偽子のう般十Ei rのう|「|および●イ′″あつッθr′″′″型分生子 (分離株No 44, G ) . ( B a r  i  1 0  μm)

H～ K マ ルメロ菌|わrのう殻十H上子のうIII子のう胞rlJIぉょび●Frr?rF rっッ伊力′/7P型分生r(分離株N060.K ) ( B a r :

101′lll)

L～ N カ リン菌偽子のう殻ILL子 のうlhllおよび o,″t77っッοガ″″?型分生子 (分離株 No.70,N).(Bar i 10 μm)
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荒 サ| リンゴHt点l A3の発4111けと防除法に関する1りi究

E璽iH方こ 1 (Plate l)

-112-



十f森県催林総合研究センターリんご試験場1,F究縦|十 第 34け (2006)

図 断 :2 (Plate 2)
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図 版 3 (F)late 3)

荒 井 :リ ンゴ黒点病の発′|二′L態 とljJ除法に1対する研究
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図版 4(Plate 4)



荒 )「 :リ ンゴ!R点病の発′li/1態と防除法に関する1,「究

図版 5(Plate 5)
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図 版 i6 (Plate 6)
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図版 7(Plateの

荒 井 :リ ンゴ黒点病の発化■態と防除法に関する研究
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図 断 :8 (]Plate 8)

青森県農林総合1り「究センターリんご試験場研究報告 第 34号 (2006)

Ａ
ン
一

C

F

ｒｉ　ｒ
　ｉ・・

一
　

一
　

！

ャ

／
ノユ　　″

- 1 1 9



図版 9(Plate 9)

荒 )卜 :リ ンゴ,1!点J ljの発」をlt態と防除法に1対する1,F究
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図版 10(Plate lo)

PDA h/1alt extract agar Apple leaves extract agar

Czapek's agar Richards agar Hopkins agar YpSs agar
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極コ1切更 11 (F)late ll)
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図版 12(Plate 12)



荒 井 :リ ンゴ黒点病の発生生態と防除法に関する研究

図 版  13 (Plate 13)



図版 14(Plate

古森リキ農林総合切F究センターリんご武阪場研究判ti!1 第34ぢ (2006)
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荒 リト:リ ンゴ黒点病の発生生態と防除法に関する研究

図 版  15 (Plate 15)

Ｄ

～
ゴ
簸
雛
一

K」

N
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

屯 、々,、

-126

れ ,


